
(57)【要約】

無線通信におけるハンドオーバ方法である。基地局装置

において、端末の受信状態を監視し、受信状態に基づい

て、呼損や品質劣化が生じる可能性のある端末、あるい

は呼損や品質劣化が生じている端末を検出し、該端末を

現基地局装置と搬送周波数が異なる別の基地局装置へハ

ンドオーバさせる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣
化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、
　 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 制 御 手 段
、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 基 地 局 装 置 は 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣
化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、
　 前 記 検 出 し た 端 末 を 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る よ う 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装
置 に 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、
　 前 記 要 求 に よ り 、 前 記 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン
ド オ ー バ さ せ る 手 段 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 異 な る 移 動 通 信 シ ス テ ム へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
無 線 通 信 に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 し 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 、 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質
劣 化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 し 、
　 該 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る た め
の 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 ／ 未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ
い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局
装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 す る 手 段 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 は 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と
前 記 速 度 閾 値 と の 差 の 大 き さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 前 記 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、
各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト
ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端
末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 端 末 毎 に 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所
要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 を 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に 入 力 し 、
　 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 基 地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 伝
送 速 度 に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 の
場 合 に は 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
端 末 間 の 優 先 順 位 あ る い は サ ー ビ ス 品 質 間 の 優 先 順 位 あ る い は 端 末 の 受 信 状 態 間 の 優 先 順
位 を 設 定 す る プ ラ イ オ リ テ ィ 設 定 手 段 、
　 端 末 あ る い は 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 あ る い は 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 プ ラ イ オ
リ テ ィ 設 定 手 段 よ り ハ ン ド オ ー バ の 第 １ の 優 先 順 位 を 決 定 す る と 共 に 、 前 記 所 要 伝 送 速 度
と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と の 差 に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ の 優 先 順 位 を 決 定 す る 手 段
、
　 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 第 １ 、 第 ２ の 優 先 順 位 に 基 づ い て 各 端 末 に つ い て ハ ン ド
オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の
基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 を 抽 出 し 、
　 前 記 端 末 の Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に
基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ る か 判 断 し 、 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送
周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 し て お き 、
　 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と 前 記 速 度 閾 値 と の 差 の 大 き
さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
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　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 ／ 未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を
算 出 す る 伝 送 遅 延 時 間 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延
時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要
で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ
ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基
づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 無
線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り
、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 端 末 毎 に 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延
時 間 を 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に 入 力 し 、
　 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 基 地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 基
地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 伝 送 遅 延 時 間 に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性
を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 の 場 合 に は 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地
局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出 す
る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に
基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 １ の 優 先 順 位 を 決 定 す る と 共 に 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記
算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ の 優 先 順 位 を 決 定 す る 手 段 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 第 １ 、 第 ２ の 優 先 順 位 に 基 づ い て 各 端 末 に つ い て ハ ン ド
オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の
基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 を 抽 出 し 、
　 前 記 端 末 の Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を
算 出 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間
と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ
れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
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　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 ／ 未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と 伝 送 速 度 閾 値 と の 差 に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ
の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー
バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周
波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 に 基 づ い て 該 端 末 に 伝 送 品 質 を 一 定 以 上 に 保 持 す る た め
に 必 要 と な る 所 要 送 信 電 力 を 算 出 す る 所 要 送 信 電 力 算 出 部 、
　 実 際 の 送 信 電 力 と 所 要 送 信 電 力 と に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ
ー バ が 必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制
御 部 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 ／ 未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 各 端 末 に つ い て 算 出 し た 伝 送 速 度 を 用 い て 基 地 局 全 体 の 伝 送 速 度 を 算 出 す る 基 地 局 伝 送
速 度 算 出 部 、
　 基 地 局 全 体 の 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 基 地 局 伝 送 速 度 と か ら 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要
性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が あ れ ば 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所
要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 ど の 端 末 を ハ ン ド オ ー バ す る か を 選 定
し 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 、
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　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
隣 接 す る 基 地 局 装 置 の 基 地 局 伝 送 速 度 を 比 較 し 、 差 が 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 基 地 局 伝
送 速 度 が 大 き い 基 地 局 装 置 配 下 の 端 末 を 前 記 隣 接 基 地 局 装 置 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を
行 う 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 ／ 未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 基 地 局 に お け る 端 末 の 収 容 数 を 算 出 す る 端 末 収 容 数 算 出 部 、
　 基 地 局 の 端 末 収 容 数 の 閾 値 で あ る 端 末 収 容 数 閾 値 と 前 記 算 出 し た 端 末 収 容 数 と か ら 、 ハ
ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が あ れ ば 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品
質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 ど の 端 末 を ハ ン ド オ
ー バ す る か を 選 定 し 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制
御 部 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
隣 接 す る 基 地 局 装 置 の 端 末 収 容 数 を 比 較 し 、 差 が 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は 、 端 末 収 容 数 が
多 い 基 地 局 装 置 配 下 の 端 末 を 前 記 隣 接 基 地 局 装 置 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 基 地 局 装 置 お よ び 移 動 通 信 シ ス テ ム に か か わ り 、 特 に 、 伝 送 速 度 の 低 下 な ど を
原 因 と す る 呼 損 や 品 質 劣 化 の 対 策 と し て 、 あ る 端 末 ま た は あ る サ ー ビ ス に 対 し て 所 要 伝 送
速 度 を 満 た せ な く な っ た り 、 満 た せ て も 余 裕 が 無 か っ た り す る 場 合 、 そ の 端 末 が 移 動 す る
こ と な く 同 じ 位 置 （ 場 所 ） で 使 用 さ れ て い る 別 な 周 波 数 へ と ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ っ
て 、 呼 損 等 の 問 題 を 解 決 す る 基 地 局 装 置 お よ び 移 動 通 信 シ ス テ ム に 関 す る
【 背 景 技 術 】
　 以 下 で は 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム を 例 と し て 説 明 す る こ と に す る が 、 断 り の な い 限 り 移
動 通 信 シ ス テ ム に お い て 実 施 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 移 動 通 信 全 般 に 対 し て 適 用
さ れ る も の で あ り 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に 対 し て の み 適 用 さ れ る も の で は な い 。
　 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム に お い て 、 図 ４ ８ に 示 す よ う な セ ル ラ 構 成 の サ ー ビ ス エ リ ア （ 六
角 形 エ リ ア ） が 形 成 さ れ 、 中 心 に 無 線 基 地 局 が 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の サ ー ビ ス エ リ ア は １
つ 又 は 複 数 の セ ク タ で 構 成 さ れ て い る 。 図 ４ ８ で は ３ セ ク タ 構 成 を 示 し て い る 。 以 後 、 無
線 基 地 局 を 単 に 基 地 局 ま た は Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と 呼 ぶ 。
　 ま た 、 そ れ ぞ れ の セ ク タ に 対 し て 、 複 数 の 周 波 数 （ 搬 送 波 ） が 割 り 当 て ら れ て い る 。 図
４ ９ に １ つ の セ ク タ に 周 波 数 が 二 つ 割 り 当 て ら れ て い る 場 合 を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 基
地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ １ の 周 波 数 を ｆ １ と し 、 そ の サ ー ビ ス エ リ ア を 実 線 で 示 し て い る 。 基 地
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局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ の 周 波 数 を ｆ ２ と し 、 そ の サ ー ビ ス エ リ ア を 点 線 で 示 し て い る 。 図 示 の
都 合 上 、 実 線 と 点 線 は ず ら し て 描 写 し て い る が 、 重 な っ て い て も 良 い 。 な お 、 図 ４ ９ で は
１ 周 波 数 に １ つ の 基 地 局 す な わ ち １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と し て 示 し て い る が 、 図 ５ ０ に 示 す よ う
に ２ 周 波 数 で １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と し て も よ い 。 本 明 細 書 で は 、 基 本 的 に は １ 周 波 数 当 り １ 送
受 信 機 Ｔ Ｒ Ｘ を 配 設 す る も の と し て 示 す 。 従 っ て 、 １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に １ 送 受 信 機 （ １ 周 波
数 ） が 設 け ら れ る 場 合 （ 図 ４ ９ ） と １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 複 数 送 受 信 機 Ｔ Ｒ Ｘ １ ， Ｔ Ｒ Ｘ ２ が
設 け ら れ る 場 合 （ 図 ５ ０ ） の 両 者 が あ る 。
　 な お 、 通 常 、 端 末 は Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム 用 い ら れ る 周 波 数 全 て に 対 し て 、 送 受 信 が 可
能 で あ る 。
　 ・ ハ ン ド オ ー バ に つ い て
　 図 ５ １ に 示 す よ う に 、 端 末 Ｕ Ｅ １ が 基 地 局 Ｂ Ｔ Ｓ １ の セ ル Ｃ Ｌ １ か ら 基 地 局 Ｂ Ｔ Ｓ ２ の
セ ル Ｃ Ｌ ２ に 移 動 す る こ と に よ っ て 接 続 先 基 地 局 を 変 え る 動 作 を 総 称 し て ハ ン ド オ ー バ と
言 う 。 移 動 に よ る ハ ン ド オ ー バ は 周 知 で 、 そ の 方 法 に よ っ て 、 ソ フ ト ハ ン ド オ ー バ 、 ハ ー
ド ハ ン ド オ ー バ 、 異 周 波 数 ハ ン ド オ ー バ 、 セ ル チ ェ ン ジ な ど に 分 け ら れ る が 、 以 降 ハ ン ド
オ ー バ と 略 す 。
　 ま た 、 従 来 の ３ Ｇ Ｐ Ｐ リ リ ー ス ９ ９ 及 び Ｐ Ｄ Ｃ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　
Ｃ ｅ ｌ ｌ ｕ ｌ ａ ｒ ） な ど の シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ は 、 基 地 局 の 上 位 で あ る 無 線 ネ
ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 （ Ｒ Ｎ Ｃ ： Ｒ ａ ｄ ｉ ｏ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ ｌ ｅ ｒ ） が
主 導 す る こ と に よ っ て 、 実 施 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｎ Ｃ は 端 末 の 移 動 を 管 理 し 、 セ ル
間 、 セ ク タ 間 、 異 周 波 数 間 及 び 異 シ ス テ ム 間 の ハ ン ド オ ー バ を 制 御 し て い る 。 具 体 的 な 制
御 と し て は 、 ハ ン ド オ ー バ 先 基 地 局 の 指 定 、 ハ ン ド オ ー バ 先 基 地 局 へ 無 線 リ ン ク の 設 定 の
指 示 、 端 末 Ｕ Ｅ に 対 し て 無 線 リ ン ク の 張 り 直 し の 指 示 な ど で あ る 。 な お こ の 際 、 基 地 局 （
Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ） は 、 Ｒ Ｎ Ｃ の 指 示 に 従 い 処 理 を 実 行 す る 。 ま た 、 通 常 の ハ ン ド オ ー バ は 、
端 末 の 移 動 に 伴 っ て 行 わ れ る 。
　 ・ Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ 　 Ｄ ｏ ｗ ｎ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ｐ ａ ｃ ｋ ｅ ｔ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ
ｓ ）
　 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ な ど の 移 動 通 信 で は 、 パ ケ ッ ト を 用 い て デ ー タ 通 信 が 行 わ れ て い る 。 Ｗ －
Ｃ Ｄ Ｍ Ａ で は 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ （ ３ ｒ ｄ 　 Ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 Ｐ ａ ｒ ｔ ｎ ｅ ｒ ｓ ｈ ｉ ｐ 　 Ｐ
ｒ ｏ ｊ ｅ ｃ ｔ ） に お い て 仕 様 の 検 討 が 行 わ れ て お り 、 こ こ で 決 め ら れ た プ ロ ト コ ル を 用 い
て 、 無 線 基 地 局 及 び 端 末 （ 携 帯 電 話 な ど ） 間 で パ ケ ッ ト 通 信 が 行 わ れ て い る 。
　 現 在 、 ３ Ｇ Ｐ Ｐ に お い て 、 さ ら な る 高 速 パ ケ ッ ト 通 信 を 行 う た め に Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ （ Ｈ ｉ ｇ
ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ 　 Ｄ ｏ ｗ ｎ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ｐ ａ ｃ ｋ ｅ ｔ 　 Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ） 方 式 の 検 討 が 行 わ れ
て い る 。 こ れ は 、 下 り （ 基 地 局 か ら 端 末 へ の 通 信 ） に お け る パ ケ ッ ト 通 信 を 、 ２ Ｍ ｂ ｐ ｓ
（ 現 状 で は ２ Ｍ ｂ ｐ ｓ ） と 言 っ た 高 速 な も の と す る た め の 技 術 で あ る 。 Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ は 、 前
述 の よ う に ３ Ｇ Ｐ Ｐ の 仕 様 で あ る リ リ ー ス ５ で の 規 格 化 を 実 施 す る べ く 検 討 が 行 わ れ て い
る 。 従 来 の 仕 様 で あ る ３ Ｇ Ｐ Ｐ リ リ ー ス ９ ９ と 比 較 し 、 そ の 無 線 チ ャ ネ ル 構 成 、 再 送 制 御
及 び ス ケ ジ ュ ー ラ の 導 入 が Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ 大 き な 変 更 点 で あ る 。 以 下 、 簡 単 に 無 線 チ ャ ネ ル の
構 成 を 説 明 し 、 本 発 明 の 直 接 関 係 す る ス ケ ジ ュ ー ラ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ５ ２ は Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ シ ス テ ム の 構 成 概 略 図 で あ る 。 ３ Ｇ Ｐ Ｐ で の 無 線 ア ク セ ス 系 は 、 Ｒ
Ｎ Ｃ （ 無 線 制 御 装 置 ） １ と Ｎ ｏ ｄ ｅ Ｂ （ 基 地 局 ） ２ 、 Ｕ Ｅ （ Ｕ ｓ ｅ ｒ 　 Ｅ ｑ ｕ ｉ ｐ ｍ ｅ ｎ
ｔ ： 端 末 ） ３ か ら 構 成 さ れ て お り 、 Ｒ Ｎ Ｃ は Ｃ Ｎ （ Ｃ ｏ ｒ ｅ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ） ４ に 接 続
さ れ る 。
　 Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ で は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ の 伝 送 チ ャ ネ ル Ｃ Ｈ と し て 、 ▲ １ ▼ 有 線 下 り 区 間 に お
い て Ｈ Ｓ － Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ － Ｄ ｏ ｗ ｎ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ｓ ｈ ａ ｒ ｅ ｄ 　 Ｃ ｈ ａ
ｎ ｎ ｅ ｌ ） 、 ▲ ２ ▼ 無 線 下 り 区 間 に お い て Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ － Ｐ
ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｄ ｏ ｗ ｎ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ｓ ｈ ａ ｒ ｅ ｄ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） を 使 用 す る 。 す な
わ ち 、 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ と Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ は 下 り 専 用 の チ ャ ネ ル で 、 複 数 の Ｕ Ｅ で 共 有 さ
れ 、 タ ー ボ 符 号 な ど に よ っ て 符 号 化 さ れ た パ ケ ッ ト を 伝 送 す る 。
　 ま た 、 無 線 下 り 区 間 に お い て 、 高 速 制 御 チ ャ ネ ル と し て ▲ ３ ▼ Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ （ Ｈ ｉ ｇ
ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ 　 Ｓ ｈ ａ ｒ ｅ ｄ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） が 設 定 さ れ 、 複 数 の
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Ｕ Ｅ ３ が Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る た め の 制 御 情 報 が 伝 送 さ れ る 。
制 御 情 報 に は 、 ユ ー ザ 識 別 子 （ Ｕ Ｅ Ｉ Ｄ ： Ｕ ｓ ｅ ｒ 　 Ｅ ｑ ｕ ｉ ｐ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ
ｆ ｉ ｅ ｒ ） 、 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の デ ー タ を 受 信 す る た め の 各 種 パ ラ メ タ （ 無 線 拡 散 コ ー ド
、 変 調 方 式 、 デ ー タ 長 情 報 な ど ） が あ る 。 Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ は 複 数 の Ｕ Ｅ ３ で 共 有 さ れ る 。
　 更 に 、 無 線 上 り 区 間 に お い て ▲ ４ ▼ Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ （ Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｓ ｐ ｅ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｄ
ｉ ｃ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ｏ ｌ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） が ユ ー ザ 毎 に 設 定
さ れ る 。 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ は 個 別 チ ャ ネ ル で あ り 、 各 端 末 か ら 基 地 局 に 対 し て 、 受 信 状 況
（ 誤 り 無 く パ ケ ッ ト を 受 信 で き た か で き な い か ） や 受 信 状 態 （ 簡 単 な 例 と し て は Ｃ ／ Ｉ ）
を 元 に 受 信 可 能 な ビ ッ ト 数 な ど を 示 す 値 を 伝 送 す る チ ャ ネ ル で あ る 。 前 者 の 受 信 状 況 を 示
す 通 知 を Ａ Ｃ Ｋ （ 受 信 確 認 通 知 ） 、 Ｎ Ａ Ｃ Ｋ （ 受 信 失 敗 通 知 ） と 呼 び 、 後 者 の 受 信 状 態 を
示 す 情 報 を Ｃ Ｑ Ｉ （ Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ 　 Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 Ｉ ｎ ｄ ｉ ｃ ａ ｔ ｏ ｒ ） と 呼 ぶ 。
　 以 上 に 加 え て 、 ▲ ５ ▼ Ｄ Ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｄ Ｐ Ｃ Ｈ （ Ｄ ｏ ｗ ｎ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ａ
ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） と ▲ ６
▼ Ｕ Ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｄ Ｐ Ｃ Ｈ （ Ｕ ｐ ｌ ｉ ｎ ｋ 　 Ａ ｓ ｓ ｏ ｃ ｉ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ
ｄ ｉ ｃ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） が あ る 。 こ の チ ャ ネ ル は 各 端 末 と
基 地 局 の 個 別 に 張 ら れ た 無 線 チ ャ ネ ル で あ り 、 従 来 の リ リ ー ス ９ ９ か ら 用 い ら れ て い る Ｄ
Ｐ Ｃ Ｈ （ Ｄ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｔ ｅ ｄ 　 Ｐ ｈ ｙ ｓ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ ） の う ち 、 特 に Ｈ Ｓ －
Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ に 付 随 し て 用 い ら れ る チ ャ ネ ル で あ る 。 以 後 、 Ｄ Ｌ 　 Ａ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｈ と Ｕ Ｌ 　 Ａ
－ Ｄ Ｐ Ｃ Ｈ と 略 す 。
　 ・ Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ と 再 送 制 御 に つ い て
　 Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ で は 、 Ｎ ｏ ｄ ｅ Ｂ 　 ２ と Ｕ Ｅ ３ の 間 で デ ー タ の 再 送 制 御 を 行 っ て お り 、 Ｕ Ｅ
３ は 、 受 信 デ ー タ に 対 す る Ａ Ｃ Ｋ （ 受 信 確 認 通 知 ） や Ｎ Ａ Ｃ Ｋ （ 受 信 失 敗 通 知 ） を 、 Ｈ Ｓ
－ Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 使 用 し て 、 Ｎ ｏ ｄ ｅ Ｂ 　 ２ に 通 知 す る 。
　 再 送 制 御 の 流 れ を 図 ５ ３ に 示 し 、 端 末 Ｕ Ｅ の 構 成 を 図 ５ ４ に 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ の 構
成 を 図 ５ ５ に 示 す 。
　 端 末 Ｕ Ｅ ３ に お い て 、 前 述 の Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ に よ っ て 伝 送 さ れ た パ ケ ッ ト を 無 線 部 ３
ａ で 受 信 し 、 復 調 部 ３ ｂ で 復 調 、 復 号 後 、 再 送 制 御 部 ３ ｃ で Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク し て パ ケ ッ ト
の 受 信 状 況 （ 例 え ば 誤 り な し に 受 信 で き た か 、 で き な い か ） を 確 認 す る 。 こ こ で 、 例 え ば
誤 り が な い と 判 明 し た 場 合 は 、 前 述 の Ｕ Ｌ 　 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 用 い て 変 調 部 ３ ｄ 、 無 線
部 ３ ｅ を 介 し て Ａ Ｃ Ｋ を 送 信 す る こ と に よ り 新 規 の 送 信 を 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 対 し て 要
求 す る 。 一 方 、 Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク の 結 果 、 誤 り が あ る と 判 明 し た 場 合 、 Ｕ Ｌ 　 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ
Ｃ Ｈ を 用 い て Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 送 信 す る こ と に よ り 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 対 し て 再 送 要 求 を 行 う
。 こ の と き 、 例 え ば 誤 り な く 受 信 で き る ま で 再 送 を 行 う 。
　 一 方 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ で は 、 無 線 部 ２ ａ で Ｕ Ｌ 　 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 受 信 し 、 復 調
部 ２ ｂ に お い て 復 調 、 復 号 す る 。 そ の 後 、 Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ 抽 出 部 ２ ｃ に お い て Ａ Ｃ Ｋ ／
Ｎ Ａ Ｃ Ｋ 信 号 を 抽 出 し 、 再 送 制 御 部 ２ ｄ は 再 送 制 御 を 行 う 。 す な わ ち 、 再 送 制 御 部 ２ ｄ は
Ａ Ｃ Ｋ の 場 合 、 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ に 保 存 さ れ て い る 送 信 成 功 の パ ケ ッ ト を 削 除 し 、 Ｎ Ａ Ｃ
Ｋ の 場 合 、 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ に 保 存 さ れ て い る 送 信 不 成 功 の パ ケ ッ ト を 、 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ
Ｈ を 用 い て 変 調 部 ２ ｆ 、 無 線 部 ２ ｇ を 介 し て 再 度 送 信 す る 。 こ れ ら の 再 送 制 御 は 次 に 述 べ
る ス ケ ジ ュ ー ラ 部 で 行 わ れ る 。
　 な お 、 端 末 Ｕ Ｅ に お け る 受 信 状 態 に よ っ て 、 受 信 デ ー タ に 誤 り が あ る か な い か で 、 Ａ Ｃ
Ｋ を 返 送 す る か 、 Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 返 送 す る か が 変 わ る わ け で あ る が 、 そ の 原 因 と し て は 、 Ｃ ／
Ｉ 、 Ｓ ／ Ｎ の 状 態 及 び 端 末 の 移 動 速 度 に 依 存 す る 部 分 が 大 き い 。 Ｃ ／ Ｉ は Ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ
／ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ で Ｓ ／ Ｎ や Ｓ Ｉ Ｒ （ Ｓ ｉ ｇ ｎ ａ ｌ ／ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ
ｅ ） な ど に 相 当 す る も の で 、 Ｃ は 信 号 電 力 を 表 し 、 Ｉ は 対 干 渉 電 力 を 表 し 、 干 渉 の 大 き さ
の 指 標 で あ る 。 Ｃ ／ Ｉ が 小 さ く な る す な わ ち 干 渉 が 大 き く な る ほ ど 、 受 信 状 態 が 劣 化 し て
い る こ と を 表 す 。
　 ・ ス ケ ジ ュ ー ラ に つ い て
　 ３ Ｇ Ｐ Ｐ の リ リ ー ス ５ よ り 導 入 さ れ た Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ に お い て 、 前 述 の 無 線 チ ャ ネ ル と パ ケ
ッ ト 伝 送 の 順 番 を 決 定 す る ス ケ ジ ュ ー ラ 機 能 が 新 た に 加 え ら れ た 。 ス ケ ジ ュ ー ラ の 説 明 を
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行 う た め に 、 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ つ い て 、 更 に 説 明 を 加 え る 。 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ は 、 従 来 か
ら あ る Ｄ Ｐ Ｃ Ｈ と は 異 な り 、 通 信 相 手 で あ る 端 末 に 対 し て 個 別 に 設 け ら れ 無 線 チ ャ ネ ル で
は な い 。 す な わ ち 、 例 え ば １ つ の Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ を 時 分 割 し １ つ ま た は 複 数 の 端 末 で 共
有 （ Ｓ ｈ ａ ｒ ｅ ） し て 使 用 す る も の で あ る 。
　 図 ５ ６ （ Ａ ） ～ 図 ５ ６ （ Ｄ ） は Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で の パ ケ ッ ト デ ー タ の 受 信 メ カ ニ ズ
ム 説 明 図 で あ る 。
　 Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ 上 で は 、 図 ５ ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｔ Ｉ （ Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｍ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ
　 Ｔ ｉ ｍ ｅ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｖ ａ ｌ ＝ ２ ｍ ｓ ） と 呼 ば れ る 送 信 周 期 が 設 定 さ れ て お り 、 送 信 す
べ き 制 御 情 報 が 存 在 す る 場 合 の み 、 該 制 御 情 報 が Ｔ Ｔ Ｉ に 合 わ せ て 送 信 さ れ 、 複 数 の Ｕ Ｅ
（ Ｕ Ｅ ＃ ０ ， ＃ １ の ２ つ と す る ） に よ り 受 信 さ れ る 。 Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ で 伝 送 さ れ る デ ー タ
に は 、 ユ ー ザ 識 別 子 （ Ｕ Ｅ Ｉ Ｄ ： Ｕ ｓ ｅ ｒ 　 Ｅ ｑ ｕ ｉ ｐ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｉ ｄ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｅ ｒ
） と Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ の デ ー タ を 受 信 す る た め の 各 種 パ ラ メ タ （ 無 線 拡 散 コ ー ド 、 変 調 方
式 、 デ ー タ 長 情 報 な ど ） が あ る 。
　 Ｕ Ｅ は 全 て の Ｔ Ｔ Ｉ で Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ デ ー タ を 受 信 す る 。 例 え ば 、 図 ５ ６ （ Ｂ ） の ｓ ｌ
ｏ ｔ ＃ １ で は 、 Ｕ Ｅ ＃ ０ と Ｕ Ｅ ＃ １ が 同 時 に Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ デ ー タ を 受 信 す る 。 こ こ で 、
各 Ｕ Ｅ は デ ー タ 内 の Ｕ Ｅ Ｉ Ｄ を 参 照 し 、 自 Ｉ Ｄ と 比 較 す る 。 こ の 場 合 、 ｓ ｌ ｏ ｔ ＃ １ に お
け る Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ デ ー タ の Ｕ Ｅ Ｉ Ｄ は 、 「 Ｕ Ｅ ＃ １ 」 と な っ て い る た め 、 Ｕ Ｅ ＃ ０ は 、
受 信 Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ デ ー タ を 破 棄 し 、 一 方 、 Ｕ Ｅ ＃ １ は 受 信 Ｈ Ｓ － Ｓ Ｃ Ｃ Ｈ デ ー タ 内 の 制
御 デ ー タ を 取 り 込 む 。 そ の 後 、 Ｕ Ｅ ＃ １ は 制 御 デ ー タ 部 分 か ら Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 受 信 用 パ
ラ メ タ を 抽 出 し 、 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る （ 図 ５ ６ （ Ｃ ） 、 （ Ｄ
） ） 。
　 Ｕ Ｅ ＃ １ は デ ー タ を 受 信 し た の ち デ ー タ 内 に 含 ま れ て い る 「 順 序 番 号 」 を 参 照 し 、 デ ー
タ の 欠 落 が な か っ た か ど う か を 確 認 す る 。 デ ー タ 欠 落 な く 全 て の デ ー タ を 誤 り な く （ Ｃ Ｒ
Ｃ エ ラ ー な く ） 受 信 で き た 場 合 に は 、 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 使 用 し て Ｎ ｏ ｄ ｅ Ｂ に Ａ Ｃ Ｋ を
通 知 す る 。 ま た 、 デ ー タ の 欠 落 が あ っ た 場 合 に は 、 あ る い は Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク エ ラ ー が 発 生
し た 場 合 に は 、 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 使 用 し て Ｎ ｏ ｄ ｅ Ｂ に Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 通 知 す る 。 ｓ ｌ ｏ ｔ
＃ ２ ～ ５ ， ｓ ｌ ｏ ｔ ＃ ７ ～ ８ に つ い て も 同 様 で あ り 、 Ｕ Ｅ ＃ １ は ｓ ｌ ｏ ｔ ＃ １ ， ４ の Ｈ Ｓ
－ Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ を 介 し て パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 し 、 Ｕ Ｅ ＃ ０ は ｓ ｌ ｏ ｔ ＃ ２ ～ ３ ， ５ ， ７ ～
８ の Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ を 介 し て パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る 。
　 ど の ス ロ ッ ト に ど の 端 末 を 割 り 当 て て パ ケ ッ ト を 送 信 す る か の ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 及 び 再
送 制 御 を 行 う の が ス ケ ジ ュ ー ラ で あ る 。 図 ５ ７ は ス ケ ジ ュ ー ラ を 含 む 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ
の 構 成 図 で あ り 、 ２ ｈ は ス ケ ジ ュ ー ラ 、 ２ ｉ は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 、 ２ ｊ は 受 信 デ ー タ よ
り 端 末 の 受 信 状 態 情 報 で あ る Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 を 抽 出 す る Ｃ Ｑ Ｉ 抽 出 部 で あ る で あ る 。
　 以 下 に ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ の 動 作 に つ い て 、 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ は 、
端 末 よ り 報 告 さ れ る Ｃ Ｑ Ｉ や 伝 送 す る デ ー タ の 通 信 サ ー ビ ス 内 容 （ 品 質 サ ー ビ ス Ｑ ｏ Ｓ ）
に よ っ て 、 各 端 末 向 け の デ ー タ 伝 送 の 順 番 を 決 定 し 、 そ の 順 番 で 送 信 す る も の で あ る 。 順
番 決 定 の 具 体 例 を 以 下 に 挙 げ る 。 な お 、 以 下 は 、 代 表 的 な 方 法 で あ り 、 こ の 方 法 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
　 ▲ １ ▼ Ｃ ／ Ｉ 法
　 Ｃ ／ Ｉ を 基 に 、 Ｃ ／ Ｉ の 良 い も の か ら 順 に 送 信 を 行 う 。 Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ の 場 合 は Ｃ Ｑ Ｉ 値 の
高 い も の を Ｃ ／ Ｉ が 良 い と す る 。 Ｃ ／ Ｉ が 悪 い 端 末 は 、 送 信 す る 機 会 が 与 え ら れ な い 可 能
性 が あ る 。
　 ▲ ２ ▼ Ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ 　 Ｒ ｏ ｂ ｉ ｎ 法
　 端 末 の 受 信 状 態 に 関 わ ら ず 、 均 等 に 送 信 を 行 う 方 法 。
　 ▲ ３ ▼ Ｐ ｒ ｏ ｐ ｏ ｒ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｆ ａ ｉ ｒ ｎ ｅ ｓ ｓ 法
　 送 信 時 間 を 均 等 と し 、 Ｃ ／ Ｉ の 良 い も の か ら 順 に 送 信 を 行 う 方 法 。
　 ま た 、 上 述 の 方 法 に 加 え 後 述 の ト ラ ヒ ッ ク ク ラ ス （ Ｓ ｔ ｒ ｅ ａ ｍ ｉ ｎ ｇ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ，
Ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ， Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ， Ｂ
ａ ｃ ｋ ｇ ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ） に 対 す る 重 み 付 け を 行 う こ と も 考 え ら れ る 。 こ れ ら ト
ラ ヒ ッ ク ク ラ ス を 称 し て Ｑ ｏ Ｓ （ Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 ｏ ｆ 　 ｓ ｅ ｒ ｖ ｉ ｃ ｅ ） と 呼 ぶ 。 Ｑ ｏ
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Ｓ に は 、 最 高 速 度 （ ｂ ｉ ｔ ／ ｓ ｅ ｃ ） や 最 低 速 度 （ ｂ ｉ ｔ ／ ｓ ｅ ｃ ） な ど が パ ラ メ ー タ と
し て 規 定 さ れ る 。 特 に 、 Ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｃ ｌ ａ ｓ ｓ や Ｓ ｔ ｒ ｅ ａ ｍ ｉ ｎ
ｇ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ で は 、 そ の 用 途 か ら 即 時 性 が 求 め ら れ て お り 、 最 低 速 度 の 規 定 が 厳 し い 。
こ の 最 低 速 度 が 守 れ な い 場 合 に は 、 サ ー ビ ス を 行 わ な か っ た り 、 中 止 し た り 、 伝 送 し た デ
ー タ の 品 質 が 保 た れ な か っ た り し て し ま う 。 分 か り や す い 例 と し て は 、 動 画 伝 送 時 に 画 像
が コ マ 送 り に な っ て し ま っ た り 、 音 声 や 画 像 が 途 切 れ て し ま っ た り と い っ た 状 態 と な っ て
し ま う 。
　 ▲ １ ▼ Ｃ ｏ ｎ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ： 双 方 向 で 低 遅 延 品 質 が 要 求 さ れ る
ク ラ ス （ 例 ： 音 声 ）
　 ▲ ２ ▼ Ｓ ｔ ｒ ｅ ａ ｍ ｉ ｎ ｇ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ： 片 方 向 で 低 遅 延 な ス ト リ ー ミ ン グ サ ー ビ ス が
要 求 さ れ る ク ラ ス （ 例 ： リ ア ル タ イ ム 動 画 像 配 信 ）
　 ▲ ３ ▼ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ： 一 定 時 間 内 で の 応 答 及 び 低 誤 り 率 が 要 求
さ れ る ク ラ ス （ 例 ： Ｗ Ｅ Ｂ 閲 覧 、 サ ー バ ー ア ク セ ス ）
　 ▲ ４ ▼ Ｂ ａ ｃ ｋ ｇ ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ 　 ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ： バ ッ ク グ ラ ン ド で 行 う よ う な ベ ス ト エ フ ォ
ー ト ク ラ ス （ 例 ： Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ や ｆ ｔ ｐ な ど ）
　 ・ 従 来 の 問 題 点
　 端 末 の 置 か れ た 伝 搬 環 境 や 移 動 速 度 に よ っ て は 、 伝 送 す る サ ー ビ ス Ｑ ｏ Ｓ の 最 低 速 度 の
規 定 を 守 る こ と が で き ず 、 通 信 途 中 で 呼 損 と な っ て し ま っ た り 、 品 質 が 劣 化 し て し ま っ た
り す る 問 題 点 が あ る 。 具 体 的 な 例 を 用 い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 あ る 端 末 Ｕ Ｅ ２ が 、 即 時 性 の 要 求 さ れ る サ ー ビ ス （ 動 画 像 伝 送 ） を 受 信 し て い る と し 、
ス ル ー プ ッ ト が ２ Ｍ ｂ ｙ ｔ ｅ ／ ｓ ｅ ｃ 必 要 だ っ た と す る 。 し か し な が ら 、 伝 搬 環 境 が 悪 か
っ た り 、 干 渉 波 が 強 か っ た り （ す な わ ち Ｃ ／ Ｉ が 劣 化 し て い た り ） す る た め 、 再 送 を 繰 り
返 す 必 要 が あ り 、 実 際 の ス ル ー プ ッ ト （ 伝 送 速 度 ） は １ Ｍ ｂ ｙ ｔ ｅ ／ ｓ ｅ ｃ と な っ て し ま
っ た と す る 。 こ の 時 、 動 画 像 の コ マ が 落 ち 、 人 な ど の 動 作 が ぎ こ ち な く な っ た り 、 動 画 像
が 静 止 し た ま ま と な っ た り な ど の 問 題 が 生 じ て し ま う 。 場 合 に よ っ て は 、 動 画 像 品 質 が 保
た れ な い た め 、 サ ー ビ ス を 停 止 し な け れ ば な ら な く な る な ど の 問 題 が 生 じ る 。
　 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る 従 来 技 術 と し て 移 動 端 末 の 通 信 速 度 （ ス ル ー プ ッ ト ） を 測 定
し て ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か の 判 断 を す る 従 来 技 術 （ 特 許 文 献 １ ） は あ る が 、 余 裕 の 少 な
い 端 末 か ら 、 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の は な い 。
　 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る 従 来 技 術 と し て 受 信 レ ベ ル に 基 づ い て 、 余 裕 の 少 な い 端 末 か
ら ハ ン ド オ ー バ す る 従 来 技 術 （ 特 許 文 献 ２ ） は あ る が 、 移 動 端 末 の 通 信 速 度 （ ス ル ー プ ッ
ト ） あ る い は 遅 延 時 間 或 い は 送 信 電 力 な ど に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か の 判 断 を し
、 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の で は な い 。
　 異 な る 周 波 数 で ハ ン ド オ ー バ す る 従 来 技 術 （ 特 許 文 献 ３ ） は あ る が 、 呼 損 や 品 質 劣 化 を
生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 を 移 動 端 末 の 通 信 速 度 （ ス ル ー プ ッ ト ） あ る い は 遅 延 時 間 或 い は
送 信 電 力 な ど に 基 づ い て 検 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の で は な い 。
　 以 上 か ら 本 発 明 の 目 的 は 、 呼 損 や 品 質 劣 化 を 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 を 検 出 し 、 該 端 末
を 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と に よ り 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る こ と
で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － ２ ７ ４ ５ ２ ４ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ２ ４ ０ ９ ５ ９ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６ ４ ２ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
　 本 発 明 の 基 地 局 装 置 は 、 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 し 、 該 受 信 状 態 に 基 づ い て 、 呼 損 や 品 質
劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 し 、 該
端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 。
　 具 体 的 に は 、 基 地 局 装 置 は 、 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、 復 調 さ れ た
デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 を 抽 出 し 、 前 記 端 末 の Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 に 基 づ い て
該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信
時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 Ｑ ｏ Ｓ に よ
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り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ
が 必 要 で あ る か 判 断 し 、 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン
ド オ ー バ さ せ る 。
　 又 、 別 の 例 で は 、 基 地 局 装 置 は 、 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、 復 調 さ
れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 を 抽 出 し 、 前 記 端 末 の Ｃ Ｑ Ｉ 情 報 に 基 づ
い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の
送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を 算 出 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 Ｑ
ｏ Ｓ に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い
て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異
な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 。
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 あ る 端 末 ま た は あ る サ ー ビ ス に 対 し て 所 要 伝 送 速 度 を
満 た せ な く な っ た り 、 満 た せ て も 余 裕 が 無 か っ た り す る 場 合 は 、 そ の 端 末 が 移 動 す る こ と
な く 同 じ 位 置 （ 場 所 ） で 使 用 さ れ て い る 別 な 周 波 数 へ と ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ っ て 、
呼 損 等 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 図 １ は サ ー ビ ス 毎 に ス ル ー プ ッ ト （ 伝 送 速 度 ） を 算 出 し 、 該 ス ル ー プ ッ ト に 基 づ い て ハ
ン ド オ ー バ を 行 う 第 １ 実 施 例 の 構 成 図 あ る 。
　 図 ２ は 第 １ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
　 図 ３ は 第 １ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ４ は 第 １ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ５ は 第 １ 実 施 例 の 第 ３ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ６ は 第 １ 実 施 例 の 第 ４ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ７ は 第 １ 実 施 例 の 第 ５ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ８ は 第 １ 実 施 例 の 第 ６ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
　 図 ９ は 第 １ 実 施 例 の 一 般 形 式 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 １ ０ は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 を ス ケ ジ ュ ー ラ に 組 み 込 ん だ 場 合 の 第 １ 実 施 例 の 構 成 図 で
あ る 。
　 図 １ １ は １ つ の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に ２ つ の 搬 送 波 （ 周 波 数 ｆ １ ， ｆ ２ ） を 割 り 当 て た 場 合 の
構 成 図 で あ る 。
　 図 １ ２ は 第 ２ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 １ ３ は 第 ２ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
　 図 １ ４ は 第 ２ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 １ ５ は 第 ２ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 １ ６ は 第 ２ 実 施 例 の 第 ３ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 １ ７ は 第 ３ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 １ ８ は 第 ３ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
　 図 １ ９ は 第 ３ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ ０ は 第 ３ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ １ は 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ２ ２ は 第 ４ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
　 図 ２ ３ は 第 ４ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ ４ は 第 ４ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ ５ は 変 形 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ２ ６ は 基 地 局 の 第 １ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ ７ は 基 地 局 の 第 ２ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ２ ８ は 第 ５ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ２ ９ は 基 地 局 の 第 １ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ３ ０ は 基 地 局 の 第 ２ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ３ １ は 第 ６ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ３ ２ は 基 地 局 の 第 １ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
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　 図 ３ ３ は 基 地 局 の 第 ２ の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ３ ４ は 第 ７ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ３ ５ は 第 ７ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
　 図 ３ ６ は 基 地 局 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ３ ７ は 基 地 局 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ３ ８ は 第 ８ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ３ ９ は 第 ８ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ４ ０ は 第 ８ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ４ １ は 第 ９ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ４ ２ は 第 ９ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ４ ３ は 第 ９ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ４ ４ は 第 １ ０ 実 施 例 の 第 １ の イ メ ー ジ 図 で あ る 。
　 図 ４ ５ は 第 １ ０ 実 施 例 の 第 ２ の イ メ ー ジ 図 で あ る 。
　 図 ４ ６ は 第 １ ０ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル で あ る 。
　 図 ４ ７ は 第 １ ０ 実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 図 ４ ８ は セ ル ラ 構 成 の サ ー ビ ス エ リ ア 説 明 図 で あ る 。
　 図 ４ ９ は １ つ の セ ク タ に 周 波 数 が 二 つ 割 り 当 て ら れ て い る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 ５ ０ は ２ 周 波 数 で １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と す る 構 成 説 明 図 で あ る 。
　 図 ５ １ は ハ ン ド オ ー バ 説 明 図 で あ る 。
　 図 ５ ２ は Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ シ ス テ ム の 構 成 概 略 図 で あ る 。
　 図 ５ ３ は 再 送 制 御 の 流 れ 説 明 図 で あ る 。
　 図 ５ ４ は 端 末 Ｕ Ｅ の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ５ ５ は 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ の 構 成 図 で あ る 。
　 図 ５ ６ は Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ 上 で の パ ケ ッ ト デ ー タ の 受 信 メ カ ニ ズ ム 説 明 図 で あ る 。
　 図 ５ ７ は ス ケ ジ ュ ー ラ を 含 む 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ の 構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 （ Ａ ） 第 １ 実 施 例
　 図 １ は サ ー ビ ス 毎 に ス ル ー プ ッ ト （ 伝 送 速 度 ） を 算 出 し 、 該 ス ル ー プ ッ ト に 基 づ い て ハ
ン ド オ ー バ を 行 う 第 １ 実 施 例 の 構 成 図 で あ り 、 図 ２ に プ ロ ト コ ル 例 を 、 図 ３ ～ 図 ８ に 処 理
フ ロ ー 例 を 示 す 。 図 ３ は 図 ２ の プ ロ ト コ ル に お け る 処 理 Ｐ １ の 処 理 フ ロ ー 、 図 ４ は 処 理 Ｐ
２ の 処 理 フ ロ ー 、 図 ５ は 処 理 Ｐ ３ の 処 理 フ ロ ー 、 図 ６ 、 図 ７ は 処 理 Ｐ ４ の 処 理 フ ロ ー 、 図
８ は 処 理 Ｐ ５ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 １ に お い て 、 図 ５ ７ で 説 明 し た 従 来 例 と 同 一 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と 端 末 Ｕ Ｅ １ ～ Ｕ Ｅ ｎ （ 図 示 せ ず ） と の 間 で 通 信 を 行 う と し 、 Ｗ －
Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の Ｈ Ｓ Ｄ Ｐ Ａ で 実 施 し た 場 合 を 例 と し て 以 下 に 説 明 す る 。
　 ま ず 、 端 末 Ｕ Ｅ ｋ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル Ｃ Ｐ Ｉ Ｃ Ｈ を 受 信 す る こ
と に よ り Ｃ ／ Ｉ あ る い は Ｓ Ｉ Ｒ を 測 定 ま た は 算 出 す る （ ス テ ッ プ １ ０ １ ） 。 こ の 結 果 を 基
に 、 端 末 Ｕ Ｅ ｋ の 受 信 状 態 （ ま た は 伝 搬 環 境 ） を 推 定 し 、 Ｃ Ｑ Ｉ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ １
０ ２ ） 。 Ｃ Ｑ Ｉ は 、 例 え ば 、 Ｃ ／ Ｉ と Ｃ Ｑ Ｉ の 対 応 テ ー ブ ル を 用 意 し 、 該 テ ー ブ ル よ り 求
め る 。 つ い で 、 Ｃ Ｑ Ｉ を 符 号 化 及 び 変 調 し 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 対 し て 、 図 ２ に 示 す よ
う に Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ に 載 せ て 返 送 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 。
　 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に お い て 、 無 線 受 信 部 （ 図 示 せ ず ） は Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 受 信 し 、
復 調 部 ２ ｂ は 受 信 信 号 を 復 調 及 び 復 号 し 、 Ｃ Ｑ Ｉ 抽 出 部 ２ ｊ は 復 号 デ ー タ よ り Ｃ Ｑ Ｉ 情 報
を 抽 出 す る （ 図 ４ 、 ス テ ッ プ １ ５ １ ） 。 こ の 場 合 、 端 末 個 別 の 拡 散 コ ー ド を 用 い る こ と に
よ っ て 、 情 報 が ど の 端 末 か ら の も の で あ る か 識 別 が 可 能 で あ る 。
　 ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ の 送 信 Ｕ Ｅ 選 択 部 １ １ は 、 各 端 末 よ り 報 告 さ れ る Ｃ Ｑ Ｉ や 伝 送 デ ー タ
の 通 信 サ ー ビ ス 内 容 （ 品 質 サ ー ビ ス Ｑ ｏ Ｓ ） に 基 づ い て 各 端 末 向 け の デ ー タ 伝 送 順 を 決 定
し て 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ １ ５ ２ ） 。
　 次 に 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部 １ ２ は Ｃ Ｑ Ｉ を 基 に 送 信 デ ー タ の ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク
サ イ ズ （ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ ： Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｐ ｏ ｒ ｔ 　 ｂ ｌ ｏ ｃ ｋ 　 Ｓ ｉ ｚ ｅ ） を 算 出 し （
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ス テ ッ プ １ ５ ３ ） 、 着 目 端 末 番 号 と 送 信 ビ ッ ト 数 （ ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｔ ｒ Ｂ
ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ ） を 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ に 入 力 す る 。
　 ま た 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部 １ ２ は 送 信 相 手 で あ る 端 末 番 号 （ Ｕ Ｅ 番 号 ） 、 ト ラ ン ス ポ
ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ （ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ ） 、 送 信 し た 時 間 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質
Ｑ ｏ Ｓ （ 又 は ト ラ ヒ ッ ク ク ラ ス ） を ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ に 知 ら せ て お く （ ス テ ッ プ １
５ ４ ） 。 ス ル ー プ ッ ト は 伝 送 速 度 と ほ ぼ 同 義 で あ る こ と か ら 、 以 後 伝 送 速 度 を ス ル ー プ ッ
ト と 略 す 。
　 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ は 送 信 順 番 の 端 末 の ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ に 応 じ た デ ー タ を
変 調 部 ２ ｆ に 入 力 し 、 変 調 部 ２ ｆ は こ れ を 符 号 化 し 変 調 し て 端 末 に Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ （ 図
２ 参 照 ） を 用 い て 送 信 す る （ ス テ ッ プ １ ５ ５ ） 。
　 Ｈ Ｓ － Ｐ Ｄ Ｓ Ｃ Ｈ を 受 信 し た 端 末 Ｕ Ｅ ｋ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 受 信 し た デ ー タ に 誤 り が
あ る か な い か を Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク に よ り 判 定 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ １ ～ ２ ０ ３ ） 。 誤 り が あ る
場 合 に は 、 未 達 と し 、 Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 用 い て Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 返 送 す
る （ 図 ２ 参 照 、 ス テ ッ プ ２ ０ ４ ） 。 誤 り が 無 い 場 合 に は 、 同 様 に Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 用 い
て Ａ Ｃ Ｋ を 返 送 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ５ ） 。
　 端 末 Ｕ Ｅ ｋ か ら の Ｈ Ｓ － Ｄ Ｐ Ｃ Ｃ Ｈ を 受 信 し た 基 地 局 に お い て 、 復 調 部 ２ ｂ は 受 信 信 号
を 復 調 、 復 号 し 、 Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ 抽 出 部 ２ ｃ は 復 調 デ ー タ よ り Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 抽 出
し 、 受 信 時 間 を 記 録 し て ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ２ ５ １ ～ ２ ５ ３ ）
。 Ｎ Ａ Ｃ Ｋ で あ れ ば 、 ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ は 再 送 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ ２ ５ ４ ） 。 Ａ Ｃ Ｋ で
あ れ ば 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ は 、 品 質 サ ー ビ ス Ｑ ｏ Ｓ を 確 認 す る と 共 に （ ス テ ッ プ ２
５ ５ ） 、 送 信 時 に 保 持 し た ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ と 送 信 時 間
ｔ ｓ 及 び 受 信 時 間 ｔ ｒ よ り 品 質 サ ー ビ ス Ｑ ｏ Ｓ 毎 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ を 次 式
　
に よ り 算 出 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ２ ５ ６ ） 。
　 又 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ は 、 Ｑ ｏ Ｓ に 応 じ た 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ を 求 め て ハ
ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ２ ５ ７ ） 。 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ の 算 出
法 は 、 Ｑ ｏ Ｓ と 所 要 ス ル ー プ ッ ト の 対 応 テ ー ブ ル を 用 意 し て お き 、 該 対 応 テ ー ブ ル よ り 所
要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ を 求 め る 。
　 ま た 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 １ ４ は 上 位 よ り 予 め 設 定 さ れ て い る Ｑ ｏ Ｓ に 応 じ た ス ル
ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ２ ５ ８ ） 。 こ の
ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ は 実 際 の ス ル ー プ ッ ト と 所 望 ス ル ー プ ッ ト の 差 で あ る ス ル ー
プ ッ ト 余 裕 の 閾 値 で あ る 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 Ｔ ｋ ｓ と 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ の 差 Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ
を 算 出 し 、 該 差 （ Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ ） と ス ル ー プ ッ ト 余 裕 の 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ と を 比 較 す る
（ ス テ ッ プ ２ ５ ９ ） 。
　 Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ ＜ Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ で あ れ ば 、 着 目 端 末 を ハ ン ド オ ー バ 候 補 と し 、 δ ｋ ＝ Ｔ
ｋ ｓ ｔ ｈ － （ Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ ） を 計 算 し て 記 憶 す る （ ス テ ッ プ ２ ６ ０ ） 。 一 方 、 Ｔ ｋ ｓ
－ Ｔ ｋ ｄ ｓ ≧ Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ で あ れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 候 補 と せ ず 何 も し な い 。
　 以 後 、 上 記 処 理 を 、 接 続 中 の 全 て の 端 末 Ｕ Ｅ （ Ｕ Ｅ １ ～ Ｕ Ｅ ｎ ） に 対 し て 行 い （ ス テ ッ
プ ２ ６ １ ） 、 図 ７ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 最 も 閾 値 に 対 し て 余 裕 の な い 端 末 Ｕ Ｅ ｍ を 選 定 す
る 。 な お 、 端 末 に 複 数 の サ ー ビ ス を 行 う こ と も 可 能 で あ る た め 、 一 端 末 に 対 し て Ｑ ｏ Ｓ 毎
に ス ル ー プ ッ ト を 算 出 し 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト と の 差 や 余 裕 を 判 断 す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 図 ７ で は 、 δ ｍ ａ ｘ ＝ ０ と 初 期 化 し （ ス テ ッ プ ２ ７ １ ） 、 つ い で 、 ｉ ＝ ０ と し た 後 、 ｉ
を 歩 進 し （ ス テ ッ プ ２ ７ ２ ， ２ ７ ３ ） 、 ｉ が ハ ン ド オ ー バ 候 補 数 ｎ よ り 大 き く な っ た か チ
ェ ッ ク し （ ス テ ッ プ ２ ７ ４ ） 、 ｉ ≦ ｎ で あ れ ば 第 ｉ 候 補 の δ ｉ と δ ｍ ａ ｘ の 大 小 を 比 較 し
（ ス テ ッ プ ２ ７ ５ ） 、 δ ｉ ≦ δ ｍ ａ ｘ で あ れ ば ス テ ッ プ ２ ７ ３ に 戻 り 以 降 の 処 理 を 繰 返 し
、 δ ｉ ＞ δ ｍ ａ ｘ で あ れ ば 、 δ ｍ ａ ｘ ＝ δ ｉ と す る と 共 に Ｕ Ｅ ｍ ＝ 第 ｉ 候 補 と し （ ス テ ッ
プ ２ ７ ６ ） 、 ス テ ッ プ ２ ７ ３ に 戻 り 以 降 の 処 理 を 繰 返 す 。
　 一 方 、 ス テ ッ プ ２ ７ ４ で ｉ ＞ ｎ と な れ ば 、 保 存 さ れ て い る 第 ｉ 候 補 を 最 も 閾 値 に 対 し て
余 裕 の な い 端 末 Ｕ Ｅ ｍ と し て 選 択 し （ ス テ ッ プ ２ ７ ７ ） 、 該 端 末 Ｕ Ｅ ｍ を 無 線 ネ ッ ト ワ ー
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ク 制 御 装 置 Ｒ Ｎ Ｃ に 送 信 す る と 共 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る （ ス テ ッ プ ２ ７ ８ ） 。
　 Ｒ Ｎ Ｃ の ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 は 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ か ら 要 求 の あ っ た 端 末 Ｕ Ｅ ｍ に 対
し て 従 来 の 周 知 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。 こ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 と は 、 図 ８ に 示 す よ う
に 、 現 基 地 局 と 異 な る 搬 送 周 波 数 を 有 す る ハ ン ド オ ー バ 先 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ の 選 定 （ ス テ ッ
プ ３ ０ １ ） 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ と Ｕ Ｅ 間 の 無 線 リ ン ク の 設 定 （ ス テ ッ プ ３
０ ２ ） 、 ハ ン ド オ ー バ の 実 施 （ ス テ ッ プ ３ ０ ３ ） 及 び 元 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ １ と Ｕ Ｅ 間 の 無 線
リ ン ク の 解 除 （ ス テ ッ プ ３ ０ ４ ） な ど で あ る 。
　 以 上 の 第 １ 実 施 例 に 基 づ い て 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ り 、 以
下 の 効 果 が あ る 。
　 端 末 Ｕ Ｅ ｍ は 、 良 い 伝 送 環 境 に 移 れ た 場 合 、 た と え ば 動 画 像 伝 送 に お け る 画 像 の 欠 落 な
ど の 障 害 な く 通 信 が 可 能 と な る 。
　 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ は 、 通 信 に よ る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 地 局 間
や 周 波 数 間 の 処 理 負 荷 の 平 準 化 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 新 た な ユ ー ザ に 対 し て サ ー ビ
ス が 可 能 と な る 。
　 通 信 シ ス テ ム （ 事 業 者 ） は 、 サ ー ビ ス （ Ｑ ｏ Ｓ ） に 対 し て 、 通 信 速 度 の 保 証 が 容 易 と な
る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ に 対 し て 高 品 質 を ア ピ ー ル で き る 。
　 な お 、 第 １ 実 施 例 で は 、 測 定 ま た は 算 出 し た Ｃ ／ Ｉ を 元 に Ｃ Ｑ Ｉ を 算 出 し 、 基 地 局 に 返
送 し て い る が 、 Ｃ Ｑ Ｉ を 用 い ず Ｃ ／ Ｉ を 返 送 し て も 良 い し 、 Ｓ ／ Ｎ を 返 送 し て も よ い 。 ま
た 、 こ の Ｃ Ｑ Ｉ を も と に 基 地 局 に お い て 、 ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ
ｚ ｅ を 決 定 し て い る が 、 Ｃ Ｑ Ｉ を 用 い ず 上 位 （ Ｒ Ｎ Ｃ ） で 指 定 し た Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ を
用 い て 送 信 し て も よ い 。
　 ま た 、 デ ー タ の 到 達 ／ 未 達 を Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 用 い て 返 送 し て い る が 、 ス ル ー プ ッ ト
の 計 算 が 可 能 で あ れ ば 、 Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ を 用 い な く て も 良 い 。
　 ま た 、 ス ル ー プ ッ ト の 余 裕 を 判 断 せ ず 、 単 に 所 要 ス ル ー プ ッ ト に 対 し て 満 た し て い る か
満 た し て い な い か 、 す な わ ち 、 Ｔ ｋ ｓ ＜ Ｔ ｋ ｄ ｓ の 場 合 、 ハ ン ド オ ー バ を 行 う こ と も 可 能
で あ る 。 た だ し 、 こ の 場 合 に は 呼 損 と な っ て 通 信 が 終 了 し て し ま う 可 能 性 も あ る 。
　 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ は 、 上 位 か ら 与 え ら れ る と し て も 良 い し 、 基 地 局 で 決 め て
も よ い 。 ま た 、 サ ー ビ ス 毎 に 可 変 し て も 良 い し 、 伝 送 環 境 等 を 元 に ダ イ ナ ミ ッ ク に 可 変 し
て も よ い 。
　 更 に 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト は 、 あ る デ ー タ が 伝 送 さ れ る た め に 許 容 で き る 時 間 を 示 し て い
る た め 、 最 大 許 容 遅 延 量 と 等 価 で あ る 。
　 本 実 施 例 に お け る ス ル ー プ ッ ト の 余 裕 の 閾 値 と の 比 較 を Ｒ Ｎ Ｃ で 行 う な ど 、 Ｒ Ｎ Ｃ と 基
地 局 の 処 理 の 分 担 を 変 え る こ と も 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 Ｒ Ｎ Ｃ で は な く 、 さ ら に 上 位 の 装 置 で 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 上 位
で あ る Ｒ Ｎ Ｃ に お い て 、 ハ ン ド オ ー バ を 制 御 管 理 す る こ と に よ っ て 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の 周
波 数 の 選 択 が 容 易 と な る 。
　 ま た 、 従 来 方 法 に 従 っ て 送 信 相 手 の 端 末 を 選 択 す る 送 信 Ｕ Ｅ 選 択 部 １ １ を 狭 義 ス ケ ジ ュ
ー ラ と し 、 再 送 制 御 や ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ の 決 定 な ど の 機
能 部 を 含 め て ス ケ ジ ュ ー ラ 部 ２ ｈ と 呼 ぶ こ と と す る 。
　 図 ９ は 第 １ 実 施 例 の 一 般 形 式 の 構 成 図 で あ り 、 図 １ の Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ 抽 出 部 ２ ｃ は 再
送 制 御 情 報 抽 出 部 ２ ｃ ′ に 、 Ｃ Ｑ Ｉ 抽 出 部 ２ ｊ は 品 質 情 報 抽 出 部 ２ ｊ ′ に 、 ブ ロ ッ ク サ イ
ズ 設 定 部 １ ２ は 送 信 ビ ッ ト 数 設 定 部 １ ２ ′ に 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ は 伝 送 速 度 算 出 部
１ ３ ′ に 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 １ ４ は 伝 送 速 度 閾 値 発 生 部 １ ４ ′ に 変 更 さ れ て い る 。
　 図 １ の 第 １ 実 施 例 で は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ を ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ に 入 れ て い な い が 、
図 １ ０ に 示 す よ う に ス ケ ジ ュ ー ラ 部 ２ ｈ に 組 み 込 む こ と も で き る 。 又 、 第 １ 実 施 例 は １ 搬
送 波 に 対 し て １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ と し た 場 合 、 す な わ ち 、 １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に １ 搬 送 波 を 割 り 当
て た 場 合 を 示 し て い る が 、 １ Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 複 数 搬 送 波 を 割 り 当 て る こ と も で き る 。 図 １
１ は １ つ の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に ２ つ の 搬 送 波 （ 周 波 数 ｆ １ ， ｆ ２ ） を 割 り 当 て た 場 合 の 構 成 図
で あ り 、 そ れ ぞ れ の 搬 送 波 に つ い て 送 受 信 機 （ 送 受 信 系 及 び ス ケ ジ ュ ー ラ 、 ハ ン ド オ ー バ
制 御 部 ） を 設 け た 構 成 に な っ て お り 、 あ た か も 、 １ 搬 送 波 が 割 り 当 て ら れ た Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ
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が ２ 台 存 在 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 Ｒ Ｎ Ｃ に お い て ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 １ ａ は 図
８ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 （ Ｂ ） 第 ２ 実 施 例
　 第 １ 実 施 例 で は 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ で ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 っ て 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要
性 、 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 の 決 定 を 行 っ て 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ
ー バ 要 求 し た が 、 こ れ ら 処 理 を す べ て Ｒ Ｎ Ｃ に 持 た せ る こ と が で き る 。
　 図 １ ２ は 第 ２ 実 施 例 の 構 成 図 で あ り 、 図 １ ３ は 第 ２ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 １ ４ ～ 図
１ ６ は 処 理 フ ロ ー で あ り 、 第 １ 実 施 例 と 異 な る 部 分 の み 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ ３ の プ ロ ト
コ ル に お い て 、 処 理 Ｐ １ ～ Ｐ ３ は 第 １ 実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 Ｐ ４ １ ， Ｐ ５ １ は 第 １ 実
施 例 と 異 な る 。 図 １ ４ は 処 理 Ｐ ４ １ の 処 理 フ ロ ー 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ は 処 理 Ｐ ５ １ の 処 理 フ
ロ ー で あ る 。
　 第 ２ 実 施 例 で は 、 サ ー ビ ス 品 質 Ｑ ｏ Ｓ に 対 す る 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ 、 実 際 の Ｕ Ｅ
毎 か つ Ｑ ｏ Ｓ 毎 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ 及 び ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ を す べ て 上 位 で あ
る Ｒ Ｎ Ｃ で 一 元 管 理 し 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 の 有 無 判 定 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 あ る セ ク タ
で 使 用 さ れ て い る 周 波 数 に 対 し て 、 そ の 使 用 状 況 や 実 際 の ス ル ー プ ッ ト を 考 慮 し て 、 ハ ン
ド オ ー バ の 必 要 の 有 無 や ハ ン ド オ ー バ 先 の 周 波 数 の 選 択 が 容 易 と な る 。 ま た 、 従 来 の シ ス
テ ム と の 親 和 性 も 高 い 。
　 以 下 に 、 第 １ 実 施 例 と 異 な る 動 作 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 周 波 数 ｆ １ を 搬 送 波 と す る 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ １ に お い て 、 あ る 端 末 Ｕ Ｅ ｋ に 対 す る
実 際 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ ， 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ を 算 出 す る ま で の 処 理 は 、 実 施 例
１ と 同 様 で あ る （ 図 １ ４ の ス テ ッ プ ２ ５ １ ～ ２ ５ ６ ） 。
　 次 に 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ １ の ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ 及 び ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部
１ ４ は 、 そ れ ぞ れ ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｄ ｓ 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ
ｋ ｓ ｔ ｈ を Ｒ Ｎ Ｃ に 報 告 す る （ ス テ ッ プ ２ ６ ５ ） 。 こ の 際 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ は Ｕ
Ｅ 番 号 （ こ の 場 合 は ｋ ） 、 Ｑ ｏ Ｓ （ ま た は ト ラ ヒ ッ ク ク ラ ス ） も Ｒ Ｎ Ｃ に 報 告 す る 。
　 Ｒ Ｎ Ｃ の ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 １ ａ は 図 １ ５ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行
う 。 す な わ ち 、 ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 １ ａ は 上 記 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト
Ｔ ｋ ｄ ｓ 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ２ ５ ０ ａ ～ ２ ５ ０ ｃ ） 、
第 １ 実 施 例 と 同 様 （ 図 ６ の 処 理 フ ロ ー 参 照 ） に 、 最 も 余 裕 の な い ま た は 、 所 要 ス ル ー プ ッ
ト を 満 た し て い な い 端 末 Ｕ Ｅ ｍ を 選 択 す る （ ス テ ッ プ ２ ５ ９ ～ ２ ６ １ ） 。
　 次 に 、 ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 １ ａ は 、 図 １ ６ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 先 （ た と
え ば ， 異 な る 周 波 数 ｆ ２ を 搬 送 波 と す る 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ ２ ） を 選 択 し 、 ハ ン ド オ ー
バ を 行 う 。 尚 、 ス テ ッ プ ３ ０ ０ は 図 ７ と 同 一 処 理 に よ り ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る ス テ
ッ プ 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ ～ ３ ０ ４ は 第 １ 実 施 例 の 図 ８ と 同 一 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 以 上 に よ り 、 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 更 に
、 ハ ン ド オ ー バ す る た め の 情 報 を 一 元 管 理 で き る こ と に よ り 、 Ｒ Ｎ Ｃ の 制 御 が 柔 軟 か つ 容
易 と な る 。
　 （ Ｃ ） 第 ３ 実 施 例
　 第 ３ 実 施 例 は 搬 送 周 波 数 毎 に 制 御 部 を 持 ち 、 基 地 局 内 だ け で ハ ン ド オ ー バ の 分 散 処 理 を
行 う 。
　 図 １ ７ は 第 ３ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 １ ８ は 第 ３ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 １ ９ ～ 図 ２ ０ は
処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 １ ８ の プ ロ ト コ ル に お い て 、 処 理 Ｐ １ ～ Ｐ ３ ， Ｐ ５ は 第 １ 実 施 例 と
同 じ で あ り 、 処 理 Ｐ ４ ２ は 第 １ 実 施 例 と 異 な る 。 図 １ ９ ， 図 ２ ０ は 処 理 Ｐ ４ ２ の 処 理 フ ロ
ー で あ る 。
　 第 １ 実 施 例 及 び 第 ２ 実 施 例 で は 、 上 位 （ 例 え ば Ｒ Ｎ Ｃ ） で ハ ン ド オ ー バ の 管 理 及 び 制 御
を 行 っ て い る が 、 第 ３ 実 施 例 で は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 間 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 基 地 局 同 士
又 は 基 地 局 内 の 送 受 信 機 同 士 で ハ ン ド オ ー バ の 制 御 及 び 管 理 を 行 う 。 す な わ ち 、 上 位 装 置
に よ る 一 元 制 御 で は な く 、 分 散 自 律 制 御 を 行 う 。
　 以 下 に 第 １ 実 施 例 と 異 な る 動 作 の み 説 明 す る 。 な お 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ 内 の 送 受 信 機
（ 周 波 数 ｆ １ ） ２ １ に 割 り 当 て て い る 端 末 を 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ 内 の 送 受 信 機 （ 周 波 数
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ｆ ２ ） ２ ２ に ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の と す る 。
　 送 受 信 機 ２ １ に お い て 、 最 も 閾 値 に 対 し て 余 裕 の な い 端 末 Ｕ Ｅ ｍ を 選 定 し 、 ハ ン ド オ ー
バ す る こ と を 決 定 す る と こ ろ ま で は 、 第 １ 実 施 例 １ と 同 様 で あ る （ 図 １ ９ の ス テ ッ プ ２ ５
１ ～ ２ ６ １ 、 図 ２ ０ の ス テ ッ プ ２ ６ ２ ） 。 ス テ ッ プ ２ ６ ２ は 図 ７ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ
ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 次 に 、 送 受 信 機 ２ １ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 ハ ン ド オ ー バ 対 象 と な る 端 末 Ｕ Ｅ ｍ
が 移 動 す る こ と な く 受 信 で き る 周 波 数 を 送 信 し て い る 基 地 局 ま た は 基 地 局 内 の 送 受 信 機 の
中 か ら ハ ン ド オ ー バ 先 を 選 定 す る （ 図 ２ ０ の ス テ ッ プ ２ ６ ３ ） 。 こ こ で は 仮 に Ｎ ｏ ｄ ｅ 　
Ｂ 内 の 送 受 信 機 ２ ２ と す る 。 つ い で 、 こ の 送 受 信 機 ２ ２ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 対 し
て 、 ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る （ ス テ ッ プ ２ ６ ４ ） 。
　 ハ ン ド オ ー バ を 要 求 さ れ た 送 受 信 機 ２ ２ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 端 末 Ｕ Ｅ ｍ に 対
し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 以 上 、 第 ３ 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 又 、 第 ３ 実
施 例 に よ れ ば 、 Ｒ Ｎ Ｃ を 介 す る こ と な く ハ ン ド オ ー バ を 行 う こ と が 可 能 な た め 、 上 位 と の
通 信 量 を 削 減 で き る 。 ま た 直 接 情 報 交 換 が 可 能 で あ る こ と か ら 、 ハ ン ド オ ー バ に 要 す る 時
間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 （ Ｄ ） 第 ４ 実 施 例
　 第 １ 実 施 例 ～ 第 ３ 実 施 例 に お い て は 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト と 実 際 の ス ル ー プ ッ ト の 差 に 閾
値 を 設 け 、 最 も 劣 化 し て い る 端 末 か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し た 。 第 ４ 実 施 例 で は 、 各 サ
ー ビ ス に 対 し て 設 定 さ れ て い る 最 大 遅 延 許 容 時 間 を 考 慮 し 最 も 遅 延 に 関 し て 厳 し い 端 末 を
選 択 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 ２ １ は 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ２ ２ は 第 ４ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 ２ ３ ～ 図 ２ ４ は
処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 ２ １ に お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 遅 延 時 間 算 出 部 ３
１ が ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ １ に 代 わ っ て 設 け ら れ て い る 点 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 ３ ２
が ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 １ ４ の 代 わ り に 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。 ま た 、 図 ２ ２ の プ ロ
ト コ ル に お い て 、 処 理 Ｐ １ ～ Ｐ ３ ， Ｐ ５ は 第 １ 実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 Ｐ ４ ３ は 第 １ 実
施 例 と 異 な る 。 図 ２ ３ 、 図 ２ ４ は 処 理 Ｐ ４ ３ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 １ 実 施 例 と 同 様 に あ る 端 末 Ｕ Ｅ ｋ が サ ー ビ ス ｑ １ （ Ｑ ｏ Ｓ ＝ ｑ １ ） を 受 信 し て い る と
し 、 そ の 最 大 許 容 遅 延 時 間 を ｔ ｑ １ ＿ ｍ ａ ｘ す る 。 な お 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 は 上 位 か ら 最
大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 ３ ２ に 設 定 さ れ る も の と す る 。 ま た 、 あ る デ ー タ が 、 端 末 に 正 し く
伝 送 さ れ る ま で に 要 し た 時 間 が 伝 送 遅 延 時 間 で あ り 、 こ れ を ｔ ｋ ， ｑ １ と す る 。 伝 送 遅 延
時 間 の 算 出 法 は 、 基 地 局 が 端 末 に デ ー タ を 送 信 し た 時 間 を ス ケ ジ ュ ー ラ 部 ２ ｈ の 遅 延 時 間
算 出 部 ３ １ で 記 憶 し て お く 。 遅 延 時 間 算 出 部 ３ １ は 端 末 よ り 返 さ れ た Ａ Ｃ Ｋ の 受 信 時 間 を
監 視 し 、 送 信 し た デ ー タ 量 （ ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ Ｔ ｒ Ｂ ｌ ｋ Ｓ ｉ ｚ ｅ ） と 前 述
の 送 信 時 間 ｔ ｓ 、 受 信 時 間 ｔ ｒ を 基 に 単 位 デ ー タ 量 当 り の 伝 送 遅 延 時 間 ｔ ｋ ， ｑ １ を 次 式
　
に よ り 算 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ 以 上 、 図 ２ ３ の ス テ ッ プ ス テ ッ プ ４
０ １ ～ ４ ０ ５ ） 。 つ い で 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 ３ ２ は 予 め 設 定 さ れ て い る 品 質 サ ー ビ
ス Ｑ ｏ Ｓ に 応 じ た 最 大 許 容 遅 延 時 間 ｔ ｑ １ ＿ ｍ ａ ｘ を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る
（ ス テ ッ プ ４ ０ ６ ） 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 に 対 す る 実 際 の 伝 送 遅 延 時 間 を 評 価 す る
た め 、 両 者 の 比 を 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 と し 、 次 式 を 用 い て 算 出 す る （ ス テ ッ プ ４ ０ ７ ） 。
　
　
　
こ こ で 、 δ ｋ ， ｑ １ は 、 大 き い ほ ど 最 大 許 容 遅 延 時 間 に 対 し て 余 裕 が あ る こ と を 示 し 、 小
さ い ほ ど 余 裕 が 無 い こ と を 示 す 。 あ る 一 定 期 間 に お け る 通 信 に お い て 、 全 端 末 の 全 て の サ
ー ビ ス に 対 し て 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 を 算 出 し （ ス テ ッ プ ４ ０ ８ ） 、 余 裕 が 最 も 小 さ い 値 と な
っ た 端 末 Ｕ Ｅ ｋ を 図 ２ ４ の 処 理 に よ り 求 め 、 該 端 末 Ｕ Ｅ ｋ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う よ う
Ｒ Ｎ Ｃ に 要 求 す る 。 Ｒ Ｎ Ｃ は 第 １ 実 施 例 と 同 一 の 制 御 に よ り 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る
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別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。
　 以 上 で は 、 最 も 伝 送 時 間 余 裕 が 小 さ い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し た が 、 伝 送 時 間
余 裕 の 大 き い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し て も よ い 。 こ れ は 、 余 裕 の 大 き い 端 末 が 移
動 す る こ と に よ り 、 そ れ ま で 余 裕 の 小 さ か っ た 端 末 の 余 裕 が 改 善 さ れ る 可 能 性 が あ る た め
に で あ る 。
　 以 上 、 第 ４ 実 施 例 に よ れ ば 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 ・ 変 形 例
　 第 １ 実 施 例 と 第 ４ 実 施 例 を 組 み 合 せ て 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 図
２ ５ は 変 形 例 の 構 成 図 、 図 ２ ６ 、 図 ２ ７ は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 基 地 局 は 図 ２ ６ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 第 １ 実 施 例 、 第 ４ 実 施 例 の 基 地 局 処 理 を 行
　
　
　
δ ｋ （ ＝ Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ － （ Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ ） ） を 算 出 し 、 保 存 す る 。
　 全 端 末 の 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 δ ｋ ， ｑ １ 及 び ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ ｋ が 求 ま れ ば 、 ハ ン ド オ
ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ ｋ を 参 照 し て 最 も 劣 化 し た 端 末 か ら 、 ハ ン ド オ ー
バ の 第 １ 優 先 順 位 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ４ ５ １ ） 。 又 、 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 δ ｋ ， ｑ １ を 参
照 し て 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 の 厳 し い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ 優 先 順 位 を 決 定 す る （ ス テ
ッ プ ４ ５ ２ ） 。
　 つ い で 、 こ れ ら ２ つ の 優 先 順 位 を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ
４ ５ ３ ） 。 例 え ば 、 第 １ 優 先 順 位 に 対 し て 点 数 を つ け る 。 具 体 的 に は 優 先 順 位 １ 位 は ２ ０
点 、 ２ 位 は １ ９ 点 、 優 先 順 位 Ｌ １ 位 に （ ２ ０ － Ｌ １ ＋ １ ） 点 と す る 。 同 様 に 、 最 大 遅 延 許
容 時 間 に 対 す る 第 ２ 優 先 順 位 １ 位 に ２ ０ 点 、 ２ 位 に １ ９ 点 、 優 先 順 位 Ｌ ２ 位 に （ ２ ０ － Ｌ
２ ＋ １ ） 点 と す る 。 こ こ で あ る Ｕ Ｅ の 閾 値 に 対 す る 順 位 が ｍ １ 位 で 、 最 大 遅 延 許 容 に 対 す
る 順 位 が ｍ ２ 位 と す る と し 、 両 者 の 点 数 を 乗 算 し 、 （ ２ ０ － ｍ １ ＋ １ ） × （ ２ ０ － ｍ ２ ＋
１ ） 点 と す る 。 こ の 処 理 を 全 て の 端 末 に 対 し て 行 い 、 最 も 点 数 の 高 い 端 末 を ハ ン ド オ ー バ
対 象 と す る 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り Ｒ
Ｎ Ｃ は 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し （ ス テ ッ プ
４ ５ ４ ） 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ
４ ５ ５ ） 。
　 な お 、 こ こ で は 閾 値 と 最 大 許 容 遅 延 時 間 と を 同 等 に 扱 っ た が 、 重 み 付 け を 行 っ て も 良 い
。 ま た 、 前 述 と 同 様 に 、 最 も 点 数 の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ 対 象 と し て も よ い 。
　 以 上 に よ り 、 変 形 例 に よ れ ば 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ Ｅ ） 第 ５ 実 施 例
　 第 ５ 実 施 例 は ス ル ー プ ッ ト の 閾 値 に 対 す る 余 裕 と プ ラ イ オ リ テ ィ を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー
バ 制 御 す る 実 施 例 で あ る 。
　 図 ２ ８ は 第 ５ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ２ ９ 、 図 ３ ０ は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 ２ ８ に
お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 プ ラ イ オ リ テ ィ 管 理 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 点
、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ が プ ラ イ オ リ テ ィ を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 す る 点 で あ る 。
　 プ ラ イ オ リ テ ィ （ 優 先 順 位 ） の 決 定 に は 以 下 の 要 素 が あ る 。 な お 本 実 施 例 で は 優 先 順 位
の 設 定 方 法 に つ い て は 、 特 に 問 わ な い こ と と す る 。
　 ・ 端 末 間 の プ ラ イ オ リ テ ィ
　 具 体 例 と し て は 、 企 業 に 導 入 さ れ て い る 内 線 電 話 に お い て 、 外 線 が つ な が り や す い 電 話
と つ な が り に く い 電 話 が あ る 場 合 で あ る 。 す な わ ち 、 端 末 毎 の 、 優 先 順 位 付 け で あ る 。 プ
ラ イ オ リ テ ィ は 、 上 位 か ら 与 え ら れ る 。
　 ・ サ ー ビ ス 間 （ Ｑ ｏ Ｓ 間 ） の プ ラ イ オ リ テ ィ
　 例 え ば 、 動 画 像 伝 送 は 即 時 性 が 求 め ら れ る た め 、 優 先 度 を 高 く し 、 ｆ ｔ ｐ な ど の 伝 送 時
間 を 気 に し な く て 良 い も の は 、 優 先 度 を 低 く す る な ど の 順 位 付 け が 考 え ら れ る 。 ま た 、 例
え ば 同 じ 動 画 像 伝 送 サ ー ビ ス に お い て も 、 そ の プ ラ イ オ リ テ ィ は 同 じ と は 限 ら な い 。 そ の
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内 容 に よ っ て 、 プ ラ イ オ リ テ ィ の 高 低 が 存 在 す る 。 プ ラ イ オ リ テ ィ の 設 定 は 上 位 か ら 設 定
さ れ る 。
　 ・ 端 末 に 伝 搬 環 境 に よ る プ ラ イ オ リ テ ィ
　 第 １ 実 施 例 で 述 べ た ス ケ ジ ュ ー ラ に 関 す る も の で あ り 、 端 末 の Ｓ ／ Ｉ な ど 伝 搬 環 境 の 良
い 悪 い で 、 そ の 順 位 付 け を 行 う も の で あ る 。
　 プ ラ イ オ リ テ ィ の 設 定 は 、 基 地 局 で 決 め て も 良 い し 、 上 位 が 決 め て も 良 い 。 図 で は 上 位
よ り プ ラ イ オ リ テ ィ 管 理 部 １ ５ に Ｑ ｏ Ｓ に 応 じ た 優 先 順 位 が 設 定 さ れ て い る 。
　 以 上 の よ う に 、 Ｑ ｏ Ｓ （ サ ー ビ ス ） に 対 す る 優 先 順 位 付 け が あ る た め 、 第 １ 実 施 例 の 様
に 単 純 に サ ー ビ ス 毎 の ス ル ー プ ッ ト を 基 に ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 Ｕ Ｅ を 選 択 す る と い う 方
法 は 必 ず し も よ い と は 限 ら な い 。 そ こ で 、 第 ５ 実 施 例 で は ス ル ー プ ッ ト の 閾 値 に 対 す る 余
裕 と プ ラ イ オ リ テ ィ を 考 慮 し 、 ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 選 定 す る 。
　 基 地 局 は 図 ２ ９ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 第 １ 実 施 例 の 基 地 局 処 理 を 行 っ て 各 端 末 Ｕ Ｅ ｋ の
ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ ｋ （ ＝ Ｔ ｋ ｓ ｔ ｈ － （ Ｔ ｋ ｓ － Ｔ ｋ ｄ ｓ ） ） を 算 出 す る と と 共 に 、 各
端 末 の プ ラ イ オ リ テ ィ Ｐ ｋ を 求 め 、 δ ｋ と Ｐ ｋ を 組 に し て 保 存 す る 。
　 全 端 末 の ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ ｋ 及 び プ ラ イ オ リ テ ィ Ｐ ｋ が 求 ま れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御
部 ２ ｉ は 図 ３ ０ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ ｋ を 参 照 し て 最 も 劣 化 し た 端
末 か ら 、 ハ ン ド オ ー バ の 第 １ 優 先 順 位 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ５ ０ １ ） 。 又 、 プ ラ イ オ リ テ
ィ Ｐ ｋ を 参 照 し て プ ラ イ オ リ テ ィ の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ 優 先 順 位 を 決 定 す る
（ ス テ ッ プ ５ ０ ２ ） 。
　 つ い で 、 こ れ ら ２ つ の 優 先 順 位 を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ
５ ０ ３ ） 。 例 え ば 優 先 順 位 に 対 し て 点 数 を つ け る 。 具 体 的 に は 優 先 順 位 １ 位 は ２ ０ 点 、 ２
位 は １ ９ 点 、 優 先 順 位 Ｌ １ 位 に （ ２ ０ － Ｌ １ ＋ １ ） 点 と す る 。 同 様 に 、 プ ラ イ オ リ テ ィ に
対 す る 優 先 順 位 １ 位 に ２ ０ 点 、 ２ 位 に １ ９ 点 、 優 先 順 位 Ｌ ２ 位 に （ ２ ０ － Ｌ ２ ＋ １ ） 点 と
す る 。 こ こ で あ る 端 末 Ｕ Ｅ の 閾 値 に 対 す る 順 位 が ｍ １ 位 で 、 プ ラ イ オ リ テ ィ に 対 す る 順 位
が ｍ ２ 位 と す る と し 、 両 者 の 点 数 を 乗 算 し 、 （ ２ ０ － ｍ １ ＋ １ ） × （ ２ ０ － ｍ ２ ＋ １ ） 点
と す る 。 こ の 処 理 を 全 て の 端 末 に 行 い 、 最 も 点 数 の 高 い 端 末 を ハ ン ド オ ー バ 対 象 と す る 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り Ｒ
Ｎ Ｃ は 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し （ ス テ ッ プ
５ ０ ４ ） 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ
５ ０ ５ ） 。
　 以 上 で は 閾 値 と 最 大 許 容 遅 延 時 間 と を 同 等 に 扱 っ た が 、 重 み 付 け を 行 っ て も 良 い 。 ま た
、 前 述 と 同 様 に 、 最 も 点 数 の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し て も よ い 。 更 に 、 プ ラ
イ オ リ テ ィ に よ る ハ ン ド オ ー バ の 優 先 順 位 付 け で あ る が 、 プ ラ イ オ リ テ ィ の 高 い も の か ら
順 位 付 け し て も よ い 。
　 以 上 に よ り 、 第 ５ 実 施 例 に よ れ ば 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ Ｆ ） 第 ６ 実 施 例
　 第 ６ 実 施 例 は 端 末 毎 の ス ル ー プ ッ ト を 元 に ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 ３ １ は 第 ６ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ３ ２ 、 図 ３ ３ は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 ３ １ に
お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 Ｑ ｏ ｓ 毎 の ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ に 代 え て 端
末 毎 の ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 ３ ３ が 設 け ら れ 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 １ ４ の 代 わ り に 所 要
ス ル ー プ ッ ト 発 生 部 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 点 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ が 端 末 毎 の ス ル ー
プ ッ ト を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 す る 点 で あ る 。
　 第 ６ 実 施 例 は 、 サ ー ビ ス 品 質 Ｑ ｏ Ｓ に 無 関 係 に 、 各 端 末 に 対 す る ス ル ー プ ッ ト を 算 出 し
、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 ３ ２ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 ３ ３ は 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 制 御 で 、
各 端 末 Ｕ Ｅ ｋ の サ ー ビ ス 品 質 Ｑ ｏ Ｓ を 意 識 す る こ と な く 端 末 毎 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ ２ を
測 定 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ １ ～ ６ ０ ５ ） 。 ま た 、 所 要 ス
ル ー プ ッ ト 発 生 部 ３ ４ は 各 端 末 の 所 要 ス ル ー プ ッ ト （ 規 定 の ス ル ー プ ッ ト ） Ｔ ｋ ｓ ２ ｔ ｈ
を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ６ ） 。
　 こ れ に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ２ ｉ は 、 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ ２ と 規 定 の ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ
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ｋ ｓ ２ ｔ ｈ を 用 い て 次 式
　
　
　
に よ り δ ｋ ２ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ７ ） 。 上 式 よ り 、 δ ｋ ２ が 大 き い ほ ど 規 定 の ス ル
ー プ ッ ト に 対 し て 余 裕 が あ り 、 小 さ い ほ ど 余 裕 が な い 。 同 様 に し て 基 地 局 に 接 続 し て い る
全 端 末 Ｕ Ｅ １ ～ Ｕ Ｅ ｍ に 対 し て δ １ ２ ～ δ ｍ ２ を 算 出 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ８ ） 。 な お こ の
と き 、 Ｔ ｋ ｓ ２ ｔ ｈ は 、 全 て の 端 末 に 対 し て 同 じ 値 と し て も 良 い し 、 異 な っ て い て も よ い
。
　 次 に 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 図 ３ ３ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 処 理 を 継 続 す る 。 す な
わ ち 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 上 述 の δ １ ２ ～ δ ｍ ２ の 最 小 値 を 選 択 し （ ス テ ッ プ ６ ５
１ ） 、 そ の 端 末 Ｕ Ｅ ｎ を 特 定 す る 。 す な わ ち 、 規 定 の ス ル ー プ ッ ト に 対 し て 最 も 余 裕 の な
い 端 末 Ｕ Ｅ ｋ を 選 択 し 優 先 的 に ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り Ｒ
Ｎ Ｃ は 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し （ ス テ ッ プ
６ ５ ２ ） 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ
６ ５ ３ ） 。
　 以 上 に よ り 、 第 ６ 実 施 例 に よ れ ば 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ Ｇ ） 第 ７ 実 施 例
　 第 ７ 実 施 例 は 必 要 送 信 電 力 を 用 い て ハ ン ド オ ー バ 制 御 す る 実 施 例 で あ る 。
　 図 ３ ４ は 第 ７ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ３ ５ は 第 ７ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 ３ ６ ～ 図 ３ ７ は
基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 ３ ４ に お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 ブ ロ ッ ク
サ イ ズ 設 定 部 １ ２ 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 １ ３ 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 １ ４ が 削 除 さ れ 、
代 わ っ て 送 信 電 力 算 出 部 ４ １ 、 所 要 送 信 電 力 算 出 部 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 点 、 Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ
Ａ Ｃ Ｋ 抽 出 部 ２ ｃ が 削 除 さ れ て い る 点 で あ る 。 ま た 、 図 ３ ５ の プ ロ ト コ ル に お い て 、 処 理
Ｐ １ ， Ｐ ５ は 第 １ 実 施 例 と 同 じ で あ る が 処 理 Ｐ ２ １ は 第 １ 実 施 例 と 異 な る 。 図 ３ ６ 、 図 ３
７ は 処 理 Ｐ ２ １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 １ 実 施 例 ～ 第 ３ 実 施 例 に お い て 、 Ｃ Ｑ Ｉ は あ る 端 末 に お け る 受 信 環 境 （ 伝 搬 環 境 ） を
示 し て い る と 説 明 し た 。 こ こ で Ｃ Ｑ Ｉ は 、 あ る 特 定 の 受 信 条 件 （ 例 え ば 、 変 調 方 式 、 拡 散
符 号 数 や 基 地 局 の 送 信 電 力 な ど ） に お け る 所 要 誤 り 率 を 満 た す 送 信 条 件 を 基 に 作 成 す る こ
と が で き る （ ３ Ｇ Ｐ Ｐ 仕 様 で は そ の よ う に な っ て い る ） 。
　 そ こ で 、 第 ７ 実 施 例 で は 、 基 地 局 の 送 信 電 力 に つ い て 制 御 を 行 う 。
　 上 述 の よ う に あ る 端 末 Ｕ Ｅ ｋ か ら 送 ら れ た Ｃ Ｑ Ｉ に お い て 、 そ の 端 末 Ｕ Ｅ ｋ に お け る 所
要 誤 り 率 を 得 る た め の 所 要 基 地 局 送 信 電 力 が 必 要 と な る 。 一 方 、 基 地 局 の 送 信 電 力 は 、 他
の 端 末 向 け へ の 送 信 電 力 も あ る た め 総 送 信 電 力 の 規 定 が あ る 。 つ ま り 、 ト ー タ ル の 送 信 電
力 を 各 端 末 向 け の 送 信 電 力 に 振 り 分 け を 行 っ て い る 。 以 上 の ２ 点 よ り 、 他 の 端 末 向 け の 送
信 電 力 と の 兼 ね 合 い か ら 、 あ る 端 末 の 所 要 受 信 誤 り 率 を 満 た す た め の 基 地 局 送 信 電 力 が 、
不 足 す る 可 能 性 が あ る 。 仮 に 不 足 し た 場 合 、 端 末 に お け る 受 信 で 誤 り が 生 じ 、 再 送 要 求 が
基 地 局 に 返 さ れ る か も し れ な い 。 最 悪 の 場 合 、 再 送 が 繰 り 返 さ れ 、 結 果 所 要 の ス ル ー プ ッ
ト を 満 た せ な く な る 可 能 性 が あ る 。
　 そ こ で 、 図 ３ ６ の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 所 要 送 信 電 力 算 出 部 ４ ２ は 、 端 末 Ｕ Ｅ ｋ の Ｃ Ｑ
Ｉ を 受 信 す れ ば 、 該 Ｃ Ｑ Ｉ 応 じ た 所 要 受 信 誤 り 率 を 満 た す た め の 基 地 局 送 信 電 力 Ｐ ｋ ， ｃ
ｑ ｉ を 算 出 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る 。 基 地 局 送 信 電 力 Ｐ ｋ ， ｃ ｑ ｉ は 、 Ｃ
Ｑ Ｉ と Ｐ ｋ ， ｃ ｑ ｉ の 対 応 テ ー ブ ル を 用 意 し て お く こ と に よ り 該 テ ー ブ ル を 用 い て 求 め る
こ と が で き る 。 ま た 、 送 信 電 力 算 出 部 ４ １ は ス ケ ジ ュ ー ラ ２ ｈ に よ っ て 他 の 端 末 へ 割 り 当
て ら れ た 送 信 電 力 と の 兼 ね 合 い か ら 端 末 Ｕ Ｅ ｋ に 対 す る 送 信 電 力 Ｐ ｋ ， ｓ を 算 出 し 、 ハ ン
ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ７ ０ １ ～ ７ ０ ４ ） 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 例 え ば 、 Ｐ ｋ ， ｃ ｑ ｉ と Ｐ ｋ ， ｓ の 差 を 所 要 電 力 差 δ ｋ ３
と し 次 式
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に よ り 求 め る （ ス テ ッ プ ７ ０ ５ ） 。 し か る 後 、 全 端 末 に 対 し て δ ｋ ３ を 計 算 し て 保 存 す る
（ ス テ ッ プ ７ ０ ６ ） 。
　 全 端 末 の δ ｋ ３ が 求 ま れ ば 、 以 後 、 図 ３ ７ の 処 理 フ ロ ー に よ り 、 最 大 の 所 要 電 力 差 と な
っ た 端 末 を ハ ン ド オ ー バ 端 末 と し て 選 択 し 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 Ｒ Ｎ Ｃ は
搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し 、 該 基 地 局 へ ハ ン
ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。 な お 、 δ ｋ ３ ＜ ０ と な っ た 端 末 全 て
に 対 し て ハ ン ド オ ー バ を 行 っ て も よ い 。
　 第 ７ 実 施 例 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 に よ り 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ Ｈ ） 第 ８ 実 施 例
　 図 ３ ８ は 第 ８ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ３ ９ 、 図 ４ ０ は 第 ８ 実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 ３
８ に お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 ５ １ 、 基 地 局 所
要 ス ル ー プ ッ ト 発 生 部 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。
　 第 ８ 実 施 例 で は 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 接 続 し て い る 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト が ス ル ー プ
ッ ト 閾 値 に 対 し て 充 分 な 余 裕 が あ り 、 各 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い 場 合 で
あ っ て も 、 基 地 局 全 体 の ス ル ー プ ッ ト が 基 地 局 の ス ル ー プ ッ ト 閾 値 に 対 し て 余 裕 が 無 い 場
合 に は ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し て ハ ン ド オ ー バ を さ せ る 。 な お 、 簡 単 の た め に 全 端 末 に
対 し て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い と し て 説 明 す る が 、 一 部 の 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ
制 御 の 必 要 が あ っ て も よ い 。
　 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ｋ に お い て 、 第 １ 実 施 例 の よ う に 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 ５ １ は
各 端 末 Ｕ Ｅ ｋ に お け る ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ｓ を 測 定 し 、 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト の 平 均 を 基 に
基 地 局 全 体 の ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ， Ｎ Ｂ （ 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト と い う ） を 算 出 し 、 ハ ン ド オ
ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ８ ０ １ ） 。 ま た 、 基 地 局 所 要 ス ル ー プ ッ ト 発 生 部 ５
２ は 基 地 局 の 所 要 ス ル ー プ ッ ト （ 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 ） Ｔ ｋ ， Ｎ Ｂ ｔ ｈ を ハ ン ド オ ー
バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ８ ０ ２ ） 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト と 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 が 入 力 さ れ
る と 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ｋ ， Ｎ Ｂ が 規 定 さ れ た 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Ｔ ｋ ， Ｎ Ｂ ｔ

ｈ を 満 た し て い る か 判 断 す る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 差 を 次 式
　
　
に よ り 求 め （ ス テ ッ プ ８ ０ ３ ） 、 δ ｋ ４ ＜ ０ で あ る か チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ プ ８ ０ ４ ） 。
　
　
あ れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 実 施 と 決 定 し （ ス テ ッ プ ス テ ッ プ ８ ０ ６ ） 、 第 １ 実 施 例 ～ 第 ７ 実 施
例 に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し （ ス テ ッ プ ８ ０ ７ ） 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求
す る （ ス テ ッ プ ８ ０ ８ ） 。 こ れ に よ り Ｒ Ｎ Ｃ は 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地
局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制
御 を 行 う 。
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 基 地 局 全 体 の ス ル ー プ ッ ト の 改 善 が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 別 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 法 と し て 、 同 じ エ リ ア を カ バ ー し 、 別 周 波 数 を 用 い て い る
２ つ の 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ３ と Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ４ を 考 え る 。 Ｒ Ｎ Ｃ は 図 ４ ０ の 処 理 フ ロ ー に
従 っ て 、 各 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト Ｔ ３ ， Ｎ Ｂ 、 Ｔ ４ ， Ｎ Ｂ を 受 信 し （ ス テ ッ プ ８ ５ １ ， ８ ５
２ ） 、 こ れ ら を 比 較 し （ ス テ ッ プ ８ ５ ３ ） 、 Ｔ ３ ， Ｎ Ｂ ＞ ＞ Ｔ ４ ， Ｎ Ｂ と な る よ う な 偏 り
が あ る 場 合 に は 、 換 言 す れ ば 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き い 時 は 、 一 方 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ
３ か ら 他 方 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ４ へ の ハ ン ド オ ー バ を 行 う （ ス テ ッ プ ８ ５ ４ ） 。 従 っ て 、 Ｔ ３

， Ｎ Ｂ ＜ ＜ Ｔ ４ ， Ｎ Ｂ の 場 合 に も Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ４ か ら Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ３ へ ハ ン ド オ ー バ を 行
う 。 ハ ン ド オ ー バ は 第 １ 実 施 例 ～ 第 ７ 実 施 例 で 示 し た よ う な 方 法 を 用 い て 行 う 。 し か し 、
ス テ ッ プ ８ ５ ３ に お い て 、 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き く な け れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御
を 実 施 し な い （ ス テ ッ プ ８ ５ ５ ） 。
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　 な お 、 Ｒ Ｎ Ｃ で 情 報 を 集 約 し Ｒ Ｎ Ｃ に お い て こ れ ら の 判 断 を 行 い 実 行 し て も 良 い し 、 基
地 局 同 士 で 情 報 を 交 換 し て 判 断 を 行 っ て 実 行 し て も よ い 。
　 以 上 の 制 御 に よ り 、 両 者 の 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト の 不 均 衡 を 是 正 す る こ と が 可 能 と な り 、
基 地 局 負 荷 の 不 均 衡 を 減 ら し 、 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 （ Ｉ ） 第 ９ 実 施 例
　 第 ９ 実 施 例 は １ 基 地 局 当 た り の 収 容 端 末 数 を 基 に ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か を 決 定 す る 実
施 例 で あ る 。 図 ４ １ は 第 ９ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 ４ ２ 、 図 ４ ３ は 第 ９ 実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で
あ る 。 図 ４ １ に お い て 、 図 １ の 第 １ 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 端 末 収 容 数 算 出 部 ６ １ 、 端 末 収
容 数 閾 値 発 生 部 ６ ２ が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。
　 第 ９ 実 施 例 で は 、 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に 接 続 し て い る 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト が ス ル ー プ
ッ ト 閾 値 に 対 し て 充 分 な 余 裕 が あ り 、 各 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い 場 合 で
あ っ て も 、 基 地 局 の 収 容 端 末 数 が 多 い 場 合 に は ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し て ハ ン ド オ ー バ
を さ せ る 。 な お 、 簡 単 の た め に 全 端 末 に 対 し て 第 １ 実 施 例 の ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い
と し て 説 明 す る が 、 一 部 の 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 の 必 要 が あ っ て も よ い 。
　 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ｋ に お い て 、 端 末 収 容 数 算 出 部 ６ １ は 端 末 収 容 数 Ｎ Ｕ Ｅ ， ｋ を 算 出
し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ プ ９ ０ １ ） 。 又 、 端 末 収 容 数 閾 値 発 生 部
６ ２ は 基 地 局 の 端 末 収 容 数 の 閾 値 Ｎ Ｕ Ｅ ｔ ｈ を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ
ッ プ ９ ０ ２ ） 。 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 端 末 収 容 数 Ｎ Ｕ Ｅ ， ｋ と 端 末 収 容 数 の 閾 値 Ｎ

Ｕ Ｅ ｔ ｈ が 入 力 さ れ る と 、 端 末 収 容 数 Ｎ Ｕ Ｅ ， ｋ が 規 定 さ れ た 端 末 収 容 数 の 閾 値 Ｎ Ｕ Ｅ ｔ

ｈ を 満 た し て い る か 判 断 す る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 差 を 次 式
　
　
に よ り 求 め （ ス テ ッ プ ９ ０ ３ ） 、 δ ｋ ５ ＞ ０ で あ る か チ ェ ッ ク す る （ ス テ ッ プ ９ ０ ４ ） 。
　
　
あ れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 実 施 と 決 定 し （ ス テ ッ プ ス テ ッ プ ９ ０ ６ ） 、 第 １ 実 施 例 ～ 第 ７ 実 施
例 に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し （ ス テ ッ プ ９ ０ ７ ） 、 Ｒ Ｎ Ｃ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求
す る （ ス テ ッ プ ９ ０ ８ ） 。 こ れ に よ り Ｒ Ｎ Ｃ は 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地
局 装 置 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ を 選 択 し 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制
御 を 行 う 。
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 基 地 局 に お け る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 別 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 法 と し て 、 同 じ エ リ ア を カ バ ー し 、 別 周 波 数 を 用 い て い る
２ つ の 基 地 局 Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ５ と Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ６ を 考 え る 。 Ｒ Ｎ Ｃ は 図 ４ ３ の 処 理 フ ロ ー に
従 っ て 、 各 基 地 局 収 容 数 Ｎ Ｕ Ｅ ， ５ 、 Ｎ Ｕ Ｅ ， ６ を 受 信 し （ ス テ ッ プ ９ ５ １ ， ９ ５ ２ ） 、
こ れ ら を 比 較 し （ ス テ ッ プ ９ ５ ３ ） 、 Ｎ Ｕ Ｅ ， ５ ＞ ＞ Ｎ Ｕ Ｅ ， ６ と な る よ う な 偏 り が あ る
場 合 に は 、 換 言 す れ ば 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き い 時 は 、 一 方 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ５ か ら
他 方 の Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ６ へ の ハ ン ド オ ー バ を 行 う （ ス テ ッ プ ９ ５ ４ ） 。 従 っ て 、 Ｎ Ｕ Ｅ ， ５

＜ ＜ Ｎ Ｕ Ｅ ， ６ の 場 合 に も Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ６ か ら Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ５ へ ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。 ハ
ン ド オ ー バ は 第 １ 実 施 例 ～ 第 ７ 実 施 例 で 示 し た よ う な 方 法 を 用 い て 行 う 。 し か し 、 ス テ ッ
プ ９ ５ ３ に お い て 、 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き く な け れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 実 施
し な い （ ス テ ッ プ ９ ５ ５ ） 。
　 以 上 の 制 御 に よ り 、 両 者 の 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト の 不 均 衡 を 是 正 す る こ と が 可 能 と な り 、
基 地 局 負 荷 の 不 均 衡 を 減 ら し 、 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 （ Ｊ ） 第 １ ０ 実 施 例
　 第 １ ０ 実 施 例 は 異 シ ス テ ム へ の ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る 実 施 例 で あ る 。 図 ４ ４ 及 び 図 ４
５ に イ メ ー ジ 図 、 図 ４ ６ に プ ロ ト コ ル を 、 図 ４ ７ に 処 理 フ ロ ー を 示 す 。
　 第 １ ～ 第 ９ 実 施 例 で は 同 じ シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ で あ っ た が 、 第 １ ０ 実 施 例 で
は ハ ン ド オ ー バ 先 を 異 な る シ ス テ ム （ 例 え ば Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ → Ｐ Ｄ Ｃ ， Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ → Ｇ Ｓ
Ｍ ） と す る 。
　 端 末 Ｕ Ｅ ｋ １ が 位 置 し て い る 場 所 に 対 し て 、 複 数 の 移 動 通 信 シ ス テ ム （ 例 え ば 、 Ｗ － Ｃ
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Ｄ Ｍ Ａ と Ｐ Ｄ Ｃ な ど ） が サ ー ビ ス さ れ て い る 場 合 は （ 図 ４ ４ ） 、 異 シ ス テ ム ハ ン ド オ ー バ
を 行 う 。
　 ハ ン ド オ ー バ 端 末 の 決 定 処 理 や ハ ン ド オ ー バ 制 御 は 第 １ ～ 第 ９ 実 施 例 を 適 用 す る 。 異 な
る 点 と し て は 、 基 地 局 の 上 位 の Ｒ Ｎ Ｃ １ だ け で は な く 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の Ｒ Ｎ Ｃ １ ′ ま た
は 基 地 局 ２ ′ と の 間 で ハ ン ド オ ー バ を 管 理 、 制 御 し て ハ ン ド オ ー バ を 実 施 す る 必 要 が あ る
点 で あ る 。 す な わ ち 、 Ｒ Ｎ Ｃ １ の 上 位 で あ る Ｃ ｏ ｒ ｅ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ４ の 他 シ ス テ ム と
の 接 続 点 で あ る Ｇ ａ ｔ ｅ 　 ｗ ａ ｙ ５ を 通 じ 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の Ｒ Ｎ Ｃ １ ′ や 基 地 局 ２ ′ と
の 間 で 制 御 を 行 う （ 図 ４ ５ 参 照 ） 。
　 こ こ で Ｃ ｏ ｒ ｅ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ と は 、 例 え ば Ｍ Ｓ Ｃ 、 Ｇ Ｍ Ｓ Ｃ 、 Ｇ Ｍ Ｓ Ｃ 、 Ｇ Ｇ Ｓ Ｎ
等 で 構 成 さ れ る も の で あ り 、 回 線 交 換 機 能 や パ ケ ッ ト 交 換 機 能 を 実 施 す る も の で 、 Ｇ ａ ｔ
ｅ 　 ｗ ａ ｙ を 介 し て 異 な る シ ス テ ム と の 接 続 を 行 う 。 ま た 、 異 シ ス テ ム と は 、 異 な る 事 業
者 の Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム や Ｐ Ｄ Ｃ シ ス テ ム や Ｇ Ｓ Ｍ シ ス テ ム な ど で あ る 。 な お 、 端 末 は
複 数 の 移 動 通 信 シ ス テ ム に 対 し て 送 受 信 が 可 能 で あ る こ と が 必 要 で あ り 、 現 在 こ の よ う な
タ イ プ の 端 末 を デ ュ ア ル モ ー ド 端 末 と 読 ん で お り 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ と Ｇ Ｓ Ｍ が 使 用 で き る も
の が 製 品 化 さ れ て い る 。
　 図 ４ ６ の プ ロ ト コ ル で 処 理 Ｐ １ ～ Ｐ ４ は 第 １ 実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 Ｐ ５ の 処 理 の み
が 異 な る 。 す な わ ち 処 理 Ｐ ５ で は 、 図 ４ ７ に 示 す 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 異 シ ス テ ム に ハ ン ド
オ ー バ を 要 求 す る 。
　 第 １ ～ 第 ９ 実 施 例 に 基 づ き Ｒ Ｎ Ｃ ま た は Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ に お い て ハ ン ド オ ー バ の 実 施 が 必
要 と 判 断 し た と き 、 上 位 で あ る Ｃ ｏ ｒ ｅ 　 Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ４ お よ び た 他 シ ス テ ム の 接 続 点
で あ る Ｇ ａ ｔ ｅ 　 Ｗ ａ ｙ ５ を 介 し て ハ ン ド オ ー バ 先 の Ｒ Ｎ Ｃ １ ′ な い し Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ ′
に ハ ン ド オ ー バ 実 施 を 要 求 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ０ １ ～ １ ０ ０ ２ ） 。 要 求 を 受 け た ハ ン ド オ
ー バ 先 の Ｒ Ｎ Ｃ １ ′ な い し Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ ２ ′ は 、 ハ ン ド オ ー バ 実 施 の 可 能 性 を 確 認 し （ ス
テ ッ プ １ ０ ０ ３ ） 、 可 能 で あ れ ば ハ ン ド オ ー バ 元 シ ス テ ム の Ｒ Ｎ Ｃ １ お よ び Ｎ ｏ ｄ ｅ 　 Ｂ
２ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ を う け て 、 異 な る 周 波 数 ま た は 異 な る 周 波 数 か つ 異 な
る 変 調 方 式 を 用 い て 異 な る シ ス テ ム へ と ハ ン ド オ ー バ を 実 施 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ０ ４ ～ １
０ ０ ５ ） 。
　 以 上 に よ り 、 第 １ ～ 第 ９ 実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 あ る シ ス テ ム
に お い て 収 容 で き な か っ た サ ー ビ ス （ Ｑ ｏ Ｓ ） が 、 別 シ ス テ ム に 移 動 す る こ と に よ り サ ー
ビ ス が 可 能 と な る な ど の 効 果 も あ る 。
　 以 上 の 本 発 明 に よ り 、 以 下 の 効 果 が 生 じ る 。
　 端 末 は 、 動 画 像 伝 送 に お け る 画 像 の 欠 落 な ど の 障 害 な く 通 信 が 可 能 と な る 。
　 基 地 局 は 、 通 信 に よ る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 地 局 間 や 周 波 数 間 の
処 理 負 荷 の 平 準 化 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 新 た な ユ ー ザ に 対 し て サ ー ビ ス が 可 能 と な
る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】 【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】
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【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】

【 図 ５ ５ 】

【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 21日 (2005.7.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー
ク 制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 基 地 局 装 置 は 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣
化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、
　 前 記 検 出 し た 端 末 を 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る よ う 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装
置 に 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、
　 前 記 要 求 に よ り 、 前 記 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン
ド オ ー バ さ せ る 手 段 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 異 な る 移 動 通 信 シ ス テ ム へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ
い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局
装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 す る 手 段 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 は 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と
前 記 速 度 閾 値 と の 差 の 大 き さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
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送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を
算 出 す る 伝 送 遅 延 時 間 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延
時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要
で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ
ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 基 地 局 装 置 お よ び 移 動 通 信 シ ス テ ム に か か わ り 、 特 に 、 伝 送 速 度 の 低 下 な ど を
原 因 と す る 呼 損 や 品 質 劣 化 の 対 策 と し て 、 あ る 端 末 ま た は あ る サ ー ビ ス に 対 し て 所 要 伝 送
速 度 を 満 た せ な く な っ た り 、 満 た せ て も 余 裕 が 無 か っ た り す る 場 合 、 そ の 端 末 が 移 動 す る
こ と な く 同 じ 位 置 （ 場 所 ） で 使 用 さ れ て い る 別 な 周 波 数 へ と ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ っ
て 、 呼 損 等 の 問 題 を 解 決 す る 基 地 局 装 置 お よ び 移 動 通 信 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 下 で は 、 W-CDMAシ ス テ ム を 例 と し て 説 明 す る こ と に す る が 、 断 り の な い 限 り 移 動 通 信
シ ス テ ム に お い て 実 施 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 移 動 通 信 全 般 に 対 し て 適 用 さ れ る
も の で あ り 、 W-CDMAシ ス テ ム に 対 し て の み 適 用 さ れ る も の で は な い 。
　 W-CDMAシ ス テ ム に お い て 、 図 48に 示 す よ う な セ ル ラ 構 成 の サ ー ビ ス エ リ ア (六 角 形 エ リ
ア )が 形 成 さ れ 、 中 心 に 無 線 基 地 局 が 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ の サ ー ビ ス エ リ ア は 1つ 又 は 複 数
の セ ク タ で 構 成 さ れ て い る 。 図 48で は 3セ ク タ 構 成 を 示 し て い る 。 以 後 、 無 線 基 地 局 を 単
に 基 地 局 ま た は Node Bと 呼 ぶ 。
　 ま た 、 そ れ ぞ れ の セ ク タ に 対 し て 、 複 数 の 周 波 数 （ 搬 送 波 ） が 割 り 当 て ら れ て い る 。 図
49に 1つ の セ ク タ に 周 波 数 が 二 つ 割 り 当 て ら れ て い る 場 合 を 示 す 。 こ の 図 に お い て 、 基 地
局 Node B1の 周 波 数 を f1と し 、 そ の サ ー ビ ス エ リ ア を 実 線 で 示 し て い る 。 基 地 局 Node B2の
周 波 数 を f2と し 、 そ の サ ー ビ ス エ リ ア を 点 線 で 示 し て い る 。 図 示 の 都 合 上 、 実 線 と 点 線 は
ず ら し て 描 写 し て い る が 、 重 な っ て い て も 良 い 。 な お 、 図 49で は 1周 波 数 に １ つ の 基 地 局
す な わ ち 1 Node Bと し て 示 し て い る が 、 図 50に 示 す よ う に 2周 波 数 で 1 Node Bと し て も よ
い 。 本 明 細 書 で は 、 基 本 的 に は 1周 波 数 当 り 1送 受 信 機 TRXを 配 設 す る も の と し て 示 す 。 従
っ て 、 1Node Bに 1送 受 信 機 (1周 波 数 )が 設 け ら れ る 場 合 (図 49)と 1 Node Bに 複 数 送 受 信 機 T
RX1， TRX2が 設 け ら れ る 場 合 (図 50)の 両 者 が あ る 。
　 な お 、 通 常 、 端 末 は W-CDMAシ ス テ ム 用 い ら れ る 周 波 数 全 て に 対 し て 、 送 受 信 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ・ ハ ン ド オ ー バ に つ い て
　 図 51に 示 す よ う に 、 端 末 UE1が 基 地 局 BTS1の セ ル CL1か ら 基 地 局 BTS2の セ ル CL2に 移 動 す
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る こ と に よ っ て 接 続 先 基 地 局 を 変 え る 動 作 を 総 称 し て ハ ン ド オ ー バ と 言 う 。 移 動 に よ る ハ
ン ド オ ー バ は 周 知 で 、 そ の 方 法 に よ っ て 、 ソ フ ト ハ ン ド オ ー バ 、 ハ ー ド ハ ン ド オ ー バ 、 異
周 波 数 ハ ン ド オ ー バ 、 セ ル チ ェ ン ジ な ど に 分 け ら れ る が 、 以 降 ハ ン ド オ ー バ と 略 す 。
　 ま た 、 従 来 の 3GPPリ リ ー ス 99及 び PDC(Personal Digital Cellular)な ど の シ ス テ ム に お
け る ハ ン ド オ ー バ は 、 基 地 局 の 上 位 で あ る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 (RNC: Radio Networ
k Controller)が 主 導 す る こ と に よ っ て 、 実 施 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 RNCは 端 末 の 移 動 を
管 理 し 、 セ ル 間 、 セ ク タ 間 、 異 周 波 数 間 及 び 異 シ ス テ ム 間 の ハ ン ド オ ー バ を 制 御 し て い る
。 具 体 的 な 制 御 と し て は 、 ハ ン ド オ ー バ 先 基 地 局 の 指 定 、 ハ ン ド オ ー バ 先 基 地 局 へ 無 線 リ
ン ク の 設 定 の 指 示 、 端 末 UEに 対 し て 無 線 リ ン ク の 張 り 直 し の 指 示 な ど で あ る 。 な お こ の 際
、 基 地 局 （ Node B） は 、 RNCの 指 示 に 従 い 処 理 を 実 行 す る 。 ま た 、 通 常 の ハ ン ド オ ー バ は
、 端 末 の 移 動 に 伴 っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ・ HSDPA(High Speed Downlink Packet Access)
　 W-CDMAな ど の 移 動 通 信 で は 、 パ ケ ッ ト を 用 い て デ ー タ 通 信 が 行 わ れ て い る 。 W-CDMAで は
、 3GPP(3rd Generation Partnership Project)に お い て 仕 様 の 検 討 が 行 わ れ て お り 、 こ こ
で 決 め ら れ た プ ロ ト コ ル を 用 い て 、 無 線 基 地 局 及 び 端 末 (携 帯 電 話 な ど )間 で パ ケ ッ ト 通 信
が 行 わ れ て い る 。
　 現 在 、 3GPPに お い て 、 さ ら な る 高 速 パ ケ ッ ト 通 信 を 行 う た め に HSDPA(High Speed Downl
ink Packet Access)方 式 の 検 討 が 行 わ れ て い る 。 こ れ は 、 下 り (基 地 局 か ら 端 末 へ の 通 信 )
に お け る パ ケ ッ ト 通 信 を 、 2Ｍ bps(現 状 で は 2Mbps)と 言 っ た 高 速 な も の と す る た め の 技 術
で あ る 。 HSDPAは 、 前 述 の よ う に 3GPPの 仕 様 で あ る リ リ ー ス ５ で の 規 格 化 を 実 施 す る べ く
検 討 が 行 わ れ て い る 。 従 来 の 仕 様 で あ る 3GPP リ リ ー ス 99と 比 較 し 、 そ の 無 線 チ ャ ネ ル 構
成 、 再 送 制 御 及 び ス ケ ジ ュ ー ラ の 導 入 が HSDPA大 き な 変 更 点 で あ る 。 以 下 、 簡 単 に 無 線 チ
ャ ネ ル の 構 成 を 説 明 し 、 本 発 明 の 直 接 関 係 す る ス ケ ジ ュ ー ラ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 52は HSDPAシ ス テ ム の 構 成 概 略 図 で あ る 。 3GPPで の 無 線 ア ク セ ス 系 は 、 RNC（ 無 線 制 御
装 置 ） １ と NodeB（ 基 地 局 ） ２ 、 UE（ User Equipment： 端 末 ） 3か ら 構 成 さ れ て お り 、 RNC
は CN（ Core Network） ４ に 接 続 さ れ る 。
　 HSDPAで は 、 パ ケ ッ ト デ ー タ の 伝 送 チ ャ ネ ル CHと し て 、 (1)有 線 下 り 区 間 に お い て HS-DSC
H（ High Speed - Downlink Shared Channel） 、 (2)無 線 下 り 区 間 に お い て HS-PDSCH（ High
 Speed - Physical Downlink Shared Channel） を 使 用 す る 。 す な わ ち 、 HS-DSCHと HS-PDS
CHは 下 り 専 用 の チ ャ ネ ル で 、 複 数 の UEで 共 有 さ れ 、 タ ー ボ 符 号 な ど に よ っ て 符 号 化 さ れ た
パ ケ ッ ト を 伝 送 す る 。
　 ま た 、 無 線 下 り 区 間 に お い て 、 高 速 制 御 チ ャ ネ ル と し て (3)HS-SCCH（ High Speed Share
d Control Channel） が 設 定 さ れ 、 複 数 の UE 3が HS-PDSCH上 で パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る
た め の 制 御 情 報 が 伝 送 さ れ る 。 制 御 情 報 に は 、 ユ ー ザ 識 別 子 （ UEID： User Equipment Ide
ntifier） 、 HS-PDSCHの デ ー タ を 受 信 す る た め の 各 種 パ ラ メ タ （ 無 線 拡 散 コ ー ド 、 変 調 方
式 、 デ ー タ 長 情 報 な ど ） が あ る 。 HS-SCCHは 複 数 の UE 3で 共 有 さ れ る 。
　 更 に 、 無 線 上 り 区 間 に お い て (4)HS-DPCCH（ High Speed Dedicated Physical Control C
hannel） が ユ ー ザ 毎 に 設 定 さ れ る 。 HS-DPCCHは 個 別 チ ャ ネ ル で あ り 、 各 端 末 か ら 基 地 局 に
対 し て 、 受 信 状 況 (誤 り 無 く パ ケ ッ ト を 受 信 で き た か で き な い か )や 受 信 状 態 (簡 単 な 例 と
し て は C/I)を 元 に 受 信 可 能 な ビ ッ ト 数 な ど を 示 す 値 を 伝 送 す る チ ャ ネ ル で あ る 。 前 者 の 受
信 状 況 を 示 す 通 知 を ACK（ 受 信 確 認 通 知 ） 、 NACK（ 受 信 失 敗 通 知 ） と 呼 び 、 後 者 の 受 信 状
態 を 示 す 情 報 を CQI (Channel Quality Indicator)と 呼 ぶ 。
　 以 上 に 加 え て 、 (5)DL Associated DPCH  (Downlink Associated Dedicated Physical C
hannel)と (6)UL Associated DPCH  (Uplink Associated Dedicated Physical Channel)が
あ る 。 こ の チ ャ ネ ル は 各 端 末 と 基 地 局 の 個 別 に 張 ら れ た 無 線 チ ャ ネ ル で あ り 、 従 来 の リ リ
ー ス 99か ら 用 い ら れ て い る DPCH（ Dedicated Physical Channel） の う ち 、 特 に HS-PDSCHに
付 随 し て 用 い ら れ る チ ャ ネ ル で あ る 。 以 後 、 DL A-DPCHと UL A-DPCHと 略 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ・ ACK/NACKと 再 送 制 御 に つ い て

(36) JP WO2004/112419 A1 2004.12.23



　 HSDPAで は 、 NodeB ２ と UE 3の 間 で デ ー タ の 再 送 制 御 を 行 っ て お り 、 UE 3は 、 受 信 デ ー
タ に 対 す る ACK（ 受 信 確 認 通 知 ） や NACK（ 受 信 失 敗 通 知 ） を 、 HS-DPCCHを 使 用 し て 、 NodeB
 2に 通 知 す る 。
　 再 送 制 御 の 流 れ を 図 53に 示 し 、 端 末 UEの 構 成 を 図 54に 、 基 地 局 Node Bの 構 成 を 図 55に 示
す 。
　 端 末 UE ３ に お い て 、 前 述 の HS-PDSCHに よ っ て 伝 送 さ れ た パ ケ ッ ト を 無 線 部 3aで 受 信 し
、 復 調 部 3bで 復 調 、 復 号 後 、 再 送 制 御 部 3cで CRCチ ェ ッ ク し て パ ケ ッ ト の 受 信 状 況 (例 え ば
誤 り な し に 受 信 で き た か 、 で き な い か )を 確 認 す る 。 こ こ で 、 例 え ば 誤 り が な い と 判 明 し
た 場 合 は 、 前 述 の UL HS-DPCCHを 用 い て 変 調 部 3d、 無 線 部 3eを 介 し て ACKを 送 信 す る こ と に
よ り 新 規 の 送 信 を 基 地 局 Node Ｂ に 対 し て 要 求 す る 。 一 方 、 CRCチ ェ ッ ク の 結 果 、 誤 り が あ
る と 判 明 し た 場 合 、 UL HS-DPCCHを 用 い て NACKを 送 信 す る こ と に よ り 基 地 局 Node Bに 対 し
て 再 送 要 求 を 行 う 。 こ の と き 、 例 え ば 誤 り な く 受 信 で き る ま で 再 送 を 行 う 。
　 一 方 、 基 地 局 Node Bで は 、 無 線 部 2aで UL HS-DPCCHを 受 信 し 、 復 調 部 2bに お い て 復 調 、
復 号 す る 。 そ の 後 、 ACK/NACK抽 出 部 2cに お い て ACK/NACK信 号 を 抽 出 し 、 再 送 制 御 部 2dは 再
送 制 御 を 行 う 。 す な わ ち 、 再 送 制 御 部 2dは ACKの 場 合 、 送 信 バ ッ フ ァ 2eに 保 存 さ れ て い る
送 信 成 功 の パ ケ ッ ト を 削 除 し 、 NACKの 場 合 、 送 信 バ ッ フ ァ 2eに 保 存 さ れ て い る 送 信 不 成 功
の パ ケ ッ ト を 、 HS-PDSCHを 用 い て 変 調 部 2f、 無 線 部 2gを 介 し て 再 度 送 信 す る 。 こ れ ら の 再
送 制 御 は 次 に 述 べ る ス ケ ジ ュ ー ラ 部 で 行 わ れ る 。
　 な お 、 端 末 UEに お け る 受 信 状 態 に よ っ て 、 受 信 デ ー タ に 誤 り が あ る か な い か で 、 ACKを
返 送 す る か 、 NACKを 返 送 す る か が 変 わ る わ け で あ る が 、 そ の 原 因 と し て は 、 C/I、 S/Nの 状
態 及 び 端 末 の 移 動 速 度 に 依 存 す る 部 分 が 大 き い 。 C/Iは Carrier／ Interferenceで S/Nや SIR
（ Signal／ Interference） な ど に 相 当 す る も の で 、 Cは 信 号 電 力 を 表 し 、 Iは 対 干 渉 電 力 を
表 し 、 干 渉 の 大 き さ の 指 標 で あ る 。 C/Iが 小 さ く な る す な わ ち 干 渉 が 大 き く な る ほ ど 、 受
信 状 態 が 劣 化 し て い る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ・ ス ケ ジ ュ ー ラ に つ い て
　 3GPPの リ リ ー ス 5よ り 導 入 さ れ た HSDPAに お い て 、 前 述 の 無 線 チ ャ ネ ル と パ ケ ッ ト 伝 送 の
順 番 を 決 定 す る ス ケ ジ ュ ー ラ 機 能 が 新 た に  加 え ら れ た 。 ス ケ ジ ュ ー ラ の 説 明 を 行 う た め
に 、 HS-PDSCHつ い て 、 更 に 説 明 を 加 え る 。 HS-PDSCHは 、 従 来 か ら あ る DPCHと は 異 な り 、 通
信 相 手 で あ る 端 末 に 対 し て 個 別 に 設 け ら れ 無 線 チ ャ ネ ル で は な い 。 す な わ ち 、 例 え ば 1つ
の HS-PDSCHを 時 分 割 し 1つ ま た は 複 数 の 端 末 で 共 有 （ Share） し て 使 用 す る も の で あ る 。
　 図 56（ A） ～ 図 56(D)は HS-PDSCH上 で の パ ケ ッ ト デ ー タ の 受 信 メ カ ニ ズ ム 説 明 図 で あ る 。
　 HS-SCCH上 で は 、 図 56(A)に 示 す よ う に 、 TTI（ Transmition Time Interval ＝  2ms） と
呼 ば れ る 送 信 周 期 が 設 定 さ れ て お り 、 送 信 す べ き 制 御 情 報 が 存 在 す る 場 合 の み 、 該 制 御 情
報 が TTIに 合 わ せ て 送 信 さ れ 、 複 数 の UE(UE#0,#1の ２ つ と す る )に よ り 受 信 さ れ る 。 HS-SCC
Hで 伝 送 さ れ る デ ー タ に は 、 ユ ー ザ 識 別 子 （ UEID： User Equipment Identifier） と HS-PDS
CHの デ ー タ を 受 信 す る た め の 各 種 パ ラ メ タ （ 無 線 拡 散 コ ー ド 、 変 調 方 式 、 デ ー タ 長 情 報 な
ど ） が あ る 。
　 UEは 全 て の TTIで HS-SCCHデ ー タ を 受 信 す る 。 例 え ば 、 図 56（ B） の slot#1で は 、 UE#0と U
E#1が 同 時 に HS-SCCHデ ー タ を 受 信 す る 。 こ こ で 、 各 UEは デ ー タ 内 の UEIDを 参 照 し 、 自 IDと
比 較 す る 。 こ の 場 合 、 slot#1に お け る HS-SCCHデ ー タ の UEIDは 、 「 UE#1」 と な っ て い る た
め 、 UE#0は 、 受 信 HS-SCCHデ ー タ を 破 棄 し 、 一 方 、 UE#1は 受 信 HS-SCCHデ ー タ 内 の 制 御 デ ー
タ を 取 り 込 む 。 そ の 後 、 UE#1は 制 御 デ ー タ 部 分 か ら HS-PDSCH受 信 用 パ ラ メ タ を 抽 出 し 、 HS
-PDSCH上 で パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る （ 図 56（ C） 、 (D)） 。
　 UE#１ は デ ー タ を 受 信 し た の ち デ ー タ 内 に 含 ま れ て い る 「 順 序 番 号 」 を 参 照 し 、 デ ー タ
の 欠 落 が な か っ た か ど う か を 確 認 す る 。 デ ー タ 欠 落 な く 全 て の デ ー タ を 誤 り な く (CRCエ ラ
ー な く )受 信 で き た 場 合 に は 、 HS-DPCCHを 使 用 し て NodeBに ACKを 通 知 す る 。 ま た 、 デ ー タ
の 欠 落 が あ っ た 場 合 に は 、 あ る い は CRCチ ェ ッ ク エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 に は 、 HS-DPCCHを
使 用 し て NodeBに NACKを 通 知 す る 。 slot#2～ 5， slot#7～ 8に つ い て も 同 様 で あ り 、 UE#１ は
slot#1, 4の HS-PDSCHを 介 し て パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 し 、 UE#0は slot#2～ 3， 5， 7～ 8の HS-
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PDSCHを 介 し て パ ケ ッ ト デ ー タ を 受 信 す る 。
　 ど の ス ロ ッ ト に ど の 端 末 を 割 り 当 て て パ ケ ッ ト を 送 信 す る か の ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 及 び 再
送 制 御 を 行 う の が ス ケ ジ ュ ー ラ で あ る 。 図 57は ス ケ ジ ュ ー ラ を 含 む 基 地 局 Node Bの 構 成 図
で あ り 、 2hは ス ケ ジ ュ ー ラ 、 2ｉ は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 、 ２ jは 受 信 デ ー タ よ り 端 末 の 受 信
状 態 情 報 で あ る CQI情 報 を 抽 出 す る CQI抽 出 部 で あ る で あ る 。
　 以 下 に ス ケ ジ ュ ー ラ 2hの 動 作 に つ い て 、 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ラ 2hは 、 端 末
よ り 報 告 さ れ る CQIや 伝 送 す る デ ー タ の 通 信 サ ー ビ ス 内 容 (品 質 サ ー ビ ス QoS)に よ っ て 、 各
端 末 向 け の デ ー タ 伝 送 の 順 番 を 決 定 し 、 そ の 順 番 で 送 信 す る も の で あ る 。 順 番 決 定 の 具 体
例 を 以 下 に 挙 げ る 。 な お 、 以 下 は 、 代 表 的 な 方 法 で あ り 、 こ の 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 (1)C/I法
　 C/Iを 基 に 、 C/Iの 良 い も の か ら 順 に 送 信 を 行 う 。 HSDPAの 場 合 は CQI値 の 高 い も の を C/I
が 良 い と す る 。 C/Iが 悪 い 端 末 は 、 送 信 す る 機 会 が 与 え ら れ な い 可 能 性 が あ る 。
　 (2)Round Robin法
　 端 末 の 受 信 状 態 に 関 わ ら ず 、 均 等 に 送 信 を 行 う 方 法 。
　 (3)Proportional Fairness法
　 送 信 時 間 を 均 等 と し 、 C/Iの 良 い も の か ら 順 に 送 信 を 行 う 方 法 。
　 ま た 、 上 述 の 方 法 に 加 え 後 述 の ト ラ ヒ ッ ク ク ラ ス (Streaming class, Conversational c
lass, Interactive class, Background class)に 対 す る 重 み 付 け を 行 う こ と も 考 え ら れ る
。 こ れ ら ト ラ ヒ ッ ク ク ラ ス を 称 し て QoS (Quality of service)と 呼 ぶ 。 QoSに は 、 最 高 速
度 (bit/sec)や 最 低 速 度 (bit/sec)な ど が パ ラ メ ー タ と し て 規 定 さ れ る 。 特 に 、 Conversati
onal Classや Streaming classで は 、 そ の 用 途 か ら 即 時 性 が 求 め ら れ て お り 、 最 低 速 度 の
規 定 が 厳 し い 。 こ の 最 低 速 度 が 守 れ な い 場 合 に は 、 サ ー ビ ス を 行 わ な か っ た り 、 中 止 し た
り 、 伝 送 し た デ ー タ の 品 質 が 保 た れ な か っ た り し て し ま う 。 分 か り や す い 例 と し て は 、 動
画 伝 送 時 に 画 像 が コ マ 送 り に な っ て し ま っ た り 、 音 声 や 画 像 が 途 切 れ て し ま っ た り と い っ
た 状 態 と な っ て し ま う 。
　 (1)Conversational class : 双 方 向 で 低 遅 延 品 質 が 要 求 さ れ る ク ラ ス （ 例 ： 音 声 )、
　 (2)Streaming class: 片 方 向 で 低 遅 延 な ス ト リ ー ミ ン グ サ ー ビ ス が 要 求 さ れ る ク ラ ス (
例 ： リ ア ル タ イ ム 動 画 像 配 信 )、
　 (3)Interactive class : 一 定 時 間 内 で の 応 答 及 び 低 誤 り 率 が 要 求 さ れ る ク ラ ス (例 ： Ｗ
Ｅ Ｂ 閲 覧 、 サ ー バ ー ア ク セ ス )、
　 (4)Background class: バ ッ ク グ ラ ン ド で 行 う よ う な ベ ス ト エ フ ォ ー ト ク ラ ス (例 ： E-ma
ilや ｆ ｔ ｐ な ど )、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ・ 従 来 技 術 の 問 題 点
　 端 末 の 置 か れ た 伝 搬 環 境 や 移 動 速 度 に よ っ て は 、 伝 送 す る サ ー ビ ス QoSの 最 低 速 度 の 規
定 を 守 る こ と が で き ず 、 通 信 途 中 で 呼 損 と な っ て し ま っ た り 、 品 質 が 劣 化 し て し ま っ た り
す る 問 題 点 が あ る 。 具 体 的 な 例 を 用 い て 以 下 に 説 明 す る 。
　 あ る 端 末 UE2が 、 即 時 性 の 要 求 さ れ る サ ー ビ ス （ 動 画 像 伝 送 ） を 受 信 し て い る と し 、 ス
ル ー プ ッ ト が 2Mbyte/sec必 要 だ っ た と す る 。 し か し な が ら 、 伝 搬 環 境 が 悪 か っ た り 、 干 渉
波 が 強 か っ た り (す な わ ち C/Iが 劣 化 し て い た り )す る た め 、 再 送 を 繰 り 返 す 必 要 が あ り 、
実 際 の ス ル ー プ ッ ト (伝 送 速 度 )は 1Mbyte/secと な っ て し ま っ た と す る 。 こ の 時 、 動 画 像 の
コ マ が 落 ち 、 人 な ど の 動 作 が ぎ こ ち な く な っ た り 、 動 画 像 が 静 止 し た ま ま と な っ た り な ど
の 問 題 が 生 じ て し ま う 。 場 合 に よ っ て は 、 動 画 像 品 質 が 保 た れ な い た め 、 サ ー ビ ス を 停 止
し な け れ ば な ら な く な る な ど の 問 題 が 生 じ る 。
　 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る 従 来 技 術 と し て 移 動 端 末 の 通 信 速 度 (ス ル ー プ ッ ト )を 測 定 し
て ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か の 判 断 を す る 従 来 技 術 (特 許 文 献 １ )は あ る が 、 余 裕 の 少 な い 端
末 か ら 、 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の は な い 。
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　 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る 従 来 技 術 と し て 受 信 レ ベ ル に 基 づ い て 、 余 裕 の 少 な い 端 末 か
ら ハ ン ド オ ー バ す る 従 来 技 術 (特 許 文 献 2)は あ る が 、 移 動 端 末 の 通 信 速 度 (ス ル ー プ ッ ト )
あ る い は 遅 延 時 間 或 い は 送 信 電 力 な ど に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か の 判 断 を し 、 異
な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の で は な い 。
　 異 な る 周 波 数 で ハ ン ド オ ー バ す る 従 来 技 術 (特 許 文 献 ３ )は あ る が 、 呼 損 や 品 質 劣 化 を 生
じ る 可 能 性 の あ る 端 末 を 移 動 端 末 の 通 信 速 度 (ス ル ー プ ッ ト )あ る い は 遅 延 時 間 或 い は 送 信
電 力 な ど に 基 づ い て 検 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ さ せ る も の で は な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 1-274524号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 7-240959号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 10-136425号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 か ら 本 発 明 の 目 的 は 、 呼 損 や 品 質 劣 化 を 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 を 検 出 し 、 該 端 末
を 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と に よ り 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 は 本 発 明 に よ れ ば 、 端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装
置 を 制 御 す る 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に よ り 達 成 さ れ る 。 こ
の 移 動 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 基 地 局 装 置 は 、 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、 受
信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣 化 が
生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、 前 記 検 出 し た 端 末 を 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ
さ せ る よ う 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、 を 備 え 、 前 記 無
線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 前 記 要 求 に よ り 、 前 記 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異
な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 手 段 、 を 備 え て い る 。 こ の 場 合 、 前 記 無 線 ネ ッ
ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 異 な る 移 動 通 信 シ ス テ ム へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 。
　 ま た 、 上 記 課 題 は 本 発 明 に よ れ ば 、 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・
復 調 部 、 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を
示 す 再 送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送
信 バ ッ フ ァ 、 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る
送 信 デ ー タ サ イ ズ 設 定 部 、 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を
送 信 す る か 決 定 す る 送 信 端 末 選 択 部 、 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ
ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信
時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出 す る 伝 送 速 度 算 出 部 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ
り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必
要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う
ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 を 備 え た 基 地 局 装 置 に よ り 達 成 さ れ る 。
　 こ の 基 地 局 装 置 は 、 更 に 、 サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 す る 手 段 を 備 え 、 前
記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 は 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と 前 記
速 度 閾 値 と の 差 の 大 き さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 。
　 ま た 、 上 記 課 題 は 本 発 明 に よ れ ば 、 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・
復 調 部 、 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を
示 す 再 送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送
信 バ ッ フ ァ 、 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る
送 信 デ ー タ サ イ ズ 設 定 部 、 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を
送 信 す る か 決 定 す る 送 信 端 末 選 択 部 、 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ
ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信
時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を 算 出 す る 伝 送 遅 延 時 間 算 出 部 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス
品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に
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つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数
が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 を 備 え た
基 地 局 装 置 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 呼 損 や 品 質 劣 化 を 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 を 検 出 し 、 該 端 末 を 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 に
ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と に よ り 呼 損 や 品 質 劣 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 端 末
は 、 動 画 像 伝 送 に お け る 画 像 の 欠 落 な ど の 障 害 な く 通 信 が 可 能 と な る 。 ま た 、 基 地 局 は 、
通 信 に よ る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 更 に 、 基 地 局 間 や 周 波 数 間 の 処 理 負 荷 の 平
準 化 が 可 能 と な る 。 以 上 に よ り 、 新 た な ユ ー ザ に 対 し て サ ー ビ ス が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 基 地 局 装 置 は 、 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 し 、 該 受 信 状 態 に 基 づ い て 、 呼 損 や 品 質
劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 し 、 該
端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 。
　 具 体 的 に は 、 基 地 局 装 置 は 、 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、 復 調 さ れ た
デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す CQI情 報 を 抽 出 し 、 前 記 端 末 の CQI情 報 に 基 づ い て 該 端 末
へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と
受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 QoSに よ り 決 ま る
所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で
あ る か 判 断 し 、 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ
さ せ る 。
　 又 、 別 の 例 で は 、 基 地 局 装 置 は 、 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、 復 調 さ
れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す CQI情 報 を 抽 出 し 、 前 記 端 末 の CQI情 報 に 基 づ い て 該
端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時
刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を 算 出 し 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 QoSに よ
り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド
オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の
基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 。
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 あ る 端 末 ま た は あ る サ ー ビ ス に 対 し て 所 要 伝 送 速 度 を
満 た せ な く な っ た り 、 満 た せ て も 余 裕 が 無 か っ た り す る 場 合 は 、 そ の 端 末 が 移 動 す る こ と
な く 同 じ 位 置 （ 場 所 ） で 使 用 さ れ て い る 別 な 周 波 数 へ と ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ っ て 、
呼 損 等 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ Ａ ） 第 １ 実 施 例
　 図 1は サ ー ビ ス 毎 に ス ル ー プ ッ ト (伝 送 速 度 )を 算 出 し 、 該 ス ル ー プ ッ ト に 基 づ い て ハ ン
ド オ ー バ を 行 う 第 1実 施 例 の 構 成 図 で あ り 、 図 2に プ ロ ト コ ル 例 を 、 図 ３ ～ 図 8に 処 理 フ ロ
ー 例 を 示 す 。 図 ３ は 図 2の プ ロ ト コ ル に お け る 処 理 P1の 処 理 フ ロ ー 、 図 4は 処 理 P2の 処 理 フ
ロ ー 、 図 5は 処 理 P3の 処 理 フ ロ ー 、 図 6、 図 7は 処 理 P4の 処 理 フ ロ ー 、 図 8は 処 理 P５ の 処 理
フ ロ ー で あ る 。 図 1に お い て 、 図 57で 説 明 し た 従 来 例 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い
る 。
　 基 地 局 Node Bと 端 末 UE１ ～ UEn(図 示 せ ず )と の 間 で 通 信 を 行 う と し 、 W-CDMAの HSDPAで 実
施 し た 場 合 を 例 と し て 以 下 に 説 明 す る 。
　 ま ず 、 端 末 UEkは 、 図 3に 示 す よ う に 、 パ イ ロ ッ ト チ ャ ネ ル CPICHを 受 信 す る こ と に よ り C
/Iあ る い は SIRを 測 定 ま た は 算 出 す る (ス テ ッ プ 101)。 こ の 結 果 を 基 に 、 端 末 UEkの 受 信 状
態 (ま た は 伝 搬 環 境 )を 推 定 し 、 CQIを 算 出 す る (ス テ ッ プ 102)。 CQIは 、 例 え ば 、 C/Iと CQI
の 対 応 テ ー ブ ル を 用 意 し 、 該 テ ー ブ ル よ り 求 め る 。 つ い で 、 CQIを 符 号 化 及 び 変 調 し 、 基
地 局 Node Bに 対 し て 、 図 2に 示 す よ う に HS-DPCCHに 載 せ て 返 送 す る (ス テ ッ プ 103)。
　 基 地 局 Node Bに お い て 、 無 線 受 信 部 (図 示 せ ず )は HS-DPCCHを 受 信 し 、 復 調 部 2bは 受 信 信
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号 を 復 調 及 び 復 号 し 、 CQI抽 出 部 2jは 復 号 デ ー タ よ り CQI情 報 を 抽 出 す る (図 4、 ス テ ッ プ 15
1)。 こ の 場 合 、 端 末 個 別 の 拡 散 コ ー ド を 用 い る こ と に よ っ て 、 情 報 が ど の 端 末 か ら の も の
で あ る か 識 別 が 可 能 で あ る 。
　 ス ケ ジ ュ ー ラ 2hの 送 信 UE選 択 部 11は 、 各 端 末 よ り 報 告 さ れ る CQIや 伝 送 デ ー タ の 通 信 サ
ー ビ ス 内 容 (品 質 サ ー ビ ス QoS)に 基 づ い て 各 端 末 向 け の デ ー タ 伝 送 順 を 決 定 し て 送 信 バ ッ
フ ァ ２ ｅ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 152)。
　 次 に 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部 12は CQIを 基 に 送 信 デ ー タ の ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ
ズ (TrBlkSize: Transport block Size)を 算 出 し (ス テ ッ プ 153)、 着 目 端 末 番 号 と 送 信 ビ ッ
ト 数 (ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ TrBlkSize)を 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ に 入 力 す る 。
　 ま た 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部 12は 送 信 相 手 で あ る 端 末 番 号 (UE番 号 )、 ト ラ ン ス ポ ー ト ブ
ロ ッ ク サ イ ズ (TrBlkSize)、 送 信 し た 時 間 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 QoS(又 は ト ラ ヒ ッ
ク ク ラ ス )を ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13に 知 ら せ て お く (ス テ ッ プ 154)。 ス ル ー プ ッ ト は 伝 送 速
度 と ほ ぼ 同 義 で あ る こ と か ら 、 以 後 伝 送 速 度 を ス ル ー プ ッ ト と 略 す 。
　 送 信 バ ッ フ ァ ２ ｅ は 送 信 順 番 の 端 末 の ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ に 応 じ た デ ー タ を
変 調 部 2fに 入 力 し 、 変 調 部 2fは こ れ を 符 号 化 し 変 調 し て 端 末 に HS-PDSCH(図 2参 照 )を 用 い
て 送 信 す る (ス テ ッ プ 155)。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 HS-PDSCHを 受 信 し た 端 末 UEkは 、 図 5に 示 す よ う に 受 信 し た デ ー タ に 誤 り が あ る か な い か
を CRCチ ェ ッ ク に よ り 判 定 す る (ス テ ッ プ 201～ 203)。 誤 り が あ る 場 合 に は 、 未 達 と し 、 HS-
DPCCHを 用 い て NACKを 基 地 局 Node Bに 返 送 す る (図 2参 照 、 ス テ ッ プ 204)。 誤 り が 無 い 場 合
に は 、 同 様 に HS-DPCCHを 用 い て ACKを 返 送 す る (ス テ ッ プ 205)。
　 端 末 UEkか ら の HS-DPCCHを 受 信 し た 基 地 局 に お い て 、 復 調 部 2bは 受 信 信 号 を 復 調 、 復 号
し 、 ACK/NACK 抽 出 部 2cは 復 調 デ ー タ よ り ACK/NACKを 抽 出 し 、 受 信 時 間 を 記 録 し て ス ル ー
プ ッ ト 算 出 部 13に 入 力 す る (ス テ ッ プ 251～ 253)。 NACKで あ れ ば 、 ス ケ ジ ュ ー ラ 2hは 再 送 制
御 を 行 う (ス テ ッ プ 254)。 ACKで あ れ ば 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13は 、 品 質 サ ー ビ ス QoSを 確
認 す る と 共 に (ス テ ッ プ 255)、 送 信 時 に 保 持 し た ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ TrBlkSize
と 送 信 時 間 ts及 び 受 信 時 間 trよ り 品 質 サ ー ビ ス QoS毎 の ス ル ー プ ッ ト Tksを 次 式
　 Tks＝ TrBlkSize／ (tr－ ts)
に よ り 算 出 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 256)。
　 又 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13は 、 QoSに 応 じ た 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkdsを 求 め て ハ ン ド オ ー
バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 257)。 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkds の 算 出 法 は 、 QoSと 所 要
ス ル ー プ ッ ト の 対 応 テ ー ブ ル を 用 意 し て お き 、 該 対 応 テ ー ブ ル よ り 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkds
を 求 め る 。
　 ま た 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 14は 上 位 よ り 予 め 設 定 さ れ て い る QoSに 応 じ た ス ル ー プ
ッ ト 閾 値 Tksthを ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 258)。 こ の ス ル ー プ ッ ト 閾
値 Tksthは 実 際 の ス ル ー プ ッ ト と 所 望 ス ル ー プ ッ ト の 差 で あ る ス ル ー プ ッ ト 余 裕 の 閾 値 で
あ る 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 Tksと 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkdsの 差 Tks－ Tkdsを 算 出 し 、 該 差
（ Tks－ Tkds） と ス ル ー プ ッ ト 余 裕 の 閾 値 Tksthと を 比 較 す る (ス テ ッ プ 259)。
　 Tks－ Tkds<Tksthで あ れ ば 、 着 目 端 末 を ハ ン ド オ ー バ 候 補 と し 、 δ k=Tksth－ (Tks－ Tkds
)を 計 算 し て 記 憶 す る (ス テ ッ プ 260)。 一 方 、 Tks－ Tkds≧ Tksthで あ れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 候
補 と せ ず 何 も し な い 。
　 以 後 、 上 記 処 理 を 、 接 続 中 の 全 て の 端 末 UE(UE1～ UEn)に 対 し て 行 い (ス テ ッ プ 261)、 図 7
の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 最 も 閾 値 に 対 し て 余 裕 の な い 端 末 UEmを 選 定 す る 。 な お 、 端 末 に 複
数 の サ ー ビ ス を 行 う こ と も 可 能 で あ る た め 、 一 端 末 に 対 し て QoS毎 に ス ル ー プ ッ ト を 算 出
し 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト と の 差 や 余 裕 を 判 断 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 7で は 、 δ max＝ ０ と 初 期 化 し (ス テ ッ プ 271)、 つ い で 、 ｉ ＝ ０ と し た 後 、 ｉ を 歩 進 し (
ス テ ッ プ 272,273)、 ｉ が ハ ン ド オ ー バ 候 補 数 nよ り 大 き く な っ た か チ ェ ッ ク し (ス テ ッ プ 27
4)、 ｉ ≦ ｎ で あ れ ば 第 ｉ 候 補 の δ ｉ と δ maxの 大 小 を 比 較 し (ス テ ッ プ 275)、 δ ｉ ≦ δ max
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で あ れ ば ス テ ッ プ 273に 戻 り 以 降 の 処 理 を 繰 返 し 、 δ ｉ ＞ δ maxで あ れ ば 、 δ max＝ δ ｉ と
す る と 共 に UEm＝ 第 ｉ 候 補 と し (ス テ ッ プ 276)、 ス テ ッ プ 273に 戻 り 以 降 の 処 理 を 繰 返 す 。
　 一 方 、 ス テ ッ プ 274で ｉ ＞ ｎ と な れ ば 、 保 存 さ れ て い る 第 ｉ 候 補 を 最 も 閾 値 に 対 し て 余
裕 の な い 端 末 UEmと し て 選 択 し (ス テ ッ プ 277)、 該 端 末 UEmを 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 RNC
に 送 信 す る と 共 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る (ス テ ッ プ 278)。
　 RNCの ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 は 、 基 地 局 Node Ｂ か ら 要 求 の あ っ た 端 末 UEmに 対 し て 従 来 の
周 知 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。 こ の ハ ン ド オ ー バ 制 御 と は 、 図 8に 示 す よ う に 、 現 基 地
局 と 異 な る 搬 送 周 波 数 を 有 す る ハ ン ド オ ー バ 先 Node B2の 選 定 (ス テ ッ プ 301)、 ハ ン ド オ ー
バ 先 の Node B2と UE間 の 無 線 リ ン ク の 設 定 (ス テ ッ プ 302)、 ハ ン ド オ ー バ の 実 施 (ス テ ッ プ 3
03)及 び 元 の Node B1と UE間 の 無 線 リ ン ク の 解 除 (ス テ ッ プ 304)な ど で あ る 。
　 以 上 の 第 1実 施 例 に 基 づ い て 異 な る 周 波 数 の 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ す る こ と に よ り 、 以
下 の 効 果 が あ る 。
　 端 末 UEmは 、 良 い 伝 送 環 境 に 移 れ た 場 合 、 た と え ば 動 画 像 伝 送 に お け る 画 像 の 欠 落 な ど
の 障 害 な く 通 信 が 可 能 と な る 。
　 基 地 局 Node Bは 、 通 信 に よ る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 地 局 間 や 周 波
数 間 の 処 理 負 荷 の 平 準 化 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 新 た な ユ ー ザ に 対 し て サ ー ビ ス が 可
能 と な る 。
　 通 信 シ ス テ ム (事 業 者 )は 、 サ ー ビ ス (QoS)に 対 し て 、 通 信 速 度 の 保 証 が 容 易 と な る 。 こ
れ に よ り 、 ユ ー ザ に 対 し て 高 品 質 を ア ピ ー ル で き る 。
　 な お 、 第 1実 施 例 で は 、 測 定 ま た は 算 出 し た C/Iを 元 に CQIを 算 出 し 、 基 地 局 に 返 送 し て
い る が 、 CQIを 用 い ず C/Iを 返 送 し て も 良 い し 、 S/Nを 返 送 し て も よ い 。 ま た 、 こ の CQIを も
と に 基 地 局 に お い て 、 ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ TrBlkSizeを 決 定 し て い る が 、 CQIを
用 い ず 上 位 (RNC)で 指 定 し た TrBlkSizeを 用 い て 送 信 し て も よ い 。
　 ま た 、 デ ー タ の 到 達 /未 達 を ACK/NACKを 用 い て 返 送 し て い る が 、 ス ル ー プ ッ ト の 計 算 が
可 能 で あ れ ば 、 ACK/NACKを 用 い な く て も 良 い 。
　 ま た 、 ス ル ー プ ッ ト の 余 裕 を 判 断 せ ず 、 単 に 所 要 ス ル ー プ ッ ト に 対 し て 満 た し て い る か
満 た し て い な い か 、 す な わ ち 、 Tks < Tkdsの 場 合 、 ハ ン ド オ ー バ を 行 う こ と も 可 能 で あ る
。 た だ し 、 こ の 場 合 に は 呼 損 と な っ て 通 信 が 終 了 し て し ま う 可 能 性 も あ る 。
　 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Tksthは 、 上 位 か ら 与 え ら れ る と し て も 良 い し 、 基 地 局 で 決 め て も よ
い 。 ま た 、 サ ー ビ ス 毎 に 可 変 し て も 良 い し 、 伝 送 環 境 等 を 元 に ダ イ ナ ミ ッ ク に 可 変 し て も
よ い 。
　 更 に 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト は 、 あ る デ ー タ が 伝 送 さ れ る た め に 許 容 で き る 時 間 を 示 し て い
る た め 、 最 大 許 容 遅 延 量 と 等 価 で あ る 。
　 本 実 施 例 に お け る ス ル ー プ ッ ト の 余 裕 の 閾 値 と の 比 較 を RNCで 行 う な ど 、 RNCと 基 地 局 の
処 理 の 分 担 を 変 え る こ と も 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 RNCで は な く 、 さ ら に 上 位 の 装 置 で 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 上 位 で
あ る RNCに お い て 、 ハ ン ド オ ー バ を 制 御 管 理 す る こ と に よ っ て 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の 周 波 数
の 選 択 が 容 易 と な る 。
　 ま た 、 従 来 方 法 に 従 っ て 送 信 相 手 の 端 末 を 選 択 す る 送 信 UE選 択 部 11を 狭 義 ス ケ ジ ュ ー ラ
と し 、 再 送 制 御 や ト ラ ン ス ポ ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ TrBlkSizeの 決 定 な ど の 機 能 部 を 含 め て
ス ケ ジ ュ ー ラ 部 2hと 呼 ぶ こ と と す る 。
　 図 9は 第 1実 施 例 の 一 般 形 式 の 構 成 図 で あ り 、 図 1の ACK/NACK抽 出 部 2cは 再 送 制 御 情 報 抽
出 部 2c′ に 、 CQI抽 出 部 2jは 品 質 情 報 抽 出 部 2j′ に 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部 12は 送 信 ビ ッ
ト 数 設 定 部 12′ に 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13は 伝 送 速 度 算 出 部 13′ に 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発
生 部 14は 伝 送 速 度 閾 値 発 生 部 14′ に 変 更 さ れ て い る 。
　 図 1の 第 1実 施 例 で は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ を ス ケ ジ ュ ー ラ 2hに 入 れ て い な い が 、 図 10
に 示 す よ う に ス ケ ジ ュ ー ラ 部 ２ ｈ に 組 み 込 む こ と も で き る 。 又 、 第 1実 施 例 は 1搬 送 波 に 対
し て 1Node Bと し た 場 合 、 す な わ ち 、 1Node Bに 1搬 送 波 を 割 り 当 て た 場 合 を 示 し て い る が
、 1Node Bに 複 数 搬 送 波 を 割 り 当 て る こ と も で き る 。 図 11は 1つ の Node Bに ２ つ の 搬 送 波 (
周 波 数 f1， f2)を 割 り 当 て た 場 合 の 構 成 図 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 搬 送 波 に つ い て 送 受 信 機 （

(42) JP WO2004/112419 A1 2004.12.23



送 受 信 系 及 び ス ケ ジ ュ ー ラ 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ） を 設 け た 構 成 に な っ て お り 、 あ た か も
、 1搬 送 波 が 割 り 当 て ら れ た Node Bが 2台 存 在 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 RNCに お い
て ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 1aは 図 8の ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ B） 第 2実 施 例
　 第 1実 施 例 で は 基 地 局 Node Bで ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 っ て 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 、 ハ
ン ド オ ー バ す べ き 端 末 の 決 定 を 行 っ て 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 RNCに ハ ン ド オ ー バ 要 求
し た が 、 こ れ ら 処 理 を す べ て RNCに 持 た せ る こ と が で き る 。
　 図 12は 第 2実 施 例 の 構 成 図 で あ り 、 図 13は 第 2実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 14～ 図 16は 処 理
フ ロ ー で あ り 、 第 1実 施 例 と 異 な る 部 分 の み 以 下 に 説 明 す る 。 図 13の プ ロ ト コ ル に お い て
、 処 理 P１ ～ P3は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 P41,P51は 第 1実 施 例 と 異 な る 。 図 14は 処 理
P41の 処 理 フ ロ ー 、 図 15、 図 16は 処 理 P51の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 2実 施 例 で は 、 サ ー ビ ス 品 質 QoSに 対 す る 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkds、 実 際 の UE毎 か つ QoS
毎 の ス ル ー プ ッ ト Tks及 び ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Tksthを す べ て 上 位 で あ る RNCで 一 元 管 理 し 、
ハ ン ド オ ー バ の 必 要 の 有 無 判 定 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 あ る セ ク タ で 使 用 さ れ て い る 周 波 数
に 対 し て 、 そ の 使 用 状 況 や 実 際 の ス ル ー プ ッ ト を 考 慮 し て 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 の 有 無 や
ハ ン ド オ ー バ 先 の 周 波 数 の 選 択 が 容 易 と な る 。 ま た 、 従 来 の シ ス テ ム と の 親 和 性 も 高 い 。
　 以 下 に 、 第 1実 施 例 と 異 な る 動 作 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 周 波 数 f1を 搬 送 波 と す る 基 地 局 Node B 2 1 に お い て 、 あ る 端 末 UEkに 対 す る 実 際 の ス ル ー
プ ッ ト Tks， 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkdsを 算 出 す る ま で の 処 理 は 、 実 施 例 1と 同 様 で あ る (図 14
の ス テ ッ プ 251～ 256)。
　 次 に 、 基 地 局 Node B 2 1 の ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13及 び ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 14は 、 そ
れ ぞ れ ス ル ー プ ッ ト Tks、 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkds、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Tksthを RNCに 報 告 す
る (ス テ ッ プ 265)。 こ の 際 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13は UE番 号 (こ の 場 合 は k)、 QoS(ま た は ト
ラ ヒ ッ ク ク ラ ス )も  RNCに 報 告 す る 。
　 RNCの ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 1aは 図 15の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。 す
な わ ち 、 ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 1aは 上 記 の ス ル ー プ ッ ト Tks、 所 要 ス ル ー プ ッ ト Tkds、 ス ル
ー プ ッ ト 閾 値 Tksthを 受 信 す る と (ス テ ッ プ 250a～ 250c)、 第 1実 施 例 と 同 様 (図 6の 処 理 フ ロ
ー 参 照 )に 、 最 も 余 裕 の な い ま た は 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト を 満 た し て い な い 端 末 UEmを 選 択 す
る (ス テ ッ プ 259～ 261)。
　 次 に 、 ハ ン ド オ ー バ 管 理 部 1aは 、 図 16の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 先 (た と え ば ,
異 な る 周 波 数 f2を 搬 送 波 と す る 基 地 局 Node B 2 2 )を 選 択 し 、 ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。 尚 、 ス
テ ッ プ 300は 図 7と 同 一 処 理 に よ り ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る ス テ ッ プ 、 ス テ ッ プ 301～ 3
04は 第 1実 施 例 の 図 ８ と 同 一 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 以 上 に よ り 、 第 2実 施 例 に よ れ ば 、 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 更 に 、
ハ ン ド オ ー バ す る た め の 情 報 を 一 元 管 理 で き る こ と に よ り 、 RNCの 制 御 が 柔 軟 か つ 容 易 と
な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 (Ｃ )第 3実 施 例
　 第 3実 施 例 は 搬 送 周 波 数 毎 に 制 御 部 を 持 ち 、 基 地 局 内 だ け で ハ ン ド オ ー バ の 分 散 処 理 を
行 う 。
　 図 17は 第 3実 施 例 の 構 成 図 、 図 18は 第 3実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 19～ 図 20は 処 理 フ ロ ー
で あ る 。 図 18の プ ロ ト コ ル に お い て 、 処 理 P１ ～ P3,P5は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 P42
は 第 1実 施 例 と 異 な る 。 図 19， 図 20は 処 理 P42の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 1実 施 例 及 び 第 2実 施 例 で は 、 上 位 (例 え ば RNC)で ハ ン ド オ ー バ の 管 理 及 び 制 御 を 行 っ
て い る が 、 第 3実 施 例 で は ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 間 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 基 地 局 同 士 又 は 基
地 局 内 の 送 受 信 機 同 士 で ハ ン ド オ ー バ の 制 御 及 び 管 理 を 行 う 。 す な わ ち 、 上 位 装 置 に よ る
一 元 制 御 で は な く 、 分 散 自 律 制 御 を 行 う 。
　 以 下 に 第 1実 施 例 と 異 な る 動 作 の み 説 明 す る 。 な お 、 基 地 局 Node B内 の 送 受 信 機 （ 周 波
数 f1） 21に 割 り 当 て て い る 端 末 を 、 基 地 局 Node B内 の 送 受 信 機 （ 周 波 数 f2） 22に ハ ン ド オ
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ー バ さ せ る も の と す る 。
　 送 受 信 機 21に お い て 、 最 も 閾 値 に 対 し て 余 裕 の な い 端 末 UEmを 選 定 し 、 ハ ン ド オ ー バ す
る こ と を 決 定 す る と こ ろ ま で は 、 第 1実 施 例 1と 同 様 で あ る (図 19の ス テ ッ プ 251～ 261、 図 2
0の ス テ ッ プ 262)。 ス テ ッ プ 262は 図 7の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る
処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 次 に 、 送 受 信 機 21の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 2ｉ は 、 ハ ン ド オ ー バ 対 象 と な る 端 末 UEｍ が 移
動 す る こ と な く 受 信 で き る 周 波 数 を 送 信 し て い る 基 地 局 ま た は 基 地 局 内 の 送 受 信 機 の 中 か
ら ハ ン ド オ ー バ 先 を 選 定 す る (図 20の ス テ ッ プ 263)。 こ こ で は 仮 に Node B 内 の 送 受 信 機 22
と す る 。 つ い で 、 こ の 送 受 信 機 22の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 対 し て 、 ハ ン ド オ ー バ を 要
求 す る (ス テ ッ プ 264)。
　 ハ ン ド オ ー バ を 要 求 さ れ た 送 受 信 機 22の ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 端 末 UEmに 対 し て
ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 以 上 、 第 3実 施 例 に よ れ ば 、 第 1実 施 例 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 又 、 第 3実 施
例 に よ れ ば 、 RNCを 介 す る こ と な く ハ ン ド オ ー バ を 行 う こ と が 可 能 な た め 、 上 位 と の 通 信
量 を 削 減 で き る 。 ま た 直 接 情 報 交 換 が 可 能 で あ る こ と か ら 、 ハ ン ド オ ー バ に 要 す る 時 間 を
短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ Ｄ ） 第 4実 施 例
　 第 1実 施 例 ～ 第 3実 施 例 に お い て は 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト と 実 際 の ス ル ー プ ッ ト の 差 に 閾 値
を 設 け 、 最 も 劣 化 し て い る 端 末 か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し た 。 第 4実 施 例 で は 、 各 サ ー
ビ ス に 対 し て 設 定 さ れ て い る 最 大 遅 延 許 容 時 間 を 考 慮 し 最 も 遅 延 に 関 し て 厳 し い 端 末 を 選
択 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 21は 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 22は 第 4実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 23～ 図 24は 処 理 フ ロ
ー で あ る 。 図 21に お い て 、 図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 遅 延 時 間 算 出 部 31が ス ル ー プ ッ
ト 算 出 部 11に 代 わ っ て 設 け ら れ て い る 点 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 32が ス ル ー プ ッ ト 閾 値
発 生 部 14の 代 わ り に 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。 ま た 、 図 22の プ ロ ト コ ル に お い て 、 処 理 P
１ ～ P3,P5は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 P43は 第 1実 施 例 と 異 な る 。 図 23、 図 24は 処 理 P4
3の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 1実 施 例 と 同 様 に あ る 端 末 UEkが サ ー ビ ス q1(QoS=q1)を 受 信 し て い る と し 、 そ の 最 大 許
容 遅 延 時 間 を tq1_maxす る 。 な お 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 は 上 位 か ら 最 大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 3
2に 設 定 さ れ る も の と す る 。 ま た 、 あ る デ ー タ が 、 端 末 に 正 し く 伝 送 さ れ る ま で に 要 し た
時 間 が 伝 送 遅 延 時 間 で あ り 、 こ れ を tk,q1と す る 。 伝 送 遅 延 時 間 の 算 出 法 は 、 基 地 局 が 端
末 に デ ー タ を 送 信 し た 時 間 を ス ケ ジ ュ ー ラ 部 2hの 遅 延 時 間 算 出 部 31で 記 憶 し て お く 。 遅 延
時 間 算 出 部 31は 端 末 よ り 返 さ れ た ACKの 受 信 時 間 を 監 視 し 、 送 信 し た デ ー タ 量 (ト ラ ン ス ポ
ー ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ TrBlkSize)と 前 述 の 送 信 時 間 ts、 受 信 時 間 trを 基 に 単 位 デ ー タ 量 当 り
の 伝 送 遅 延 時 間 tk,q1を 次 式
　 tk,q1＝ (tr－ ts)／ TrBlkSize
に よ り 算 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 2ｉ に 入 力 す る (以 上 、 図 23の ス テ ッ プ ス テ ッ プ 401～ 4
05)。 つ い で 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 設 定 部 32は 予 め 設 定 さ れ て い る 品 質 サ ー ビ ス QoSに 応 じ た
最 大 許 容 遅 延 時 間 tq1_maxを ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 2ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 406)。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 最 大 許 容 遅 延 時 間 に 対 す る 実 際 の 伝 送 遅 延 時 間 を 評 価 す る
た め 、 両 者 の 比 を 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 と し 、 次 式 を 用 い て 算 出 す る (ス テ ッ プ 407)。
　
　
　
　
　
こ こ で 、 δ k,q1は 、 大 き い ほ ど 最 大 許 容 遅 延 時 間 に 対 し て 余 裕 が あ る こ と を 示 し 、 小 さ い
ほ ど 余 裕 が 無 い こ と を 示 す 。 あ る 一 定 期 間 に お け る 通 信 に お い て 、 全 端 末 の 全 て の サ ー ビ
ス に 対 し て 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 を 算 出 し (ス テ ッ プ 408)、 余 裕 が 最 も 小 さ い 値 と な っ た 端 末 U
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Ekを 図 24の 処 理 に よ り 求 め 、 該 端 末 UEkの ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う よ う RNCに 要 求 す る 。 RN
Cは 第 １ 実 施 例 と 同 一 の 制 御 に よ り 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド
オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。
　 以 上 で は 、 最 も 伝 送 時 間 余 裕 が 小 さ い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し た が 、 伝 送 時 間
余 裕 の 大 き い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し て も よ い 。 こ れ は 、 余 裕 の 大 き い 端 末 が 移
動 す る こ と に よ り 、 そ れ ま で 余 裕 の 小 さ か っ た 端 末 の 余 裕 が 改 善 さ れ る 可 能 性 が あ る た め
に で あ る 。
　 以 上 、 第 4実 施 例 に よ れ ば 、 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ・ 変 形 例
　 第 1実 施 例 と 第 4実 施 例 を 組 み 合 せ て 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 図 25
は 変 形 例 の 構 成 図 、 図 26、 図 27は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 基 地 局 は 図 26の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 第 1実 施 例 、 第 4実 施 例 の 基 地 局 処 理 を 行 っ て 各 端 末
UEkの 伝 送 遅 延 時 間 余 裕
　
　
　
　
　
及 び ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ k （ = Tksth－ (Tks－ Tkds)） を 算 出 し 、 保 存 す る 。
　 全 端 末 の 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 δ k,q1及 び ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ kが 求 ま れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ
制 御 部 ２ ｉ は 、 ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ kを 参 照 し て 最 も 劣 化 し た 端 末 か ら 、 ハ ン ド オ ー バ の
第 1優 先 順 位 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 451)。 又 、 伝 送 遅 延 時 間 余 裕 δ k,q1を 参 照 し て 伝 送 遅 延
時 間 余 裕 の 厳 し い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 第 2優 先 順 位 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 452)。
　 つ い で 、 こ れ ら 2つ の 優 先 順 位 を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 45
3)。 例 え ば 、 第 1優 先 順 位 に 対 し て 点 数 を つ け る 。 具 体 的 に は 優 先 順 位 1位 は 20点 、 2位 は 1
9点 、 優 先 順 位 L1位 に (20－ L1+1)点 と す る 。 同 様 に 、 最 大 遅 延 許 容 時 間 に 対 す る 第 2優 先 順
位 1位 に 20点 、 2位 に 19点 、 優 先 順 位 L2位 に (20－ L2+1)点 と す る 。 こ こ で あ る UEの 閾 値 に 対
す る 順 位 が m1位 で 、 最 大 遅 延 許 容 に 対 す る 順 位 が m2位 と す る と し 、 両 者 の 点 数 を 乗 算 し 、
(20－ m1+1)× (20－ m2+1)点 と す る 。 こ の 処 理 を 全 て の 端 末 に 対 し て 行 い 、 最 も 点 数 の 高 い
端 末 を ハ ン ド オ ー バ 対 象 と す る 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り RNCは
搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し (ス テ ッ プ 454)、 該 基 地
局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う (ス テ ッ プ 455)。
　 な お 、 こ こ で は 閾 値 と 最 大 許 容 遅 延 時 間 と を 同 等 に 扱 っ た が 、 重 み 付 け を 行 っ て も 良 い
。 ま た 、 前 述 と 同 様 に 、 最 も 点 数 の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ 対 象 と し て も よ い 。
　 以 上 に よ り 、 変 形 例 に よ れ ば 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 (Ｅ )第 5実 施 例
　 第 5実 施 例 は ス ル ー プ ッ ト の 閾 値 に 対 す る 余 裕 と プ ラ イ オ リ テ ィ を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー
バ 制 御 す る 実 施 例 で あ る 。
　 図 28は 第 5実 施 例 の 構 成 図 、 図 29、 図 30は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 28に お い て 、
図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 プ ラ イ オ リ テ ィ 管 理 部 15が 設 け ら れ て い る 点 、 ハ ン ド オ ー
バ 制 御 部 ２ ｉ が プ ラ イ オ リ テ ィ を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 す る 点 で あ る 。
　 プ ラ イ オ リ テ ィ (優 先 順 位 )の 決 定 に は 以 下 の 要 素 が あ る 。 な お 本 実 施 例 で は 優 先 順 位 の
設 定 方 法 に つ い て は 、 特 に 問 わ な い こ と と す る 。
　 ・ 端 末 間 の プ ラ イ オ リ テ ィ
　 具 体 例 と し て は 、 企 業 に 導 入 さ れ て い る 内 線 電 話 に お い て 、 外 線 が つ な が り や す い 電 話
と つ な が り に く い 電 話 が あ る 場 合 で あ る 。 す な わ ち 、 端 末 毎 の 、 優 先 順 位 付 け で あ る 。 プ
ラ イ オ リ テ ィ は 、 上 位 か ら 与 え ら れ る 。
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　 ・ サ ー ビ ス 間 （ QoS間 ） の プ ラ イ オ リ テ ィ
　 例 え ば 、 動 画 像 伝 送 は 即 時 性 が 求 め ら れ る た め 、 優 先 度 を 高 く し 、 ftpな ど の 伝 送 時 間
を 気 に し な く て 良 い も の は 、 優 先 度 を 低 く す る な ど の 順 位 付 け が 考 え ら れ る 。 ま た 、 例 え
ば 同 じ 動 画 像 伝 送 サ ー ビ ス に お い て も 、 そ の プ ラ イ オ リ テ ィ は 同 じ と は 限 ら な い 。 そ の 内
容 に よ っ て 、 プ ラ イ オ リ テ ィ の 高 低 が 存 在 す る 。 プ ラ イ オ リ テ ィ の 設 定 は 上 位 か ら 設 定 さ
れ る 。
　 ・ 端 末 に 伝 搬 環 境 に よ る プ ラ イ オ リ テ ィ
　 第 1実 施 例 で 述 べ た ス ケ ジ ュ ー ラ に 関 す る も の で あ り 、 端 末 の S/Iな ど 伝 搬 環 境 の 良 い 悪
い で 、 そ の 順 位 付 け を 行 う も の で あ る 。
　 プ ラ イ オ リ テ ィ の 設 定 は 、 基 地 局 で 決 め て も 良 い し 、 上 位 が 決 め て も 良 い 。 図 で は 上 位
よ り プ ラ イ オ リ テ ィ 管 理 部 15に QoSに 応 じ た 優 先 順 位 が 設 定 さ れ て い る 。
　 以 上 の よ う に 、 QoS(サ ー ビ ス )に 対 す る 優 先 順 位 付 け が あ る た め 、 第 1実 施 例 の 様 に 単 純
に サ ー ビ ス 毎 の ス ル ー プ ッ ト を 基 に ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 UEを 選 択 す る と い う 方 法 は 必 ず
し も よ い と は 限 ら な い 。 そ こ で 、 第 5実 施 例 で は ス ル ー プ ッ ト の 閾 値 に 対 す る 余 裕 と プ ラ
イ オ リ テ ィ を 考 慮 し 、 ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 選 定 す る 。
　 基 地 局 は 図 29の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 第 1実 施 例 の 基 地 局 処 理 を 行 っ て 各 端 末 UEkの ス ル ー
プ ッ ト 余 裕 δ k （ = Tksth－ (Tks－ Tkds)） を 算 出 す る と と 共 に 、 各 端 末 の プ ラ イ オ リ テ ィ
Pkを 求 め 、 δ kと Pkを 組 に し て 保 存 す る 。
　 全 端 末 の ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ k及 び プ ラ イ オ リ テ ィ Pkが 求 ま れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部
２ ｉ は 図 30の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 ス ル ー プ ッ ト 余 裕 δ kを 参 照 し て 最 も 劣 化 し た 端 末 か
ら 、 ハ ン ド オ ー バ の 第 1優 先 順 位 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 501)。 又 、 プ ラ イ オ リ テ ィ Pkを 参 照
し て プ ラ イ オ リ テ ィ の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 第 2優 先 順 位 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 502)
。
　 つ い で 、 こ れ ら 2つ の 優 先 順 位 を 考 慮 し て ハ ン ド オ ー バ す る 端 末 を 決 定 す る (ス テ ッ プ 50
3)。 例 え ば 優 先 順 位 に 対 し て 点 数 を つ け る 。 具 体 的 に は 優 先 順 位 1位 は 20点 、 2位 は 19点 、
優 先 順 位 L1位 に (20－ L1+1)点 と す る 。 同 様 に 、 プ ラ イ オ リ テ ィ に 対 す る 優 先 順 位 1位 に 20
点 、 2位 に 19点 、 優 先 順 位 L2位 に (20－ L2+1)点 と す る 。 こ こ で あ る 端 末 UEの 閾 値 に 対 す る
順 位 が m1位 で 、 プ ラ イ オ リ テ ィ に 対 す る 順 位 が m2位 と す る と し 、 両 者 の 点 数 を 乗 算 し 、 (2
0－ m1+1)× (20－ m2+1)点 と す る 。 こ の 処 理 を 全 て の 端 末 に 行 い 、 最 も 点 数 の 高 い 端 末 を ハ
ン ド オ ー バ 対 象 と す る 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り RNCは
搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し (ス テ ッ プ 504)、 該 基 地
局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う (ス テ ッ プ 505)。
　 以 上 で は 閾 値 と 最 大 許 容 遅 延 時 間 と を 同 等 に 扱 っ た が 、 重 み 付 け を 行 っ て も 良 い 。 ま た
、 前 述 と 同 様 に 、 最 も 点 数 の 低 い も の か ら ハ ン ド オ ー バ の 対 象 と し て も よ い 。 更 に 、 プ ラ
イ オ リ テ ィ に よ る ハ ン ド オ ー バ の 優 先 順 位 付 け で あ る が 、 プ ラ イ オ リ テ ィ の 高 い も の か ら
順 位 付 け し て も よ い 。
　 以 上 に よ り 、 第 5実 施 例 に よ れ ば 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ Ｆ ） 第 6実 施 例
　 第 6実 施 例 は 端 末 毎 の ス ル ー プ ッ ト を 元 に ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 31は 第 ６ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 32、 図 33は 基 地 局 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 31に お い て 、
図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 Qos毎 の ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13に 代 え て 端 末 毎 の ス ル ー プ
ッ ト 算 出 部 33が 設 け ら れ 、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 14の 代 わ り に 所 要 ス ル ー プ ッ ト 発 生 部
34が 設 け ら れ て い る 点 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ が 端 末 毎 の ス ル ー プ ッ ト を 考 慮 し て ハ ン
ド オ ー バ 制 御 す る 点 で あ る 。
　 第 6実 施 例 は 、 サ ー ビ ス 品 質 QoSに 無 関 係 に 、 各 端 末 に 対 す る ス ル ー プ ッ ト を 算 出 し 、 ハ
ン ド オ ー バ 制 御 を 行 う 。
　 図 32の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 33は 第 1実 施 例 と 同 様 の 制 御 で 、 各 端
末 UEkの サ ー ビ ス 品 質 QoSを 意 識 す る こ と な く 端 末 毎 の ス ル ー プ ッ ト Tks2を 測 定 し 、 ハ ン ド
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オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 601～ 605)。 ま た 、 所 要 ス ル ー プ ッ ト 発 生 部 34は 各
端 末 の 所 要 ス ル ー プ ッ ト (規 定 の ス ル ー プ ッ ト )Tks2thを ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す
る (ス テ ッ プ 606)。
　 こ れ に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ２ ｉ は 、 ス ル ー プ ッ ト Tks2と 規 定 の ス ル ー プ ッ ト 閾 値 Tks2th
を 用 い て 次 式
　
　
　
　
　
に よ り δ k2を 算 出 す る (ス テ ッ プ 607)。 上 式 よ り 、 δ k2が 大 き い ほ ど 規 定 の ス ル ー プ ッ ト
に 対 し て 余 裕 が あ り 、 小 さ い ほ ど 余 裕 が な い 。 同 様 に し て 基 地 局 に 接 続 し て い る 全 端 末 UE
1～ UEmに 対 し て δ 12～ δ m2を 算 出 す る (ス テ ッ プ 608)。 な お こ の と き 、 Tks2thは 、 全 て の
端 末 に 対 し て 同 じ 値 と し て も 良 い し 、 異 な っ て い て も よ い 。
　 次 に 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 図 33の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 処 理 を 継 続 す る 。 す な わ
ち 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 上 述 の δ 12～ δ m2の 最 小 値 を 選 択 し (ス テ ッ プ 651)、 そ の
端 末 UEnを 特 定 す る 。 す な わ ち 、 規 定 の ス ル ー プ ッ ト に 対 し て 最 も 余 裕 の な い 端 末 UEkを 選
択 し 優 先 的 に ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。
　 ハ ン ド オ ー バ す べ き 端 末 が 求 ま れ ば 、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ に よ り RNCは
搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し (ス テ ッ プ 652)、 該 基 地
局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う (ス テ ッ プ 653)。
　 以 上 に よ り 、 第 6実 施 例 に よ れ ば 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ Ｇ ） 第 ７ 実 施 例
　 第 ７ 実 施 例 は 必 要 送 信 電 力 を 用 い て ハ ン ド オ ー バ 制 御 す る 実 施 例 で あ る 。
　 図 34は 第 ７ 実 施 例 の 構 成 図 、 図 35は 第 ７ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 、 図 36～ 図 37は 基 地 局 の
処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 34に お い て 、 図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ 設 定 部
12、 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 13、 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 発 生 部 14が 削 除 さ れ 、 代 わ っ て 送 信 電 力 算
出 部 41、 所 要 送 信 電 力 算 出 部 42が 設 け ら れ て い る 点 、 ACK/NACK抽 出 部 2cが 削 除 さ れ て い る
点 で あ る 。 ま た 、 図 35の プ ロ ト コ ル に お い て 、 処 理 P１ ,P5は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ る が 処
理 P21は 第 1実 施 例 と 異 な る 。 図 36、 図 37は 処 理 P21の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
　 第 1実 施 例 ～ 第 3実 施 例 に お い て 、 CQIは あ る 端 末 に お け る 受 信 環 境 (伝 搬 環 境 )を 示 し て
い る と 説 明 し た 。 こ こ で CQIは 、 あ る 特 定 の 受 信 条 件 (例 え ば 、 変 調 方 式 、 拡 散 符 号 数 や 基
地 局 の 送 信 電 力 な ど )に お け る 所 要 誤 り 率 を 満 た す 送 信 条 件 を 基 に 作 成 す る こ と が で き る (
3GPP仕 様 で は そ の よ う に な っ て い る )。
　 そ こ で 、 第 7実 施 例 で は 、 基 地 局 の 送 信 電 力 に つ い て 制 御 を 行 う 。
　 上 述 の よ う に あ る 端 末 UEkか ら 送 ら れ た CQIに お い て 、 そ の 端 末 UEkに お
け る 所 要 誤 り 率 を 得 る た め の 所 要 基 地 局 送 信 電 力 が 必 要 と な る 。 一 方 、 基 地 局 の 送 信 電 力
は 、 他 の 端 末 向 け へ の 送 信 電 力 も あ る た め 総 送 信 電 力 の 規 定 が あ る 。 つ ま り 、 ト ー タ ル の
送 信 電 力 を 各 端 末 向 け の 送 信 電 力 に 振 り 分 け を 行 っ て い る 。 以 上 の 2点 よ り 、 他 の 端 末 向
け の 送 信 電 力 と の 兼 ね 合 い か ら 、 あ る 端 末 の 所 要 受 信 誤 り 率 を 満 た す た め の 基 地 局 送 信 電
力 が 、 不 足 す る 可 能 性 が あ る 。 仮 に 不 足 し た 場 合 、 端 末 に お け る 受 信 で 誤 り が 生 じ 、 再 送
要 求 が 基 地 局 に 返 さ れ る か も し れ な い 。 最 悪 の 場 合 、 再 送 が 繰 り 返 さ れ 、 結 果 所 要 の ス ル
ー プ ッ ト を 満 た せ な く な る 可 能 性 が あ る 。
　 そ こ で 、 図 36の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 所 要 送 信 電 力 算 出 部 42は 、 端 末 UEkの CQIを 受 信 す
れ ば 、 該 CQI応 じ た 所 要 受 信 誤 り 率 を 満 た す た め の 基 地 局 送 信 電 力 Pk,cqiを 算 出 し て ハ ン
ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る 。 基 地 局 送 信 電 力 Pk,cqiは 、 CQIと Pk,cqiの 対 応 テ ー ブ ル
を 用 意 し て お く こ と に よ り 該 テ ー ブ ル を 用 い て 求 め る こ と が で き る 。 ま た 、 送 信 電 力 算 出
部 41は ス ケ ジ ュ ー ラ 2hに よ っ て 他 の 端 末 へ 割 り 当 て ら れ た 送 信 電 力 と の 兼 ね 合 い か ら 端 末
UEkに 対 す る 送 信 電 力 Pk,sを 算 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 701～ 7
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04)。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 例 え ば 、 Pk,cqiと Pk,sの 差 を 所 要 電 力 差 δ k3と し 次 式
　
　
　
　
に よ り 求 め る (ス テ ッ プ 705)。 し か る 後 、 全 端 末 に 対 し て δ k3を 計 算 し て 保 存 す る (ス テ ッ
プ 706)。
　 全 端 末 の δ k3が 求 ま れ ば 、 以 後 、 図 37の 処 理 フ ロ ー に よ り 、 最 大 の 所 要 電 力 差 と な っ た
端 末 を ハ ン ド オ ー バ 端 末 と し て 選 択 し 、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 RNCは 搬 送 周 波 数
が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し 、 該 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末
を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。 な お 、 δ k3<0と な っ た 端 末 全 て に 対 し て ハ ン ド オ ー バ
を 行 っ て も よ い 。
　 第 7実 施 例 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 に よ り 、 第 1実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ H） 第 8実 施 例
　 図 38は 第 8実 施 例 の 構 成 図 、 図 39、 図 40は 第 8実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 38に お い て
、 図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 51、 基 地 局 所 要 ス ル ー プ ッ ト
発 生 部 52が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。
　 第 8実 施 例 で は 、 基 地 局 Node Bに 接 続 し て い る 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト が ス ル ー プ ッ ト 閾
値 に 対 し て 充 分 な 余 裕 が あ り 、 各 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い 場 合 で あ っ て
も 、 基 地 局 全 体 の ス ル ー プ ッ ト が 基 地 局 の ス ル ー プ ッ ト 閾 値 に 対 し て 余 裕 が 無 い 場 合 に は
ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し て ハ ン ド オ ー バ を さ せ る 。 な お 、 簡 単 の た め に 全 端 末 に 対 し て
ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い と し て 説 明 す る が 、 一 部 の 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 の
必 要 が あ っ て も よ い 。
　 基 地 局 Node Bkに お い て 、 第 1実 施 例 の よ う に 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 算 出 部 51は 各 端 末 UEk
に お け る ス ル ー プ ッ ト Tksを 測 定 し 、 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト の 平 均 を 基 に 基 地 局 全 体 の ス
ル ー プ ッ ト T k , N B （ 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト と い う ） を 算 出 し 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入
力 す る （ ス テ ッ プ 801） 。 ま た 、 基 地 局 所 要 ス ル ー プ ッ ト 発 生 部 52は 基 地 局 の 所 要 ス ル ー
プ ッ ト (基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 ) T k , N B t h を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る （ ス テ ッ
プ 802） 。
　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ は 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト と 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 が 入 力 さ れ
る と 、 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト T k , N B が 規 定 さ れ た 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト 閾 値 T k , N B t h を 満 た し て
い る か 判 断 す る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 差 を 次 式
　
　
　
　
に よ り 求 め (ス テ ッ プ 803)、 δ k 4 <0で あ る か チ ェ ッ ク す る (ス テ ッ プ 804)。
　 δ k 4 ≧ 0で あ れ ば ハ ン ド オ ー バ 未 実 施 と す る (ス テ ッ プ 805)。 し か し 、 δ k 4 <0で あ れ ば 、
ハ ン ド オ ー バ 実 施 と 決 定 し (ス テ ッ プ ス テ ッ プ 806)、 第 1実 施 例 ～ 第 7実 施 例 に 従 っ て ハ ン
ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し (ス テ ッ プ 807)、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る (ス テ ッ プ 808)。 こ
れ に よ り RNCは 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し 、 該 基 地
局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 基 地 局 全 体 の ス ル ー プ ッ ト の 改 善 が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 別 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 法 と し て 、 同 じ エ リ ア を カ バ ー し 、 別 周 波 数 を 用 い て い る
2つ の 基 地 局 Node B3と Node B4を 考 え る 。 RNCは 図 40の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 各 基 地 局 ス ル
ー プ ッ ト T 3 , N B 、 T 4 , N B を 受 信 し (ス テ ッ プ 851， 852)、 こ れ ら を 比 較 し (ス テ ッ プ 853)、 T 3 ,
N B >>T 4 , N B と な る よ う な 偏 り が あ る 場 合 に は 、 換 言 す れ ば 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き
い 時 は 、 一 方 の Node B3か ら 他 方 の Node B4へ の ハ ン ド オ ー バ を 行 う (ス テ ッ プ 854)。 従 っ
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て 、 T 3 , N B <<T 4 , N B の 場 合 に も Node B4か ら Node B3へ ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。 ハ ン ド オ ー バ は
第 1実 施 例 ～ 第 7実 施 例 で 示 し た よ う な 方 法 を 用 い て 行 う 。 し か し 、 ス テ ッ プ 853に お い て
、 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き く な け れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 実 施 し な い (ス テ ッ プ 8
55)。
　 な お 、 RNCで 情 報 を 集 約 し RNCに お い て こ れ ら の 判 断 を 行 い 実 行 し て も 良 い し 、 基 地 局 同
士 で 情 報 を 交 換 し て 判 断 を 行 っ て 実 行 し て も よ い 。
　 以 上 の 制 御 に よ り 、 両 者 の 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト の 不 均 衡 を 是 正 す る こ と が 可 能 と な り 、
基 地 局 負 荷 の 不 均 衡 を 減 ら し 、 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ Ｉ ） 第 9実 施 例
　 第 9実 施 例 は 1基 地 局 当 た り の 収 容 端 末 数 を 基 に ハ ン ド オ ー バ す る か 否 か を 決 定 す る 実 施
例 で あ る 。 図 41は 第 9実 施 例 の 構 成 図 、 図 42、 図 43は 第 ９ 実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。 図 4
1に お い て 、 図 1の 第 1実 施 例 と 異 な る 点 は 、 端 末 収 容 数 算 出 部 61、 端 末 収 容 数 閾 値 発 生 部 6
2が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。
　 第 9実 施 例 で は 、 基 地 局 Node Bに 接 続 し て い る 各 端 末 の ス ル ー プ ッ ト が ス ル ー プ ッ ト 閾
値 に 対 し て 充 分 な 余 裕 が あ り 、 各 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い 場 合 で あ っ て
も 、 基 地 局 の 収 容 端 末 数 が 多 い 場 合 に は ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し て ハ ン ド オ ー バ を さ せ
る 。 な お 、 簡 単 の た め に 全 端 末 に 対 し て 第 1実 施 例 の ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が な い と し て
説 明 す る が 、 一 部 の 端 末 に 対 し て ハ ン ド オ ー バ 制 御 の 必 要 が あ っ て も よ い 。
　 基 地 局 Node Bkに お い て 、 端 末 収 容 数 算 出 部 61は 端 末 収 容 数 N U E , k を 算 出 し て ハ ン ド オ ー
バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 901)。 又 、 端 末 収 容 数 閾 値 発 生 部 62は 基 地 局 の 端 末 収
容 数 の 閾 値 N U E t h を ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 ２ ｉ に 入 力 す る (ス テ ッ プ 902)。 ハ ン ド オ ー バ 制 御
部 ２ ｉ は 、 端 末 収 容 数 N U E , k と 端 末 収 容 数 の 閾 値 N U E t h が 入 力 さ れ る と 、 端 末 収 容 数 N U E , k
が 規 定 さ れ た 端 末 収 容 数 の 閾 値 N U E t h を 満 た し て い る か 判 断 す る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 差
を 次 式
　
　
　
　
に よ り 求 め (ス テ ッ プ 903)、 δ k 5 >0で あ る か チ ェ ッ ク す る (ス テ ッ プ 904)。
　 δ k 5 ≦ 0で あ れ ば ハ ン ド オ ー バ 不 実 施 と す る (ス テ ッ プ 905)。 し か し 、 δ k 5 >0で あ れ ば 、
ハ ン ド オ ー バ 実 施 と 決 定 し (ス テ ッ プ ス テ ッ プ 906)、 第 1実 施 例 ～ 第 7実 施 例 に 従 っ て ハ ン
ド オ ー バ 端 末 を 決 定 し (ス テ ッ プ 907)、 RNCに ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る (ス テ ッ プ 908)。 こ
れ に よ り RNCは 搬 送 周 波 数 が 異 な る ハ ン ド オ ー バ 先 の 基 地 局 装 置 Node Bを 選 択 し 、 該 基 地
局 へ ハ ン ド オ ー バ 対 象 端 末 を ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 。
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 基 地 局 に お け る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 別 の ハ ン ド オ ー バ 制 御 法 と し て 、 同 じ エ リ ア を カ バ ー し 、 別 周 波 数 を 用 い て い る
2つ の 基 地 局 Node B5と Node B6を 考 え る 。 RNCは 図 43の 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 、 各 基 地 局 収 容
数 N U E , 5 、 N U E , 6 を 受 信 し (ス テ ッ プ 951,952)、 こ れ ら を 比 較 し (ス テ ッ プ 953)、 N U E , 5 >>N U E
, 6 と な る よ う な 偏 り が あ る 場 合 に は 、 換 言 す れ ば 一 方 が 他 方 よ り 設 定 値 以 上 大 き い 時 は 、
一 方 の Node B5か ら 他 方 の Node B6へ の ハ ン ド オ ー バ を 行 う (ス テ ッ プ 954)。 従 っ て 、 N U E , 5
<<N U E , 6 の 場 合 に も Node B6か ら Node B5へ ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。 ハ ン ド オ ー バ は 第 1実 施 例
～ 第 7実 施 例 で 示 し た よ う な 方 法 を 用 い て 行 う 。 し か し 、 ス テ ッ プ 953に お い て 、 一 方 が 他
方 よ り 設 定 値 以 上 大 き く な け れ ば 、 ハ ン ド オ ー バ 制 御 を 実 施 し な い (ス テ ッ プ 955)。
　 以 上 の 制 御 に よ り 、 両 者 の 基 地 局 ス ル ー プ ッ ト の 不 均 衡 を 是 正 す る こ と が 可 能 と な り 、
基 地 局 負 荷 の 不 均 衡 を 減 ら し 、 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ Ｊ ） 第 10実 施 例
　 第 10実 施 例 は 異 シ ス テ ム へ の ハ ン ド オ ー バ を 実 現 す る 実 施 例 で あ る 。 図 44及 び 図 45に イ
メ ー ジ 図 、 図 46に プ ロ ト コ ル を 、 図 47に 処 理 フ ロ ー を 示 す 。
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　 第 1～ 第 9実 施 例 で は 同 じ シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ で あ っ た が 、 第 10実 施 例 で は ハ
ン ド オ ー バ 先 を 異 な る シ ス テ ム （ 例 え ば W-CDMA→ PDC, W-CDMA→ GSM） と す る 。
　 端 末 UEk1が 位 置 し て い る 場 所 に 対 し て 、 複 数 の 移 動 通 信 シ ス テ ム (例 え ば 、 W-CDMAと PDC
な ど )が サ ー ビ ス さ れ て い る 場 合 は (図 44)、 異 シ ス テ ム ハ ン ド オ ー バ を 行 う 。
　 ハ ン ド オ ー バ 端 末 の 決 定 処 理 や ハ ン ド オ ー バ 制 御 は 第 1～ 第 9実 施 例 を 適 用 す る 。 異 な る
点 と し て は 、 基 地 局 の 上 位 の RNC 1だ け で は な く 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の RNC 1′ ま た は 基 地 局
2′ と の 間 で ハ ン ド オ ー バ を 管 理 、 制 御 し て ハ ン ド オ ー バ を 実 施 す る 必 要 が あ る 点 で あ る
。 す な わ ち 、 RNC １ の 上 位 で あ る Core Network ４ の 他 シ ス テ ム と の 接 続 点 で あ る Gate wa
y ５ を 通 じ 、 ハ ン ド オ ー バ 先 の RNC 1′ や 基 地 局  2′ と の 間 で 制 御 を 行 う (図 45参 照 )。
　 こ こ で Core Networkと は 、 例 え ば MSC、 GMSC、 GMSC、 GGSN等 で 構 成 さ れ る も の で あ り 、
回 線 交 換 機 能 や パ ケ ッ ト 交 換 機 能 を 実 施 す る も の で 、 Gate wayを 介 し て 異 な る シ ス テ ム と
の 接 続 を 行 う 。 ま た 、 異 シ ス テ ム と は 、 異 な る 事 業 者 の W-CDMAシ ス テ ム や PDCシ ス テ ム や G
SMシ ス テ ム な ど で あ る 。 な お 、 端 末 は 複 数 の 移 動 通 信 シ ス テ ム に 対 し て 送 受 信 が 可 能 で あ
る こ と が 必 要 で あ り 、 現 在 こ の よ う な タ イ プ の 端 末 を デ ュ ア ル モ ー ド 端 末 と 読 ん で お り 、
W-CDMAと GSMが 使 用 で き る も の が 製 品 化 さ れ て い る 。
　 図 46の プ ロ ト コ ル で 処 理 P1～ P4は 第 1実 施 例 と 同 じ で あ り 、 処 理 P5の 処 理 の み が 異 な る
。 す な わ ち 処 理 P5で は 、 図 47に 示 す 処 理 フ ロ ー に 従 っ て 異 シ ス テ ム に ハ ン ド オ ー バ を 要 求
す る 。
　 第 1～ 第 9実 施 例 に 基 づ き RNCま た は Node Bに お い て ハ ン ド オ ー バ の 実 施 が 必 要 と 判 断 し
た と き 、 上 位 で あ る Core Network ４ お よ び た 他 シ ス テ ム の 接 続 点 で あ る Gate Way ５ を 介
し て ハ ン ド オ ー バ 先 の RNC 1′ な い し Node B 2′ に ハ ン ド オ ー バ 実 施 を 要 求 す る (ス テ ッ プ
1001～ 1002)。 要 求 を 受 け た ハ ン ド オ ー バ 先 の RNC1′ な い し Node B2′ は 、 ハ ン ド オ ー バ 実
施 の 可 能 性 を 確 認 し （ ス テ ッ プ 1003） 、 可 能 で あ れ ば ハ ン ド オ ー バ 元 シ ス テ ム の RNC 1お
よ び Node B ２ に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る 。 こ れ を う け て 、 異 な る 周 波 数 ま た は 異 な る 周
波 数 か つ 異 な る 変 調 方 式 を 用 い て 異 な る シ ス テ ム へ と ハ ン ド オ ー バ を 実 施 す る (ス テ ッ プ 1
004～ 1005)。
　 以 上 に よ り 、 第 1～ 第 9実 施 例 と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 あ る シ ス テ ム に
お い て 収 容 で き な か っ た サ ー ビ ス （ QoS)が 、 別 シ ス テ ム に 移 動 す る こ と に よ り サ ー ビ ス が
可 能 と な る な ど の 効 果 も あ る 。
　 以 上 の 本 発 明 に よ り 、 以 下 の 効 果 が 生 じ る 。
　 端 末 は 、 動 画 像 伝 送 に お け る 画 像 の 欠 落 な ど の 障 害 な く 通 信 が 可 能 と な る 。
　 基 地 局 は 、 通 信 に よ る 処 理 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 地 局 間 や 周 波 数 間 の
処 理 負 荷 の 平 準 化 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 新 た な ユ ー ザ に 対 し て サ ー ビ ス が 可 能 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ・ 付 記
　 (付 記 １ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣
化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、
　 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 制 御 手 段
、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ２ )  端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無 線
ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 基 地 局 装 置 は 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 す る 手 段 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質 劣
化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 す る 検 出 手 段 、
　 前 記 検 出 し た 端 末 を 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る よ う 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装
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置 に 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、
　 前 記 要 求 に よ り 、 前 記 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン
ド オ ー バ さ せ る 手 段 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 移 動 通 信 シ ス テ ム 。
　 (付 記 ３ )  前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 異 な る 移 動 通 信 シ ス テ ム へ ハ ン ド オ ー バ
さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 2記 載 の 無 線 通 信 シ ス テ ム 。
　 (付 記 ４ )無 線 通 信 に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 端 末 の 受 信 状 態 を 監 視 し 、
　 受 信 状 態 に 基 づ い て 、 呼 損 や 品 質 劣 化 が 生 じ る 可 能 性 の あ る 端 末 、 あ る い は 呼 損 や 品 質
劣 化 が 生 じ て い る 端 末 を 検 出 し 、
　 該 端 末 を 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る た め
の 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
　 (付 記 ５ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ
い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局
装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ６ )  サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 す る 手 段 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 は 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と
前 記 速 度 閾 値 と の 差 の 大 き さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 5記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ７ )  前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 前 記 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と
に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ
ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に
よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ５ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ８ )  前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 端 末 毎 に 、 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に
よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 を 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に 入 力 し 、
　 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 基 地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 伝
送 速 度 に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 の
場 合 に は 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 5記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ９ )  端 末 間 の 優 先 順 位 あ る い は サ ー ビ ス 品 質 間 の 優 先 順 位 あ る い は 端 末 の 受 信 状
態 間 の 優 先 順 位 を 設 定 す る プ ラ イ オ リ テ ィ 設 定 手 段 、
　 端 末 あ る い は 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 あ る い は 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 プ ラ イ オ
リ テ ィ 設 定 手 段 よ り ハ ン ド オ ー バ の 第 1の 優 先 順 位 を 決 定 す る と 共 に 、 前 記 所 要 伝 送 速 度
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と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と の 差 に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ の 優 先 順 位 を 決 定 す る 手 段
、
　 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 第 1、 第 2の 優 先 順 位 に 基 づ い て 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ
ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基
地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 5記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ０ )  端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無
線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す CQI情 報 を 抽 出 し 、
　 前 記 端 末 の CQI情 報 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に
基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ る か 判 断 し 、 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送
周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
　 (付 記 １ １ )  サ ー ビ ス 品 質 毎 に 伝 送 速 度 の 閾 値 を 保 存 し て お き 、
　 前 記 伝 送 速 度 と 前 記 所 要 伝 送 速 度 と の 差 で あ る 速 度 余 裕 値 と 前 記 速 度 閾 値 と の 差 の 大 き
さ に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ 端 末 を 決 定 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ０ 記 載 の ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
　 (付 記 １ ２ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を
算 出 す る 伝 送 遅 延 時 間 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送 遅 延
時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要
で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う ハ
ン ド オ ー バ 制 御 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ３ )  前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算 出 し た 伝 送
遅 延 時 間 と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が
必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク
制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン
ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ４ )  前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 端 末 毎 に 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記 算
出 し た 伝 送 遅 延 時 間 を 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に 入 力 し 、
　 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 は 、 基 地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 基
地 局 装 置 よ り 受 信 し た 前 記 伝 送 遅 延 時 間 に 基 づ い て 、 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性
を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 の 場 合 に は 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地
局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
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　 (付 記 １ ５ )  前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝
送 速 度 を 算 出 す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に
基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 1の 優 先 順 位 を 決 定 す る と 共 に 、 前 記 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 前 記
算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間 と に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 第 ２ の 優 先 順 位 を 決 定 す る 手 段 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ 制 御 手 段 は 、 第 1、 第 2の 優 先 順 位 に 基 づ い て 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ
ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基
地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制 御 を 行 う 、
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ２ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ６ )  端 末 と 、 該 端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 と 、 基 地 局 装 置 を 制 御 す る 無
線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 を 備 え た 移 動 通 信 シ ス テ ム に お け る ハ ン ド オ ー バ 方 法 に お い て 、
　 各 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 し 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す CQI情 報 を 抽 出 し 、
　 前 記 端 末 の CQI情 報 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 遅 延 時 間 を
算 出 し 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 最 大 許 容 遅 延 時 間 と 算 出 し た 伝 送 遅 延 時 間
と に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ
れ ば 該 端 末 を 搬 送 周 波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド オ ー バ 方 法 。
　 (付 記 １ ７ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と 伝 送 速 度 閾 値 と の 差 に 基 づ い て 、 各 端 末 に つ い て ハ ン ド オ ー バ
の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ が 必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー
バ を 要 求 し 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周
波 数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ８ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 に 基 づ い て 該 端 末 に 伝 送 品 質 を 一 定 以 上 に 保 持 す る た め
に 必 要 と な る 所 要 送 信 電 力 を 算 出 す る 所 要 送 信 電 力 算 出 部 、
　 実 際 の 送 信 電 力 と 所 要 送 信 電 力 と に 基 づ い て ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ
ー バ が 必 要 で あ れ ば 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ を 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制
御 部 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 １ ９ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
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　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 各 端 末 に つ い て 算 出 し た 伝 送 速 度 を 用 い て 基 地 局 全 体 の 伝 送 速 度 を 算 出 す る 基 地 局 伝 送
速 度 算 出 部 、
　 基 地 局 全 体 の 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 基 地 局 伝 送 速 度 と か ら 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要
性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が あ れ ば 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品 質 に よ り 決 ま る 所
要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 ど の 端 末 を ハ ン ド オ ー バ す る か を 選 定
し 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ２ ０ )  隣 接 す る 基 地 局 装 置 の 基 地 局 伝 送 速 度 を 比 較 し 、 差 が 設 定 値 よ り 大 き い 場
合 は 、 基 地 局 伝 送 速 度 が 大 き い 基 地 局 装 置 配 下 の 端 末 を 前 記 隣 接 基 地 局 装 置 に ハ ン ド オ ー
バ さ せ る 制 御 を 行 う 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ ９ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ２ １ )  端 末 と 無 線 で 通 信 す る 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 端 末 か ら 送 信 さ れ た 信 号 を 受 信 し て 復 調 す る 受 信 ・ 復 調 部 、
　 復 調 さ れ た デ ー タ よ り 、 端 末 の 受 信 状 態 を 示 す 情 報 及 び デ ー タ の 到 達 /未 到 達 を 示 す 再
送 制 御 情 報 を 抽 出 す る 情 報 抽 出 部 、
　 端 末 毎 に 送 信 デ ー タ や 再 送 デ ー タ を 保 持 す る 送 信 バ ッ フ ァ 、
　 前 記 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て 該 端 末 へ 送 信 す る デ ー タ の サ イ ズ を 設 定 す る 送 信 デ ー タ
サ イ ズ 設 定 部 、
　 各 端 末 の 受 信 状 態 に 基 づ い て ど の 端 末 に 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 送 信 す る か 決 定 す る 送 信
端 末 選 択 部 、
　 前 記 送 信 バ ッ フ ァ に 保 存 さ れ て い る 前 記 サ イ ズ の デ ー タ を 変 調 し て 送 信 す る 送 信 部 、
　 前 記 送 信 デ ー タ の サ イ ズ 及 び 該 デ ー タ の 送 信 時 刻 と 受 信 時 刻 に 基 づ い て 伝 送 速 度 を 算 出
す る 伝 送 速 度 算 出 部 、
　 基 地 局 に お け る 端 末 の 収 容 数 を 算 出 す る 端 末 収 容 数 算 出 部 、
　 基 地 局 の 端 末 収 容 数 の 閾 値 で あ る 端 末 収 容 数 閾 値 と 前 記 算 出 し た 端 末 収 容 数 と か ら 、 ハ
ン ド オ ー バ の 必 要 性 を 判 断 し 、 ハ ン ド オ ー バ の 必 要 性 が あ れ ば 、 送 信 デ ー タ の サ ー ビ ス 品
質 に よ り 決 ま る 所 要 伝 送 速 度 と 前 記 算 出 し た 伝 送 速 度 と に 基 づ い て 、 ど の 端 末 を ハ ン ド オ
ー バ す る か を 選 定 し 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に ハ ン ド オ ー バ 要 求 す る ハ ン ド オ ー バ 制
御 部 、
　 を 備 え 、 前 記 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 に よ り 、 前 記 端 末 を 、 現 基 地 局 装 置 と 搬 送 周 波
数 が 異 な る 別 の 基 地 局 装 置 へ ハ ン ド オ ー バ さ せ る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
　 (付 記 ２ ２ )  隣 接 す る 基 地 局 装 置 の 端 末 収 容 数 を 比 較 し 、 差 が 設 定 値 よ り 大 き い 場 合 は
、 端 末 収 容 数 が 多 い 基 地 局 装 置 配 下 の 端 末 を 前 記 隣 接 基 地 局 装 置 に ハ ン ド オ ー バ さ せ る 制
御 を 行 う 手 段 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 ２ １ 記 載 の 基 地 局 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 サ ー ビ ス 毎 に ス ル ー プ ッ ト (伝 送 速 度 )を 算 出 し 、 該 ス ル ー プ ッ ト に 基 づ い て ハ ン
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ド オ ー バ を 行 う 第 1実 施 例 の 構 成 図 あ る 。
【 図 ２ 】 第 1実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 1実 施 例 の 第 1の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 1実 施 例 の 第 2の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 1実 施 例 の 第 ３ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 1実 施 例 の 第 ４ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 1実 施 例 の 第 ５ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 1実 施 例 の 第 ６ の 処 理 フ ロ ー 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 1実 施 例 の 一 般 形 式 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部 を ス ケ ジ ュ ー ラ に 組 み 込 ん だ 場 合 の 第 1実 施 例 の 構 成 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 1つ の Node Bに ２ つ の 搬 送 波 (周 波 数 f1， f2)を 割 り 当 て た 場 合 の 構 成 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 第 2実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 2実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 2実 施 例 の 第 1の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 2実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 2実 施 例 の 第 3の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 3実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 3実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 3実 施 例 の 第 1の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 3実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ １ 】 第 ４ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 第 4実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 第 ４ 実 施 例 の 第 １ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 第 ４ 実 施 例 の 第 ２ の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 変 形 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 基 地 局 の 第 1の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 基 地 局 の 第 2の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 第 5実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 基 地 局 の 第 1の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 基 地 局 の 第 2の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ １ 】 第 ６ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 基 地 局 の 第 1の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 基 地 局 の 第 2の 制 御 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 第 ７ 実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 第 ７ 実 施 例 の プ ロ ト コ ル 例 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 基 地 局 の 第 1の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 基 地 局 の 第 2の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 第 8実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 第 8実 施 例 の 第 1の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 第 8実 施 例 の 第 2の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ４ １ 】 第 9実 施 例 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 第 ９ 実 施 例 の 第 1の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 第 ９ 実 施 例 の 第 2の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 第 10実 施 例 の 第 1の イ メ ー ジ 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 第 10実 施 例 の 第 ２ の イ メ ー ジ 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 第 10実 施 例 の プ ロ ト コ ル で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 第 10実 施 例 の 処 理 フ ロ ー で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 セ ル ラ 構 成 の サ ー ビ ス エ リ ア 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ ９ 】 1つ の セ ク タ に 周 波 数 が 二 つ 割 り 当 て ら れ て い る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 2周 波 数 で 1 Node Bと す る 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 ハ ン ド オ ー バ 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 HSDPAシ ス テ ム の 構 成 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 再 送 制 御 の 流 れ 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 端 末 UEの 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 基 地 局 Node Bの 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 HS-PDSCH上 で の パ ケ ッ ト デ ー タ の 受 信 メ カ ニ ズ ム 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 ス ケ ジ ュ ー ラ を 含 む 基 地 局 Node Bの 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 RNC(無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 )
２ 　 基 地 局
２ ｂ 　 復 調 部
２ ｃ 　 Ａ Ｃ Ｋ ／ Ｎ Ａ Ｃ Ｋ 抽 出 部
２ ｅ 　 送 信 バ ッ フ ァ
２ ｆ 　 変 調 部
２ ｊ 　 CQI抽 出 部
２ ｈ 　 ス ケ ジ ュ ー ラ
２ ｉ 　 ハ ン ド オ ー バ 制 御 部
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【 国 際 調 査 報 告 】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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